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			チート魔術で運命をねじ伏せる④

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			プロローグ　エルシエ

			　

			　クーナが目を覚ましてから一週間。

			　俺の身体も多少はよくなり、魔術も少しだが使えるようになってきた。

			　全快状態には遠く及ばないが、ある程度は戦える。

			　幸いなことに、あれから神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の襲撃はなかった。

			　俺たちはエルシエに向かって旅立っていた。

			　今は馬車に揺られている。快適さを重視して御者を雇った。おかげで三人、荷台でゆっくりできる。

			　懸念していた留年の危機は、計算上、ぎりぎりなんとかなりそうだ。

			　ユーリ先輩が手を回してくれたおかげで帯剣式に行って休んでいた分がまるまる公欠になったし、二週間あとには夏休みに入る。

			　不在時の課題はまとめてエルシエに送付され、夏休み明けに提出すれば問題ないようだ。

			　騎士学校の夏休みは、ただの休みではなく地下迷宮での猛特訓期間だ。学生たちは、日頃授業にしばられてできない長期遠征などをこの期間で行う。俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】は、その長期遠征の代わりにエルシエで強くなる。

			「クーナ、ソージとなにかあったの？　今までとソージとの接し方が全然違うように見えるけど」

			　アンネがジト目でクーナを見る。アンネは俺たちの関係を前々から疑っているし、疑っていると口に出したこともある。だけど、クーナが頑なに認めないので、こうしてことあるごとにからかっているのだ。

			「そんなことないですよ。私はなにも変わってないです」

			　口ではそう言っているが、行動が伴っていない。

			　なにせ、俺との距離が近い。くっつきそうなぐらい近くで、にこにこと笑っている。たまににやっとすると、頬を両手で押さえて顔を赤くしぶんぶん振る。

			　しかも、ときおり俺の背中に自慢の尻尾(しつぽ)を擦りつけてくる。

			　どれも、今まででは考えられなかったことだ。

			「怪しいわね。命を助けられて、やっとソージへの恋心に気づいたのかしら？」

			「なっ!?　アンネ、なんですかそれ！　そんなの、絶対、ないですよ」

			　クーナがしどろもどろになる。

			「そう？　十分ありえると思うけど。前からクーナはソージのことを好きだったわよ。それぐらいは見ていてわかるわ」

			　さすが、アンネだ。クーナのことがよくわかっている。

			　クーナに、アンネには俺たちの関係は告げないでくれと言われている。三人パーティだからこそ、気にしているのだろう。

			　その割に脇がゆるゆるだが。

			「そんなことないです。そもそも私の好みは………」

			　クーナが必死に見苦しい言い訳を重ねる。

			　そんなクーナも可愛らしい。

			　俺はクーナを肴(さかな)にほんわかとお茶を楽しんでいた。

			「あくまで認めないつもりね。……でも、まあいいわ。私のやることは変わらないし。ねえ、ソージ。一夫多妻制ってどう思う？」

			「ぶっ」

			　アンネの不意打ちに思わずお茶を吹いてしまった。

			「いきなり、なんだ」

			「見ている限り、クーナと一線を越えた感じがするし、さすがの私も友達を泣かせてまで、好きな人と結ばれることには抵抗があるの。クーナと私、二人を愛してくれる度量がソージにあることを期待しているのだけど」

			　すごい真顔でアンネが言う。

			　俺は冷や汗を流す。

			「ソージくん、口元が汚れています」

			　クーナが甲斐甲斐しく俺の口元を拭いてくれる。

			　クーナをふぉっくすしてからと言うもの、クーナは俺の世話をやいてくれるようになった。

			　毎朝、包帯を巻き直したり、体を拭いてくれるぐらいだ。

			　火傷(やけど)と瘴(しよう)気(き)焼けに苦しむ俺にとっては非常にありがたい。

			「ねえ、ソージくん、アンネが質問の回答を待っていますよ？」

			　微(ほほ)笑(え)むクーナ。

			　しかし、目が笑っていない。

			　俺はクーナがふぉっくすした日に言った台詞を思い出していた。

			　

			『ソージくんは絶対に浮気します。これは確実です。変なところが父様に似てます。ソージくんの目は浮気する男の目なんです。それも、女の子を泣かせたくないだとか、あの子には俺がいないと駄目だからとか、もっともらしい言い訳をして浮気するタイプです』

			　あまりにもひどい言い草に言葉を失うも、クーナは言葉を続ける。

			『でも、私はそれがわかっていてもソージくんに惚(ほ)れました。あとで枕を濡らすことは覚悟しています……だから、アンネが相手なら許してあげます。私より先にソージくんのことを好きになった大事な友達のアンネなら……、でも、それ以上好き勝手するなら』

			　そのときのクーナの表情は忘れられない。

			　たしかに、笑顔だ。笑顔だったのだ。

			『切り落とします♪』

			　クーナは何を切り落とすとは言わなかった。だけど、だいたい意味はわかってしまった。

			　

			「アンネ、その、できるだけ好きな人を泣かせるようなことはしたくないかな」

			「そう。つまり、ソージが好きな人に許してもらえば問題がないわけね。わかったわ。先に外堀から埋めるわね」

			「……おっ、おう」

			「最悪、子供だけでも仕込んでもらえるとうれしいのだけど……私はオークレールの血を絶やすわけにはいかないの。でも、ソージ以外とそういうのは絶対にしたくない。だから、万が一、ソージの好きな人が許してくれない場合、こっそり体だけの関係を結んでもらえるとうれしいわ」

			　一瞬、冗談かと思ったが、正真正銘、本気の目だ。

			　いろいろと真剣に考えないといけない。

			「アンネ、女の子がそんなこと言ったら駄目です」

			「ええ、はしたないことは自覚しているのだけど。それでも、大事なことだから」

			　クーナが声を荒らげて、アンネが苦笑する。

			「ソージ、いつか私が外堀を埋め終わったら、あなたの気持ちを教えてほしい。他のことは全部忘れて、純粋に私のことをどう思っているかを答えて」

			　これで話はおしまいと、アンネは馬車の窓から外に視線を向けた。

			　おそらく、これ以上踏み込めば、俺たちのパーティに亀裂が入りかねないと考えてくれたのだろう。

			　俺の気持ちか……もし、クーナがいなければ、俺はアンネの気持ちを喜んで受け入れただろうか？　一度、考えてみよう。

			　相変わらずクーナは尻尾(しつぽ)を擦りつけてくる。

			　たしか、火狐の習性に気に入った異性に尻尾(しつぽ)を擦りつけるというものがあると、ゲーム時代に聞いた気がする。

			　同族にしか感じ取れない無臭のフェロモンが尻尾(しつぽ)から出ていて、それを擦り付けることで、この人は自分のものだとアピールするらしい。

			　少し、うれしい。俺も何かをクーナに擦りつけて俺のものだとアピールしたいが、何がいいだろうか。

			　

			　途中で二日ほど野営をしながら、馬車は走り続けた。

			　馬車は山を登り始めた。森を切り開いてできた道だが、しっかりと舗装され快適だ。

			　エルシエは不便な場所にありながら、先進的な技術や特産品が多く、人の行き来が多い。だからこそ、コストをかけてきっちりと道を舗装できるし、ちょくちょく馬車とすれ違う。

			「空気が綺麗ね」

			「懐かしい匂いです」

			　馬車から顔を出して、髪を押さえた二人が口々に言う。

			「エルシエか、すごいところらしいね」

			　エルシエはいい噂も、悪い噂も絶えない。

			　もっとも悪い噂の方は多分に嫉(しつ)妬(と)が含まれているが。

			「見た目は普通なんですけどね。森に囲まれた昔ながらの集落って感じです。ただ、下手な砦よりも堅(けん)牢(ろう)な城壁に囲まれていたり、村の中に鉄工所があったり、大きな製紙所があるんですよ。蚕(かいこ)を育てて製糸もしてます。あと、特徴的なのはガラスハウスですね。ガラスに覆われた畑で野菜を育てています。知ってます？　ハウス栽培って言って、すごく野菜がよく育つし、季節外れの野菜も食べられるんですよ！」

			「……それのどこが見た目は普通なんだ。むちゃくちゃだな」

			　そう、エルシエは非常にアンバランスだ。

			　のどかな山村でありながら、超先進的な技術がちりばめられている。

			「ソージ、あれ、エルフじゃないかしら？」

			「たしかにエルフだ。風のマナによく好かれている」

			　森のなかを一人のエルフが疾(しつ)走(そう)していた。

			　手には小型のクロスボウ。栗色の髪で長い耳。エルフと火狐が住むエルシエに近づいていると実感する。

			「あっ、ロレクです」

			「知り合いか？」

			「はい、父様の親友の息子ですね。私のことが好きみたいで、エルシエにいるころはよく追いかけ回されていました」

			「……やっぱりいるよな。害虫」

			「害虫？　ロレクは人ですよ」

			「いや、なんでもないよ」

			　エルシエで一番もてると言っていたが、おそらくそれは誇張でもなんでもない事実だろう。

			　長であるシリルの娘で、この容姿。そして性格もいい。もてない方がおかしい。

			「あっ、ソージくん、そろそろ着きますよ。あの角を曲がって真っすぐ行けば」

			　馬車が角を曲がる、すると、開けた場所に出た。

			「エルシエです！」

			　そこは、大砲をも簡単に防ぎそうな外壁に覆われた、人口が千人にも満たないながらも、圧倒的な戦力と技術力をもつ、世界最強の魔術師であるシリルが治める国だった。

		

	
		
			第１話　ソラ・エルシエ

			　

			　ようやく、エルシエにたどり着いた。

			　俺たちがこれぐらいの時期に着くことは、先にシリル宛に手紙を送って知らせている。トラブルになることはないだろう。

			　巨大な城壁まで来ると、門番たちがやってきた。

			　俺はクーナとアンネに馬車の中で待つように言って外に出る。

			　クーナについてきてもらった方が円滑に話が進みそうだが、家出娘のクーナはどことなく気まずそうにしていたので、まずは俺だけで話してみよう。

			「ようこそ、エルシエへ。この度はどのようなご用件でしょうか？」

			　優(やさ)男風のエルフがにこやかに問いかけてくる。

			　隣には、赤毛の火狐の女性もいた。

			　二人とも美形だ。エルフと火狐はどちらも容姿が優れているものが非常に多い。

			「今日は長であるシリルさんに会いに来ました。先日、エルシエに来る約束をしまして、手紙も送らせていただいております」

			「もしかして……」

			　俺が話しかけると、優(やさ)男風のエルフは思案顔を浮かべる。事前に話を聞いていたのかもしれない。

			「きっと、あれよ。ほら、クーナ様の」

			　隣に立つ女性が、男の耳元で囁いた。

			「そうか……それが本当なら、ここで殺らないと」

			「何馬鹿なことを言ってるの!?」

			　門番たちは二人で話し合う。

			　決着がついたのか、男がこちらに向き直った。

			「もしかして、あなたはソージ様でしょうか？」

			「そうだ、俺がソージだ。……良かった、ちゃんと話は通っているようだな」

			　ここで門番と揉めて無駄な時間を使うのは避けたい。

			　まあ、最悪クーナを呼べば顔パスで入れるだろうが。

			「はい、シリル様からお話は伺っています。到着次第、中に案内しろと。なんでも、ソージ様はクーナ様の婚約者だとか」

			　そこまで知っているのか。

			　アンネの帯剣式の際に、ユキナのいたずらで俺とクーナは婚約者同士になった。

			　その話はきっちりエルシエの中でも広まっているようだ。

			「そうだ。俺はクーナの婚約者だ。クーナともう一人、三人一緒にしばらくエルシエでやっかいになろうと思っているんだ」

			　男はにっこりと笑う。

			　なぜか、槍を握る手が、力の入れすぎか、ぷるぷると震えている。

			「そうですか。クーナ様が、クーナ様が、エルシエに、婚約者を連れて帰られた。なるほど、なるほど、つまりここであなたを亡きものにすれば……奴が来たぞぉぉぉぉ！　俺たちのクーナ様をかどわかした、仇敵、ソージが来たぞぉぉぉぉぉ！」

			　突然、柔らかな物腰だった男が豹変して叫ぶ。

			　隣の火狐の女性が頭を抱える。

			　そして、エルフと火狐の男たちがそこかしこから現れた。

			「クーナ様に手を出すとは、不届き千万」

			「神が許しても、俺たちが許さない」

			「生まれてきたことを後悔させてやる！」

			　二〇人ほどだろうか。どいつもこいつも武器を構えて、凶悪な量の風や炎のマナをまとっている。

			　冗談だろ!?　この中に五人ほど、全快状態の俺より強い奴がいる!?　残りも、ランクこそ低いが魔術の術式が素晴らしい。なんて使い手の集団。

			　そして、高まった魔力が解き放たれる。

			「本気か!?」
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			　魔力を高めて、防御を……いや、その必要はないか、これはそもそも。

			　俺が思案していると、一人の女性が目の前に舞い降りた。歳は二十代前半に見える。金色の髪と金色の尻尾(しつぽ)をもった美しい大人の女性。どこか、クーナに似ていた。

			　男たちの魔術が放たれた瞬間、エルシエを覆う外壁からこの女性が飛び降りてきたのだ。

			　死ぬ気か？　俺が、そう思った瞬間、火狐たちが放った炎の支配を奪い取り、エルフが放った風を焼きつくした。

			「何のつもりかしら？　父の客人で、私(わたくし)の可愛い妹の婚約者に無礼を働くなんて」

			　その女性は優雅に微(ほほ)笑(え)む。その笑みには見るものを平伏させる支配者としての風格があった。

			　エルフと火狐の男たちが、目を見開いて震える。

			「「「やだなー、ちょっとした冗談ですよ」」」

			　そして、さきほどまでいきり立っていた男たちがへこへこしだす。

			「そうですか、冗談ね。では、私(わたくし)も冗談で、一発ぶちかましてみましょうかしら。私の冗談は、半端じゃなくてよ♪」

			　エルフと火狐たちの顔が引きつる。

			　目の前の女性から圧倒的な魔力がほとばしり、火のマナたちが周囲に呼び寄せられる。火狐の男どもが従えていたものも有無を言わさずすべて。

			　こんなもの放てば、周囲が灰(かい)燼(じん)に帰す。

			　止めないと。俺は言葉を探して口を開く。

			「あの、助けていただいてありがとうございます。ですが、この人たちが冗談というのは、本当みたいなので許してあげてください。炎も風も、俺の鼻先をかすめて霧散するか逸れるか、そういう術式でした」

			　俺は全員の術式を見抜いていた。

			　あれは威嚇だ。きっと、クーナの婚約者である俺を驚かして、あざ笑うつもりだったのだろう。

			　害するつもりはなかった。もっとも……純粋な力だけでもなく、全員がこの精度の魔術を使えることが恐ろしい。使い方は壮大な無駄遣いだが。

			「あなたたち、ソージさんが言ったことは本当かしら？」

			　こくこくこくと男たちが必死に頷く。

			　美しい金色の火狐の女性がため息をつく。

			「そう、なら、少し痛いぐらいにしておきましょう」

			　次の瞬間、男たち全員が吹き飛んだ。

			　一人残らず額を強打され倒れる。

			　いったい、何をした!?　術式の構築から発動まで、早すぎて何をしたかすらわからない。

			「ソージくん、なにか騒がしいです。どうしたんですか？」

			　クーナが馬車から現れた。

			「げっ、ソラ姉様」

			「クーナ。本当に帰ってきたのね」

			　女性が微(ほほ)笑(え)む。

			　微(ほほ)笑(え)んでいるのに、クーナの尻尾(しつぽ)の毛が逆だった。あれはクーナが最大限、警戒しているときの反応だ。

			「はい、戻ってきました。でも、いったい何があったんですか!?　みんな頭を押さえて蹲って」

			　クーナが男たちを見て驚きの声をあげる。

			「ここにいる男どもが、ソージさんを襲おうとしたので、私(わたくし)がお灸をすえましたわ」

			「ソージくんにひどいことをしようとしたんですか」

			　クーナが驚いた声をあげ、エルフと火狐の男たちを睨みつける。

			　ソラ姉様と呼ばれた火狐の女性が、苦笑してから口を開いた。

			「ええ、大好きなクーナを、よそものにとられると思ったのでしょうね」

			　クーナが俺のところに駆け寄ってきて、俺の腕にぎゅっとしがみつく。

			「ソージくんにそんなことをするなんて、ひどいです。私、みんなのこと、嫌いになっちゃいます！」

			　クーナがそう言った瞬間、俺以外の男全員が、絶望的な表情を浮かべて男泣きをしながら崩れ落ちる。

			　……クーナの姉に吹き飛ばされたときよりも圧倒的にダメージが大きいようだ。

			「ソージくんに謝ってください。じゃないと、許さないです」

			　クーナが俺にしがみついたまま、頬をふくらませる。クーナの胸が押し付けられる。

			　やめろ、クーナ。どう見ても火に油を注いでいる。

			　しかし、男たちはすさまじかった。

			　血涙を流し、クーナにしがみつかれている俺を、殺意を込めた目で見ながら、それでも……

			「「「すみませんでした！」」」

			　土下座して見せた。

			　よほどクーナに嫌われたくなかったのだろう。

			　なんという男気だ。

			「ソージくん、みんな謝っているので許してもらえませんか？」

			「あ、ああ、良いよ」

			　クーナが良かったとほっとした顔をする。

			　やっぱりクーナは可愛いな。

			「良かったです。みんな、顔をあげてください。もう、ソージくんにひどいことしたら駄目ですよ」

			　クーナが微(ほほ)笑(え)む。

			　そんなクーナを見て鼻の下を伸ばす男たち。

			　エルシエはもう駄目かもしれない。

			　俺が呆れていると、クーナの姉らしき人が口を開く。

			「ふう、これで一件落着なのかしら。全員、こんなところで油売ってないで、持ち場に戻りなさい」

			「「「はい」」」

			　クーナの姉の一声で、男たちが立ち去っていく。

			「ソージさん、見苦しいところを見せてしまいましたわね。男たちも悪気があったわけじゃないの。クーナ親衛隊の過激派たちの暴走だから」

			「そんな愉快なものがあるんですね」

			「……ええ、クーナはすごく人気があるのよ。見た目が良いし、歌に不思議な魅力がある。守ってあげたくなるところもポイントが高いわね。なにより……ガードがゆるそうで、簡単に押し倒せそうなところがいいらしいわ」

			「ソラ姉様、なんですか、それ、初耳です!?」

			　俺は内心で頷いていた。

			　クーナは無防備すぎる。だが、それがいい。

			「何はともあれ、中に入ってください。長であるシリルは明日まで不在です。私(わたくし)、ソラ・エルシエが長代行としてあなたがたを歓迎いたします」

			「これはご丁寧な挨拶を。俺はソージ。封印都市で学生をやっている。そしてクーナの婚約者だ」

			　しっかりとソラと握手をして、俺たちはエルシエに足を踏み入れた。

		

	
		
			第２話　守護者

			　

			「ここがエルシエか、いい国ですね」

			「国と言っても、人口が千人にも満たないような、小さな村ですわ」

			　クーナの姉で、金色の火狐でもあるソラに案内されて、俺たちはエルシエに足を踏み入れた。

			　小さいが、活気がある良い国だ。

			　そこかしこに笑い声が響いている。

			　さきほどから、クーナは俺の後ろでびくびくしている。

			　それは、ソラが『人前ではしたないところは見せられませんわ。でも、お仕置きはしっかりします、ソージさんを案内したあとにたっぷりとするので、覚悟しておくように』と言ったせいだろう。

			「あれは、なんだ」

			　俺は村の中を走る馬のような大きさの鉄の塊を指差した。

			　聞いておいてなんだが、頭に一つの単語は浮かんでいる。

			　だが、こんな時代にあるはずがないので、あえて聞いたのだ。

			「あれは、車というものよ。父が趣味で作ったものを父の弟子の鍛冶師たちが分解して、設計図を起こし、最近では量産体制に入っていますわ」

			　そう、車が走っているのだ。

			　しかし不思議なのは、エンジン音がせず、マフラーもない。

			「動力は？」

			「風ですわ。風のマナで動力部にあるシリンダーをピストンさせて、ギアで回転力に変換するって仕組み。エルフなら、時速八〇キロぐらいは出せますわ」

			「それはすごいな」

			　馬車は案外遅い。どんなにがんばっても時速二〇キロにも届かない。

			　そんな便利なものがあるなら、一つほしいぐらいだ。

			「ソージくん、あれはエルフしか使えないんです。風の適性がエルフ並にないと、のろのろと動かすだけで精一杯なんですよ。ううう、父様と一緒に乗って気持ちよさを知ってるのに、自分じゃ動かせないもどかしさ」

			　クーナが恨めしそうに、気持ちよく車を走らせるエルフを見ていた。

			　まあ、火狐であるクーナに風魔術は扱えないので、しょうがないだろう。

			「でも、クーナ。向こうを見て、火狐の男の人が走らせているわよ」

			　アンネが指差す先にも、車があった。火狐の男性が楽しそうに運転している。

			「ソラ姉様、あれ！　あれ！　あれはなんですか!?　どうして、火狐が車を動かせるんですか！」

			　クーナがうれしそうに目を輝かせて尋ねる。

			　顔に乗りたい、操縦したいと書いてあった。

			「最近完成した火狐モデルね。父様が火狐たちの要望で設計したの。まだ、試作品が数台しかないわ。あっちは動力に水蒸気を使っているの。水を火狐の炎であたためて、水蒸気にしてタービンを回す仕組み。そして、水を循環させるため、水蒸気を冷やして水にするのも魔術頼みなの。加熱と排熱を同時に使える腕前がないと無理ね。でも風と違って質量がある分、出力は、エルフモデルを凌駕しますわ」

			　構造的には、エルフモデルよりも、現代の車に近いようだ。

			　加熱と排熱を魔術で片付けて小型化しているのなら、ヘタをすれば日本の車より性能がいいかもしれない。排気ガスが出ないので環境にもいい。

			「ソラ姉様、あれほしいです！　私も思いっきり走らせたいです！」

			「クーナ、そうやってすぐにほしいものをねだるのは止めなさい」

			　クーナがきらきらと目を輝かせておねだりすると、ソラが苦笑した。

			「ソラ姉様のケチ。いいです。ルーシェ姉様に頼みます」

			「……本当に止めなさい。あの子ならほんとうに買っちゃうから。昔から人一倍クーナに甘い子だし」

			　ソラが深くため息を吐いた。

			　クーナはエルシエでは傍若無人に振舞っているらしい。

			　末っ子ゆえの甘え上手なんだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いろいろとエルシエの中を見てまわりながら、ようやく目的地に着いた。

			　ソラに案内されたのは、エルシエの中でも一際大きな屋敷だった。

			　レンガ造りの立派な家だ。

			「ここは？」

			「来客用の屋敷よ。賓客はここでもてなすことにしているのよ」

			「クーナの家じゃないんだ」

			　そう問いかけると、クーナがドヤ顔で胸を張った。

			「私の家はここより大きいですよ。二つの家族が住んでいるので、それなりの大きさが要るんです」

			「三つじゃないのか？」

			「まあ、そこは事情があるんですよ」

			　クーナはそう言って、お茶を濁す。

			　なにか言いたくない事情があるのだろう。

			　屋敷に通されるとなぜか、和室のような部屋に招かれる。

			　囲(い)炉(ろ)裏(り)があって、畳がしかれている。

			　こんな部屋は初めてだった。

			　ソラは、慣れた手つきでお茶をいれると、こちらに差し出してきた。

			「粗茶ですが」

			「ありがとう」

			　俺はこういった作法には慣れていないので、適当に口に含む。

			　いい香りだ。緑色の和のお茶。なかなか口に入れられるものではないので、ゆっくりと味わう。強烈な苦味、しかし、底に隠れているほのかな甘味。

			　嫌いじゃない。

			「ぶっ」

			　横を見ると、アンネが予想外の苦味に顔をしかめていた。

			　おそらく、この苦味はまったく想像していなかったのだろう。

			　アンネが青い顔をしながら、次はほんの少しを口に入れた。

			　すると、目を見開く。一口目は苦味に対する警戒もなく、いっきに口に含んだせいでむせたが、苦いとわかっていて、なおかつ少量を口に含むのであれば、苦味の裏にあるたしかな甘みを楽しめるのだ。

			「ソラ姉様、あれ、あります？」

			　一人、お茶に口をつけなかったクーナがソラに問いかける。

			「……あの飲み方をするつもり？　お茶を淹れた私(わたくし)に対して失礼だと思わないの？」

			「だって、そっちの方が美味しいです」

			　クーナは、はやくはやくとソラを急かせる。

			　すると、ソラは苦笑してから立ち上がり、棚の中から土瓶を取り出した。

			　クーナは、ぱぁーっと顔を輝かせて土瓶の中身をお茶にぶちこんだ。

			「クーナ、それはなんだ」

			「メープルシロップです！　これをいれると美味しくなるんですよ♪」

			　尻尾(しつぽ)を揺らしながら、クーナはメープルシロップをたっぷりいれたお茶を口に含む。

			「うん、甘苦くて美味しいです。ソラ姉様、もういっぱい！」

			「まったく、この子は……好きにしなさいな」

			　ソラは苦笑しながらも、お茶を淹れたクーナに渡す。

			　クーナは本当に美味しそうにメープルシロップ入りのお茶を飲んだ。

			「その、俺も試していいですか？」

			　これだけ美味しそうに飲まれると、気になって仕方ない。

			「ええ、どうぞ」

			　ソラの許しを得たので、自分のお茶に、メープルシロップを入れた。

			　飲んでみると、たしかによく合う。メープルシロップの優しい甘さがお茶の苦さを包み込んで、口当たりが柔らかい。それでいて、きっちりとお茶独特の苦味と渋みは主張していて、甘さと混ざり合って不思議な魅力を醸(かも)し出す。

			　味の系統としては甘い抹茶に似ているが、それよりもすがすがしく、芳醇だ。

			　俺とクーナをアンネが羨ましそうに見ていた。

			　そして、おずおずと手を上げ。

			「ごめんなさい。私もやってみたいのだけれど。いいかしら？」

			　そう、ためらいがちに言った。

			　そんなアンネを見て、おかしくて俺たちは笑う。

			　許しを得たアンネは、メープルシロップをたっぷり入れたお茶を飲んで、心底美味しそうな表情を浮かべた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、一服したことですし、そろそろ本題に入りましょうか」

			　ソラが弛(し)緩(かん)した空気を、その一言で引き締めた。

			「ソージさんからの手紙を読ませていただきましたわ。クーナが何者かに狙われており、それを退けたものの、ソージさんは重体。エルシエには、クーナを保護してもらうため、そしてソージさんの治療をするため……そして、なにより強くなるために来たという認識ですが、間違っていないでしょうか？」

			　俺たち三人は頷く。

			　そう、今の俺ではクーナを守れない。それどころか、この体を癒せなければ、まともに戦うことすらできない。……さらに言えば、もっともっと強くなりたい。自分でクーナを守れるぐらいに。

			「では、まず今の状況ですが、父はソージを癒やす薬の材料を確保するために、エルシエに秘(ひ)匿(とく)されている地下迷宮に潜っています。火傷はともかく、瘴(しよう)気(き)焼けは魔術だけでは治せない。だから、特殊な素材で作った薬と魔術を併用する必要があるとのことです」

			「そこまでしていただけるとは」

			　一度、侵食した瘴(しよう)気(き)は生半可な手段では癒せない。

			　ソラが言う、瘴(しよう)気(き)焼けに効果がある薬自体が初耳だ。

			「クーナを守るために負った傷ですもの。ソージさんは、あの状態になったクーナを正気に戻したと聞いておりますわ。それは父でもできなかったこと。今だから言いますが、私(わたくし)どもは、次クーナがああなったら、助けられない、殺さざるを得ないと覚悟しておりました。ソージさんはクーナの恩人です。それぐらいは当然させていただきますわ。その他にもソージさんが望むなら、エルシエはなんなりと協力します」

			　なんでもないことのようにソラは言う。そして言葉を続ける。

			「改めて申し上げます。クーナを、大事な妹を助けてくれて、ありがとうございます」

			　そして、頭を下げた。それは非常に美しい所作で、一瞬ぼうっとしてしまった。

			「父が戻り次第、治療をさせていただきます。そして、父も私も多忙でなかなかクーナを護衛することはできません。したがってエルシエにいる間は、別の男を側につけます。安心してください。父を除けば間違いなく、エルシエ最強の男。父以外に、あの男に勝てる生き物はこの世に存在しないほどの強者ですわ」

			「ソラ姉様、まさか、それって」

			「ええ、クーナ。察しがいいわね。あなたを守るのはライナ、頼れるあなたのお兄さんよ」

			　ライナ？　四位の人、ライルと似た名前だ。

			　間違えないように注意しないと。

			「やっ、やめてください。ライナ兄様は、あの人だけは」

			「安全第一よ。クーナだってライナの強さは知っているでしょう。それにライナなら、あなたたちの師匠にもなれるわ。エルシエ秘伝の、常識の外にある術理、それを教えてあげることができる。くさっても精鋭部隊イラクサの隊長、指導には慣れていますの。実はもう呼んでいるの」

			　扉が開かれる。

			　そこには、大男がいた。

			　クーナの兄だけあって美形が多い火狐の中でも飛び抜けての美青年。だが、そんなことが気にならないぐらいに威圧感がある風貌だった。

			　身長は一九〇センチほど、全身に纏った筋肉の鎧(よろい)。身体能力だけじゃない、全身にほとばしる魔力も、この男の凄みを際立たせていた。

			　金色のキツネ耳と、立派なキツネ尻尾(しつぽ)があるのだが、おそろしいまでに似合わない。

			「おおう、クーナ。会いたかったぞ」

			　男臭い笑みを浮かべて、大男がクーナに突っ込んでくる。さながら、猛牛の突進だ。

			「ひぃ、ひぃぃぃ」

			　クーナが悲鳴をあげて飛び退る。

			　クーナを抱きしめようとした男の両腕が空を切った。

			「ひどいぞ、クーナ。兄の抱擁を拒否するなんて」

			「いや、避けますから、普通、避けますから、あんなのくらったら背骨が折れちゃいます！」

			　怖いのは、それが比(ひ)喩(ゆ)表現ではないことだ。

			　あれをくらえば、クーナの華(きや)奢(しや)な体なんて一発だろう。

			「うむ、クーナは相変わらず細いな。もっと肉を食え、肉をつけろ。じゃないと、強くなれんぞ」

			　クーナはライナの言葉に頬を膨らませた。

			「むぅ、いいです。私はスピード重視なんです。これぐらいがちょうどいいんです」

			　俺の背中に隠れたクーナが頭だけ出しながら文句を言う。

			「クーナは、あと一〇キロほど肉を付けた方が強くなるんだけどな」

			　俺としては、それは遠慮したい。

			　今のクーナの適度に肉がついた最高にエロい体が台無しになる。

			　表面は柔らかく、薄皮一枚下に柔軟な筋肉がある今のクーナが大好きなのだ。

			　そんなことを考えていると、ライナの後ろから一人の少女が現れる。

			「父さん、女の子にそれは失礼。あと、お客様がドン引きしてる。自重するべき」

			　かつて王都で会ったユキナだ。俺たちと同年代のクールビューティな銀色の火狐。

			「おっ、そうか、すまない。悪い悪い。おまえがクーナの仲間のソージで、そっちがアンネちゃんかな」

			　男が、がははと笑う。

			「はい、俺はソージ。クーナの仲間です」

			「そうか、そうか、おまえが」

			　ライナは俺を値踏みする。

			「なるほど、親父が気に入るのもわかるな……」

			　何かに納得したようにライナは頷いた。

			「あの、私はアンネロッタ・オークレールと申します」

			　おずおずと、アンネも挨拶する。

			「これはこれはご丁寧に。アンネちゃんもいい剣気だ。なるほど、クーナはいい仲間たちに恵まれた。俺はライナだ。ライナ・エルシエ。エルシエの精鋭部隊イラクサのリーダーをやっている。エルシエにいる間は俺がおまえたちを守るし、徹底的に鍛えるつもりだから覚悟しろ」

			　ライナは俺とアンネに握手を求めてきた。

			　クーナは、この男のことを残念な脳筋と言っていたが、目にはしっかりと知性の輝きがあった。

			　一兵士ならともかく、リーダーともなれば頭の回転が遅いと話にならない。たぶん、クーナに関してだけは頭が悪くなるのだろう。

			「今日は、長旅で疲れただろう。どっちみち親父が帰ってくるのは明日だ。俺の家でゆっくりするといい。ユキナ、酒と飯の準備を頼む」

			「わかった。とっておきのを出す。父さんが隠している秘蔵の酒とか、楽しみにしていた特製ベーコンとか」

			「しゃーないな。まあ、いい。新しい弟のためだ。それぐらいはいいだろう」

			　そうして、俺たちはこれからライナの家で世話になることになった。

		

	
		
			第３話　ライナ・エルシエ

			　

			　ライナとユキナたちの家に招待された。

			　中に入ると、アルコールの匂いがする。

			　どうやら、ユキナが酒造りに使っている道具が原因のようだ。

			　彼女に二階へと案内される。

			「空き部屋が二つある。三人が来ると聞いていたから、ユキナが掃除を済ませておいた。部屋割りは任せる」

			　ユキナに案内された部屋は二つ。

			　ここは無難に俺が一部屋使い、クーナとアンネがもう一部屋という割り振りになった。

			「ありがとう。大事に使わせてもらうよ」

			「そうしてもらえると助かる。基本的に、父さんもユキナも忙しい。父さんはイラクサの隊長だし、ユキナにはお酒がある。ご飯は毎食用意するけど、掃除や洗濯は自分たちでやってほしい」

			「わかった。それぐらいは自分たちでやる」

			　居候させてもらうんだ。できるだけ迷惑はかけたくない。

			「んっ、お願い。あと父さんが呼んでた。ソージと二人きりで話がしたいって。荷物を置いたら下に来て。クーナとアンネには食事の準備を手伝ってもらう」

			「わかった、すぐに行くよ」

			　俺は荷物を置き、部屋の状態を確認したあと下に降りていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「悪いな、呼び出して」

			「いえ、こちらこそ部屋をお貸しいただき、ありがとうございます」

			「いいってことよ。俺とユキナの二人じゃこの家は広すぎる。家を建てたときは、嫁を迎えたら、これぐらいは必要だって思ったんだがな、今になって失敗したなと思ってんだ」

			　男臭い笑みをライナは浮かべる。

			「二人きり？　奥方は？」

			「んなもんいないよ。俺は一人身だ」

			「失礼しました。不躾な質問でしたね」

			　おそらく、離別したか、離婚したのだろう。

			「おい、なんか失礼な勘違いしてねえか」

			「勘違いですか？　わけあって奥様と別居されているのでは？」

			「そう思っても仕方ないよな。俺は結婚なんてしたこともない」

			　がははと、ライナは笑う。

			「なら、ユキナは？」

			「あの子は養子だ。あの子の母親は流行り病で死んだ。家政婦で、俺の初恋の人だったんだ。あの子の母親が病に倒れたとき、あの子の父親はエルシエを離れていた。もともと、ほとんどこの村にいる暇もなく、忙しく飛び回っている男だったんだけどな。……ユキナの母親が倒れたって手紙を送っても帰って来なかった。あの人が死んだあとに、のうのうと帰ってきた」

			　ライナは手の届かない遠くの何かに想いを馳せていた。

			「頭では、どれだけ大事な仕事をしていて、もし、そいつが仕事を投げ出して帰ってくれば何千人、何万人が死ぬことになるとはわかってた。ユキナの母親だって、そんなこと望んでなかった。死ぬ直前に、あの人は笑ったんだ。幸せだったって……。でも、どうしても許せなかった。だから、おまえにユキナは任せられない。俺が育ててやるって、幼いユキナを引き取ったんだよ」

			　ずいぶんと、複雑な事情があるようだ。

			「なるほど、そういうわけだったんですか。でも、ユキナのために母親を用意してやろうとは思わなかったのですか？」

			「思わない。ユキナを引き取った日、残りの人生、あの人だけを一生愛するって誓ったんだ。あの人が残してくれたユキナを一人前に育てあげるってな……ちょっとしめっぽい話をしたな。許せ」

			「いえ、興味深い話でした」

			　よくも悪くも、ライナという男はひたすら真っすぐだ。彼がどういう人間かわかっただけでも話を聞いた価値がある。

			　そう言えば、クーナが小さいころ兄はモテてよく女性を連れ込んでいたと聞いたことがある。今のライナはとてもそんなちゃらちゃらした男には見えない。

			　もしかしたら、その好きな人の気を引くために、そんなことをしていたのかもしれない。そして、ユキナを引き取ったあとは、その人を想い続けることを誓った。

			　初恋の相手をそこまで思い続けるなんてなかなかできない。少し共感が湧いた。

			「で、呼び出した理由だが。おまえの覚悟を問いたい」

			　ライナはいかめしい顔にさらに力を入れ、俺の目を見つめる。

			「覚悟ですか？」

			「ああ、クーナはわけありだ。ソージはクーナを助けるために死にかけて魔術も使えなくなり、火傷と瘴(しよう)気(き)の後遺症に苦しむことになった。クーナと一緒にいれば、また同じ目に遭うかもしれない。今度は、親父でも治せない傷を負うかもしれん。それでも、クーナと一緒にいたいと思うか？　女なんて他にいくらでもいるぞ」

			　そんなもの、考えるまでもない。

			「それでも俺はクーナと一緒にいたい。その覚悟があるから、俺はクーナを助けたし、今でも一緒にいる。だいたい、たかがそんなことで諦められるほど、クーナの魅力はやわじゃない。俺はクーナに心の底から惚(ほ)れてるんだ」

			　俺がそう言うと、ライナは声をあげて笑う。

			「まったく、俺もたいがいイカれていると思ったが、おまえも相当だな。そうだ、そのとおりだ。男なら好きな女のために命をかけなきゃ嘘だよな。よし、いい覚悟だ。それが口だけじゃないって言うのも行動を見ればわかる。今日からおまえは俺の弟だ」

			　ぽんぽんと、力強くライナは俺の肩を叩いた。

			「驚きました。クーナから、ライナさんはシスコンでクーナに近づく男はかたっぱしから叩きのめすと聞いていたので、殴られる覚悟はしていたのですが」

			「俺が喧(けん)嘩(か)を売るのは、覚悟もないくせに、あいつに近づく男だけだ。だが、ソージ、おまえになら妹を任せられる」

			　ライナは立ち上がり、杯を取り出す。

			「飲め、兄弟の杯だ。ユキナが作った中でもとびきりの酒を使う。俺の誕生日にあいつがくれた酒なんだ。こういう場でもないと絶対に開けない」

			「ありがたくいただきます」

			　杯に酒が注がれる。甘い果物のような爽やかな香りがあたりに広がる。

			　杯は俺とライナの中央に置かれた。

			「五分の杯だ」

			　まず、ライナが半分を飲み干す。それを中央に戻した。

			「では」

			　そして、その残りを俺が飲み干す。

			　これは固い絆を結ぶ儀式、半分ずつ飲むのはお互いが対等な立場であることを意味する。

			　ライナが俺を認めるというメッセージだろう。

			「これで、俺たちは兄弟だ。これから頼む、ソージ」

			「こちらこそ、お願いします。ライナさん」

			「兄弟に遠慮はいらねえ。もっと普通に話せ、肩がこる」

			「ですが、俺は弟だし」

			「兄貴のいうことが聞けないのか？」

			　冗談めかしてライナがそういう。

			　そこまで言うなら拒む理由もないだろう。

			「わかった、ライナ。楽にさせてもらおう」

			　そうして、俺は微(ほほ)笑(え)んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それで、おまえの覚悟を聞いたわけだが、好きな女を守るには覚悟だけじゃ駄目だ。強さがいる。弱い男にゃ、女は守れねえ」

			「それは同感だ。思いだけじゃ何も守れない」

			　痛いほどそのことを実感している。

			　そもそも、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団に襲われたとき、俺にもっと力があれば、クーナを暴走させずに済んで、泣かせずにも済んだ。

			「ソージ、おまえの立ち居振る舞いを見ればわかる。おまえは達人だ。武術において俺が教えられることはないだろう」

			「ライナが言うとおり、俺は武術には自信がある」

			　プレイヤーたちによって、最適化し、進化し続けた武術。一六八年もの経験。

			　純粋な技量ならシリルにすら迫るはずだ。

			「質問だ。ソージ、お前は強さが『身体能力』『魔力』『加護』、その三つでおおよそ決定する、そう思ってないか？」

			「ああ、その三つの力をどう活かすかで決まると思っている。そして俺はそこに四つ目の力として、瘴(しよう)気(き)の力を借りることができる」

			　俺だけしかできない四つ目の力。そのアドバンテージは非常に大きい。

			「本当に瘴(しよう)気(き)を使えるんだな。なら、感覚としてわかるはずだ。強さの要素そのものを追加することが、どれほどの意味を持つか。もう一つ足すつもりはないか？」

			　もう一つ？　そんなものが実在するのか？

			「エルシエの精鋭部隊イラクサでは、身体能力、魔力、加護、……そしてもう一つを足した四つの要素で戦う技術を叩き込まれる。その技術をソージ、おまえたちにも授ける。エルシエにいる間、昼は魔物を狩ってランクをあげて、夜は四つ目、いやソージにとっては五つ目をものにする訓練をするんだ」

			　胸が高鳴った。

			　ランクをあげる以外の方法で行き詰まった、強さへの探求。別のアプローチ。

			「そうしたい。いや、そうさせてくれ。俺はまだ強くなりたい」

			「いい返事だ。親父が体を治したら徹底的にやるから、覚悟をしておけよ」

			「望むところだ、ライナ」

			「なら明日からしごいてやる。というわけで、今日はその傷ついた体でもできる、強くなる方法を実践しようぜ」

			　ライナがそう言うと、煮立った鍋をもったユキナが現れる。

			　後ろには、大皿をもった、クーナとアンネ。

			「父さん、ソージ、ご飯の時間。父さんが言ったとおり、お肉たっぷり」

			　鍋の方は、イノシシ肉を甘辛い出汁で煮込んだもので、大皿の方にはタレを絡めて炒めたシカ肉が山積みになっていた。

			「強くなるには、なにより肉だ、肉！　俺が昨日のうちに狩っておいたシカとイノシシだ。がんがん食って強くなれよ」

			　俺は苦笑する。

			　ライナの趣味に合わせてか、大雑把で野趣な料理。

			　だが、うまそうだ。肉の香ばしい香りが広がる。

			「しっかり食べさせていただきます」

			　たしかに、肉は大事だ。

			　たっぷり食って食って、体を作ろう。

		

	
		
			第４話　クーナの実家

			　

			　それから、肉を嫌というほど食べて、クーナに身体を拭いてもらい、包帯を巻き直してもらった。

			　クーナとアンネは温泉を楽しんだらしい。

			　エルシエには大浴場があり、無料で使えるとのことだ。

			　この火傷と瘴(しよう)気(き)焼けが完治したら、ぜひ利用してみたい。きっと気持ちいいだろう。

			　できれば、彼女たちと混浴がいい。

			　そんなことを考えながら、眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の朝、やけに外が騒がしく、目が覚めてしまった。

			　何事かと思い窓の外を見ると、そこにはシリルが居た。彼の足元には山ほど魔物の素材が置かれている。

			　巨龍の牙、魔獣の爪、高位のゴーレムの一部が持つ琥珀の心臓。

			　どれも、超高ランクの魔物の素材ばかりだ。

			　シリルが持ってきた素材を、エルフや火狐たちが運んでいく。

			「あれ、いったいどうするんだろう」

			「村で加工する。高位の魔物の素材で作った武器や防具はエルシエの貴重な輸出品」

			　ひとりごとをつぶやいたのに、返事がしたので、ぎょっとして振り向くと、銀色のキツネ耳を生やした少女……ユキナがいた。

			「びっくりした」

			　まるで気配が感じられなかった。

			　俺は常に警戒を怠らない。ユキナは完全に気配を消して忍び寄っている。

			　すごい技術だ。

			「朝ごはんができたから起こしに来た。ソージ、良かったね。お祖父様がはやく帰ってきて。これでソージの怪我が治る」

			「うれしいよ。いい加減、この不便さから解放されたかったからね」

			　俺は苦笑する。そろそろやせ我慢も限界だ。

			「お祖父様ならうまくやる。怪我を治すのはお祖父様でも、治すのには体力がいる。だから、しっかり朝食を食べること。残すと許さない」

			「ちゃんと食べるよ。ユキナの作るうまい飯を残すわけがない」

			　実際、昨日の料理は大変美味しかった。

			　このあたりは自然が豊かなおかげか、シカもイノシシもしっかりと脂が乗り、肉の旨味も強かった。

			　これほどの肉、なかなか他所では食べられないだろう。

			　それに、大雑把な料理だが使っている調味料がよく、豊かな味わいだ。

			　エルシエ独自の調味料だろうか？　味噌に近くまた食べたいと思った。

			　エルシエには、本当になんでもある。朝食を終えたら調味料をもらえないか聞いてみよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食を終えると、家主であるクーナの兄、ライナとユキナはそれぞれの仕事場に出かけていった。

			　俺とクーナとアンネは身支度を整える。

			　シリルの家のお手伝いをしているというエルフの女性が現れ、シリルは家で治療の準備を終わらせているから、いつでも来ていいと連絡をしてくれた。

			　身体の傷がうずく。もうすぐ、この痛みから解放される。

			「ソージくん、行きましょうか」

			「私も準備できたわ」

			　クーナもアンネも気合が入っている。

			　心なしかいつもよりも身だしなみに気を使っているように見える。

			「クーナ、自分の家に帰るのに、どうしてそんなに身構えるんだ？」

			「ううう、だって父様がいるんですよ」

			「シリルは、クーナのことを許してくれたじゃないか」

			　そう言うと、クーナは頬を膨らました。そして、アンネに聞こえないように俺の耳元で囁く。

			「ソージくん、私とふぉっくすしたこと忘れてます？　ちゃんと、ソージくんと結ばれたことを報告しないといけないじゃないですか！」

			「……たしかにな」

			　俺とクーナは婚約したと言っても、状況的に仕方なくという側面が強かった。

			　お互いの気持ちが通じあったことは、きっちりと連絡をする必要がある。

			「まあ、大丈夫だよ。俺の方はちゃんとクーナをもらうって伝えてあるし、許可をもらっているから」

			「いつの間に!?」

			　クーナが目を見開き、絶叫する。

			　初めてシリルと会った日、俺はクーナとの仲を認めてもらうために決闘をし、勝っている。

			　今更、俺たちの仲を認めないということはないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「にしても、立派な屋敷だな」

			「ふふふ、驚きましたか！　これでも私は、お姫さまなんです！」

			「自分でこれでもとか言うなよ」

			　クーナに案内された彼女の家は、初日に案内された賓客用の屋敷よりも立派だった。

			　レンガ作りの洋館という出で立ちだ。

			　装飾は最低限ながら、品がいいデザイン。それにいい匂いがする。

			　ここがクーナの育った家。

			「では、ソージくん、私の家に案内しますよ」

			　そう言うなり、クーナは扉を開き中に入ると……

			「ただいま帰りました！」

			　少しはしゃいだ声でそう言った。

			　もしかしたら、本当は帰ってきたかったのかもしれない。

			　すると、たったったっと、駆け足でこちらに来る音が聞こえる。

			　現れたのは、二十代後半に見えるセミロングの金髪を持つ、火狐のとびっきりの美女だ。どこかクーナに似ている。

			「やっと、帰って来たんですね。クーナ。もう、心配かけて」

			　その美女はクーナを抱きしめる。

			「母さま」

			　クーナも頬を緩ませて抱きしめ返した。

			　やはり、クーナの母親か。

			　クーナの美貌は母親譲りらしい。そして、その愛くるしいもふもふの尻尾(しつぽ)も。

			　エルシエに来てから、かなりの数の火狐を見てきたが、クーナと彼女の母親ほど素晴らしい尻尾(しつぽ)を持った人はいなかった。

			「本当に、心配したんですよ。世間知らずなあなたが、変な人に騙されてないかって」

			「もう、母さまは心配しすぎですよ。私は立派な大人です」

			「……クーナ、もう少し自分のことを客観的に見なさい」

			　クーナの母親はそう言うと、クーナとの抱擁を解いた。

			　そしてほんわかとした笑みを浮かべて俺たちの方を見た。

			「クーナ、まずは無事で良かったです。その後ろの方がもしかして……」

			「はい、私の仲間、ソージくんとアンネです」

			　クーナがどこか誇らしげに俺たちを紹介する。

			「そう、あなたたちが……。クーナと仲良くしてくれてありがとう。私は、この子の母親でクウと申します。この子は少し間が抜けていて、お調子者で、甘えん坊で、迷惑をおかけしているかもしれませんが、根はいい子だから、見捨てないであげてください」

			　そう言って、ペコリと頭を下げた。

			　クーナは顔を赤くする。

			「ちょっ、母さま、やめてください、恥ずかしいです」

			「いえ、あなたが世話になっている人たちです。ちゃんと挨拶しないと」

			「やーめーてー、母様、ほんとーに、やーめーてー」

			　クーナが必死になって、美女を止めようとする。

			　うん、気持ちはわかる。これは恥ずかしい。

			「頭を上げてください、お義母さん。クーナは迷惑どころか、俺たちのためにすごくがんばってくれています。かけがえのない俺たちの仲間です」

			「そう、クーナもがんばっているんですね。ずいぶんと甘やかしてしまいましたから、外でもそんな調子かと心配していました」

			「大丈夫ですよ。あなたが思うほど、クーナは子供ではありません」

			「そうです！　言ってやってください、ソージくん！」

			　俺は苦笑する。

			　また調子に乗って。

			　そういうことを言うから、クーナは信用されないのだ。

			　だけど、ある意味、こういうところもクーナらしい。

			　そうして騒いでいると、一人の男がやってきた。

			「クウ、それぐらいにしておいてやれ」

			　現れたのは、エルフ特有の長い耳、そしてハイ・エルフの象徴たる翡(ひ)翠(すい)眼をもった男、シリルだ。

			　後ろにはエルフの美女が控えている。長い髪ですらっとした、二十代後半に見える美女。クウという最高の女性がいながら、こんな綺麗なエルフまで娶(めと)るなんて、なんてひどい男だ。

			「あっ、ごめんなさい。シリルくん」

			「ソージ、クーナ、そしてアンネ。よく来てくれた」

			「いえ、こちらこそご迷惑をおかけします」

			　わざわざシリルは俺を治すために地下迷宮に潜ってくれた。これから治療のために時間も割いてくれる。これには感謝してもしきれない。

			「クーナのために負った傷だ。俺には感謝の気持ちしかないよ。そして、ありがとう。あの状態のクーナを止めてくれたようだな。それは俺にもできなかった。もう一度ああなってしまったら、終わりだと覚悟していたんだ。ソージはクーナの命の恩人だ」

			　シリルは真(しん)摯(し)な瞳で俺を見据える。

			　彼の言葉は、クーナの姉であるソラから聞いたものと同じだった。

			「あなたに感謝されることじゃありません。俺は、クーナが好きだから助けた。それだけです」

			「それでも、ありがとう。……これ以上、言葉を重ねてもしかたがないか。行動は感謝で示す。さっそく身体を治療しよう。ただの治療じゃない。もと以上の状態にすることを約束する」

			「それは助かります」

			　おそらく、シリルの言っているのは魔力回路の最適化だ。

			　自分の魔力回路だけは自分でいじることができない。そのため、俺は魔力回路の改善を放置していたが、シリルならなんとでもできるのだろう。

			　魔力回路が強靱になれば、【白銀火狐】の反動にも耐えられるかもしれない。

			　そのことは、ほんの少し期待していた。

			　そして、俺はシリルに連れられて離れに移動した。

		

	
		
			第５話　輪廻回帰

			　

			　俺はシリルに連れられて彼の工房へと来ていた。

			　そこにはなぜか、棺(かん)桶(おけ)が用意されている。

			　クーナとアンネは、クーナの母親であるクウさんに連れ去られた。どうやら、クーナがエルシエにいない間のことを根掘り葉掘り聞かれるらしい。

			「さて、ソージ。さっそく治療をしようか。包帯を外して何一つ身につけない状態でその棺(かん)桶(おけ)に入ってくれ」

			　シリルはそう言うが、少し躊(ちゆう)躇(ちよ)してしまう。

			「棺(かん)桶(おけ)とは、えらく物騒ですね」

			「それしか都合のいい物がなかった。俺のお古だが許してくれ」

			　シリルはそう言いながらも、てきぱきと手を動かしてさまざまな薬品をかき混ぜていった。調合の際に魔術も併用している。

			　科学と魔術が融合した治療薬を作っているのだろう。

			　そうしてでき上がったのは、青く粘度の高い液体。いや、ここまでくるとスライムのように思える。

			「それはなんですか？」

			「瘴(しよう)気(き)を取り除くための薬だ。原料は地下迷宮の最下層に生えている花だ。もともとは、どこにでもある普通の花だったんだけどね。瘴(しよう)気(き)に触れ続け、奇跡的に枯れずに世代を重ねて耐性を得た品種だ。そのエキスに幾つかの薬剤をまぜ魔力で励起、変質させることで瘴(しよう)気(き)焼けの特効薬になる」

			「まさかとは思いますが、棺(かん)桶(おけ)に寝そべって、そのスライムを注がれるのでは？」

			「そのとおりだよ。察しがいいね」

			　シリルがにやりと笑う。

			　想像しただけで鳥肌が立った。

			　クーナやアンネならともかく、俺がやっても誰も喜ばないだろう。

			「わかりました」

			　だが、背に腹は代えられない。

			　俺は服を脱いで包帯を解き、棺(かん)桶(おけ)に横たわる。

			「傷口に入り込み一体化してしまった瘴(しよう)気(き)を、このスライムを使うことで取り除く。この薬に身体を沈めたうえで、俺が魔術を使えばそれが可能だ」

			「そんな方法で、不可能だと思っていた瘴(しよう)気(き)の浄化ができるなんて驚きです」

			　ずいぶんと頼もしい。

			　これでまずは、瘴(しよう)気(き)焼けが癒える。

			「本当を言うと。この薬は君の体を痛めつけて、火傷を悪化させるから、先にそっちを癒やしてからやりたかったんだけど、瘴(しよう)気(き)はソージにかけた魔術を歪(ゆが)める。瘴(しよう)気(き)を取り除かないと魔術治療ができないんだ。許してくれ」

			　俺はわけがわからないまま頷いた。

			　するとシリルはどんどん、青いスライムを棺(かん)桶(おけ)に流し込んでくる。

			　俺の身体が浮かび上がり、全身がスライムに包まれる。青いスライムに瘴(しよう)気(き)が溶け込み、黒の濁りができる。

			　全身の瘴(しよう)気(き)焼けをした箇所がむず痒い。どうやら、本当にこのスライムには瘴(しよう)気(き)焼けを癒す効果があるみたいだ。

			「ソージ、このままスライムにつかり続けていれば瘴(しよう)気(き)焼けが三日ほどで消える。痛みを伴っても構わないなら、魔術で促進を行って二〇分ほどで終わらせることが可能だが、どうする？」

			　そんなこと考えるまでもない。

			「俺は一秒でもはやく強くなりたい。もう、クーナを泣かせたくない。だから、早く治す方を選びます」

			「いい、返事だ」

			　シリルはスライムに手を突っ込んで、魔術を起動する。

			　工程数が多すぎる、俺ですら知らない術式の書き方。圧倒的な演算速度。

			　見ていて、鳥肌すら覚える。これが、世界最強の魔術師が放つ魔術。

			　俺は、ひたすらシリルの魔術に見入っていた。スライムが、何度も変色し波打ち続ける。

			「ぐっ、がっ」

			　激痛が走る。

			　まるで神経を直接針で刺されているようだ。

			　それも絶え間なく全身に。

			　奥歯が折れる寸前まで歯を食いしばる。

			　一秒一秒が、永遠に感じられるほどの苦痛。

			　これが、あと二〇分も続くのか。

			「ソージ、辛いならギブアップしてもいいよ。常人なら一分と待たずに発狂する」

			　口を開く余裕すらないので、目で俺の思いを伝える。

			　冗談じゃない。これぐらいの痛み、耐えてみせると。

			　シリルが苦笑した。

			　そして、俺はひたすら痛みに耐え続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぐっ、があああああああああ」

			　スライムの変色と胎動が終わった。

			　全身の痛みが収まる。

			　加護の光が全身から立ち上っていた。

			　火傷の状態が悪化しており、それを加護が癒やす。

			　だが、平常時に戻るわけではない。この火傷は加護を失ってからつけられたもの。悪化する前の状態に戻すだけ。

			「お疲れ様、よく耐えたね。これで瘴(しよう)気(き)は取り除けた」

			　俺は、スライムに満ちた棺(かん)桶(おけ)から抜けだす。

			　そして全身を確認する。

			　今まで、俺に纏(まと)わりつき、体を犯し続けた厄介な瘴(しよう)気(き)の感覚が消えた。

			　瘴(しよう)気(き)は、常に痛みを与え、俺の動きと魔術、加護の恩恵を阻害し続けていたが、それがなくなり、体が軽く感じる。

			「ありがとうございます。本当に助かりました」

			「礼を言うのは早いよ。まだまだ、火傷を治さないとね。ソージ、そのまま立ってくれないか」

			「はい」

			　俺は立ち上がる。すると、シリルが俺の全身を舐めるように見つめた。

			「火傷の対処を始める。火傷が治らないのは、細胞が死に、代謝がされないからに他ならない。だから、一度死んだ細胞はすべて溶かし、そのうえで別の細胞を活性化させて新しい皮膚を作り移植する。この作業をすべて魔術で行う」

			「ずいぶんと荒っぽいですね」

			「だが、それが一番早い」

			「そんな精密な魔術を人が使えるのですか？」

			　細胞分裂の促進、皮膚の移植。どれもとてつもない精度の魔術を要求される。

			　理論上は可能だろうが、現実的に不可能というもの。

			「まあ、無理だな」

			　シリルは即答する。俺は一瞬呆然としてしまった。

			「無理ですか？」

			「ああ、シリルにはできないことだ」

			「いったい何を言い出すんですか」

			　シリルは苦笑する。

			「言い方が悪かったな。シリルにはできない。だが、【俺】にはできる」

			「それは、どういう」

			「俺にしかできない、俺だけの固有魔術で、それができる【俺】を呼び出す。見た方が早い」

			　彼は目を閉じ、魔力を高める。

			　固有魔術。それは、魂(たましい)に刻まれた生まれたときから知っている魔術。

			　他人が再現することは不可能であり、当人しかできないもの。

			　数百人に一人、それに目覚めるものがいる。まさか、シリルがその一人だとは。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方に置き去りにした軌跡、今ここに」

			　シリルは、自らの内側に強く語りかけるように詠唱を開始する。

			「我が望むは、真理の探究者、神の理を歪(ゆが)め冒涜したもの、その名は……」

			　神秘的でありながら、どこか郷愁を込めた不思議な声音。

			「フランリーネ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　シリルの体が光に包まれる。

			　彼の固有魔術である【輪廻回帰】が起動する。

			　光が収まったシリルの身体は、蒼銀の髪を無造作に流した長髪の美女になった。金と銀の左右で色がことなる目がらんらんと輝く。

			「なっ、なんなんだ、その姿は」

			「俺は、俺だよ。俺は今まで三一回。生まれ変わっている。そして、過去の俺の姿に一時的に戻るのが俺の固有魔術【輪廻回帰】だ。シリルである俺にはできないことも、過去の【俺】の中に平然とできる連中がいたりする。たとえば、このフランリーネのように」

			　フランリーネの指先に魔術の光がともる。

			　そして、その指先で俺の火傷に触れる。

			　光のラインが火傷に残った。シリルはその要領ですばやく全身の火傷に光のラインをつけていく。

			「なんだ、この魔術は」

			「理解できなくていい、いや、しない方がいい。これは人が使える魔術じゃない。人をやめて初めて使えるたぐいの規格外だよ。フランリーネは神に至るために、すべてを捨てた俺だ」

			　シリルは苦笑する。

			　空中に立体的な多層構造の魔法陣を描く。

			　魔法陣自体はそう珍しいものではない。だが、効率が悪く廃れたもの。

			　脳内で処理しきれない魔術式を空間に記載することで、処理不足を補うために使うぐらいだ。

			　しかし、今シリルが行っているものは違う。図形と図形が絡みあい、変容し、見方を変えさせることで幾つもの意味を同時に持たせる。役割を終えた魔術式も移動し、配置を変えることで再利用。

			　いったい、どれほどの情報量をもっているのか想像もできない。

			「さあ、行こう。【液化変容】」

			　シリルの魔術が発動する。

			　光のラインが刻まれたところが溶ける。一切の痛みもなく。ただ、液化した。

			　そして、灰色の液体が流れおち、逆に残った液体が蠢(うごめ)き、俺の肉体を再生していく。

			　シリルの言ったことが本当なら、死んだ細胞を排出し、逆に生きた細胞を即時に培養、正しく設計し欠損箇所に補填する。

			　それも全身に及んだ火傷をすべて同時に。

			　これはもはや、神の領域だ。

			「これで終わりだよ。君の火傷はすべて癒やされた」

			　全身を眺めると、俺の火傷は綺麗さっぱり消えて、綺麗な肌が目に映った。

			「まさか、ほんとうに、こんな一瞬で」

			　もう、ここまで来ると笑うしかない。

			「最後の仕上げをする。君の魔力回路を治そう。なに、フランリーネの姿の俺なら、そうかからない。治すだけじゃない。変質魔力と、クーナの【九尾の火狐化】を模して実行した【白銀火狐】、君はその影響で、魔力回路の質そのものが向上しようとしている。その動きを後押しすることで、より強くする。こうすれば、次から君の魔力回路は【白銀火狐】に耐えられるようになるかもしれない」

			　普段ならそんなことは不可能だと笑い飛ばす。

			　だけど、シリルの力を目の当たりにした今、それができなかった。

			「教えてください。俺がクーナの魔力回路を見たとき、大部分が壊れ、歪(ゆが)められていた。それは、あなたがやったのか」

			「そうだ、俺がやった。変質魔力を作れないように、あの子の魔力回路を弄(いじ)った。次、【九尾の火狐化】したら、あの子を殺す以外に止める方法がなかったからね。そうせざるを得なかった」

			　シリルの声には苦渋が満ちていた。

			「あなたなら、【九尾の火狐化】を止めることだって」

			「無理だ。あれは特殊すぎる。シリルのままでも、【俺】の中にも、あれを止められるものはいない。一時的に力で押さえつけることはできてもね。だからソージ、君には心のそこから感謝をしているよ」

			　それだけ言うとシリルは魔力を固形化した針を俺の全身に突き刺していく。

			　そこからシリルの魔力が入り込んできた。

			　その魔力は俺の全身に根を張る。

			「それに、あの子を導くには、あの子と同じ高さでものを見られる奴が必要だった。それが君だよ。君は人のまま、九尾の火狐を御した。だからこそ、クーナに力の使い方を教えてやれたんだろう。それは俺にはできないことだった……さあ、始めようか。君の魔術回路はすべて掌握した。うん、これなら強くできる。ソージ、これからもクーナを頼むよ」

			　シリルは微(ほほ)笑(え)んで、今日最後の治療を開始した。

			　魔術回路の修正には二時間ほどかかり、すべての治療工程が完了した。

			　火傷のあとも、瘴(しよう)気(き)焼けの後遺症も、魔力回路の破損もすべてが完治した。

			　いや、もとよりも良くなったぐらいだ。

			　本当にシリルには頭があがらない。

			　治療のすべてを終えると、シリルはもとのエルフの姿に戻った。

			「お疲れ様、よく耐えた」

			「いえ、こちらこそ。本当に助かりました」

			　俺はシリルに礼をする。

			　本当を言うと、そんなことできるわけがないと思っていた節もあった。

			「治したばかりだし、しばらく安静に。あと――ごふっ」

			　そのとき、シリルが突然、会話の途中に吐血した。

			「シリルさん」

			　シリルに駆け寄り、魔術で彼の体を確認する。

			　いっさい、体には不調がないように見える。

			「大丈夫だ、問題はない」

			「たしかに、体には問題がないようですが、なにか――」

			　異常がない状態で吐血をするというのは逆に恐ろしい。

			「【輪廻回帰】の反動だよ。この魔術は魂(たましい)を傷つける」

			　言われて納得する。

			　いくらかつての自分といえど、今の魂(たましい)を歪(ゆが)めることに変わりはない。

			　こんなもの、使えば使うほど寿命を縮めるにきまっている。

			「そんな顔をしないでくれ、心配するほどのことじゃない。今後、【輪廻回帰】をしなければ、あと十年ほどは生きられる」

			「十年しか？」

			「エルフは若くみえるけど、俺はもう、今年で四四だよ。平均寿命が五〇のこの世界で、それだけ生きられれば十分だとは思わないか？」

			「だが、あなたはハイ・エルフだ」

			　ハイ・エルフには寿命がないはずだ。

			「若いころにちょっとね」

			「まさか、今日の治療でも寿命を」

			「気にすることはない、ほんの少しだけだ。君も知っている【世界を滅ぼした破滅の銀竜】、あれぐらいの規格外を呼べば話は別だけど。今日ぐらいの【輪廻回帰】なら大丈夫だ」

			「あの竜は、シリルさん自身だったのか」

			　かつてのゲーム時代、シリル相手に戦い、最後の最後に巨大な竜が現れ蹂(じゆう)躙(りん)された。

			　あれは、偶然だと思っていたが、シリル自身だとは想像もしていなかった。

			「あのときの君は強かった。あの世界での寿命を縮めてでも切り札を使わないといけないほどにね」

			　血を拭ってシリルは微(ほほ)笑(え)む。

			「重ねて言うが、今日の治療に関して気にすることはない。君はクーナのために命をかけてくれた。寿命を少し縮めるぐらい構わない。それに、俺は愛する妻であるルシエやクウと同じ時間を生きて死にたい……もし、それでも負い目を感じるようなら、残されたクーナの力になってやってくれ。それが俺の望みだ」

			　それで話は終わりとばかりに、シリルはタオルを俺に投げつけて去っていった。

			　永遠を生きられる彼が人としての死を望む。

			　そのことが、とても尊く見えた。

		

	
		
			第６話　クーナ親衛隊

			　

			　治療が終わったことをクーナとアンネに伝えるために、彼女たちがいるはずのリビングに向かう。

			　部屋に近づくと賑やかな笑い声が聞こえてきた。

			　ドアをゆっくりと開くと、ちょうどクーナが話をしているところだった。

			「ソージくんったら、ひどいんですよ。尻尾(しつぽ)は火狐にとって大切なもので、触ったら責任とってもらいますって説明したら、即座に尻尾(しつぽ)に手を伸ばしてきたんです！　慌てて躱(かわ)して、なんでそんなことをするんですかって聞いたら、『尻尾(しつぽ)を握れば、責任取っていいんだよね？　ぜひ責任を取らせてほしい。結婚しよう』って言うんですよ！」

			　また、懐かしい話を。

			　たしかにそんなこともあった。

			「話を聞いていると、本当にクーナのことが好きみたいだね。そんなに想われるなんて素敵じゃない」

			　相(あい)槌(づち)を打っているのは、二十代後半に見えるエルフの女性だ。

			　クーナの母親であるクウと同じように恐ろしいほどの美形だ。どこか子供っぽく、でも芯の強そうな印象を受ける。

			「ソージは、すごく真っすぐにクーナへ気持ちを伝えているわ。正直、たまに嫉(しつ)妬(と)をしてしまうの」

			　今度はアンネがお茶をすすりながら会話をする。

			「人の噂で盛り上がるのはいいが、自分もそうされる覚悟があるってことだよな、クーナ。クーナの面白おかしい話をたっぷりと、この人たちに話してみようか？」

			　部屋の中に入り、口を開く。

			　すると、視線が俺に集まった。

			「ソージくん」

			　クーナが立ち上がり、こちらに駆け寄ってくる。

			　てっきり第一声で盗み聞きしてひどいと言ったり、口止めをするかと思ったが、ただ心配そうに駆け寄るだけだった。

			「ソージくん、治療、うまくいきましたか!?」

			「うん、シリルさんのおかげで、完治したよ。完治どころか前よりも調子がよくなったぐらいだ」

			　上着をめくり、火傷と瘴(しよう)気(き)焼けのあとが消えた腕を見せる。

			　クーナは涙を浮かべて飛びついてきた。
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			「良かった、本当に、治って良かった」

			　俺の胸に顔を埋めてクーナは良かったと繰り返す。

			　少し冷たい感触がした。たぶん、クーナは泣いている。

			　そんなクーナと俺を、二人の美女が微(ほほ)笑(え)ましげに見つめている。少し照れてしまった。

			　俺はクーナの後頭部を撫でて、気が済むまで好きにさせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「えっと、はじめまして。私はエルシエの長シリルの妻、見てのとおりエルフのルシエだよ。よろしくね」

			「改めて私も自己紹介をさせてください。同じくシリルの妻、火狐のクウです。娘がお世話になっています。私のことはお義母さんとでも呼んでくださいね」

			　エルフの美女と、火狐の美女がにこやかに自己紹介をしてくれた。

			「こちらこそ、よろしくおねがいします。俺はソージ。封印都市で学生をしています。ルシエさんに、お義母さん」

			　俺がお義母さんと言った瞬間、クウさんはあらあらと微(ほほ)笑(え)んで、クーナは顔を赤くした。

			「ルシエ、それにしても驚きました。あのクーナがこんなに男の人に懐くなんて」

			「だよね、クウ。この子、男の子に言い寄られすぎて、若干男嫌いだったのに」

			　ルシエとクウがおかしそうにくすくすと笑う。

			　まあ、親衛隊なんてものが作られて付きまとわれれば、そうなっても不思議ではない。

			「だから、あんなに俺を避けたのか」

			「ソージ、さすがにあそこまで押されたら、クーナでなくても普通の女の子は引くわよ」

			　横でアンネが失礼なことを言っている。

			　俺はあくまで紳士的に振舞っていたのに。

			「もう、みんなして私をからかって！」

			　クーナがぷいっと顔をそらして拗(す)ねる。

			　そんなクーナを尻目に、クウさんがほんわかした笑顔で口を開く。

			「それはそうと、今日はお祝いだから、クーナもアンネちゃんも、たくさんおめかししてね」

			　お祝い、いったいなんだろう。

			　そんな疑問にエルフのルシエさんが答えてくれる。

			「そうだったね。クーナの婚約祝いを盛大にやるんだ。せっかくクーナのお婿さんがエルシエにやってきたしね」

			「そんなこと言って、母様たち、ただお祭りをする口実に私とソージくんを使っただけじゃないですか！　エルシエのみんな、お祭り好きすぎます」

			「「そうとも言う」」

			　クーナの疑問をあっさりとルシエとクウは肯定する。

			　俺たちをダシに騒ぐか、まあ悪い気はしない。

			　本気で祝ってくれるのは間違いないのだし。

			「というわけで、ルーシェの工房でファッションショーだよ。たくさん可愛い服があるから」

			「楽しみですね。二人とも元がいいから、選びがいがありそう」

			　そうして、俺だけ残して四人が去っていく。

			　どうやら、クーナの姉であり、服飾を生業としているルーシェの工房に行くらしい。

			「あっ、そうだ。ライナから伝言がありました。こっそり、クーナ親衛隊の訓練を覗いておけと。それは、きっと強くなるためにも、そしてクーナのことを知る上でも役にたつと」

			「わかりました、お義母さん。ちょっと見ておきます」

			　クーナ親衛隊の連中の腕前は初日に確認している。

			　それに、彼らからクーナを奪うのだ。

			　自分がどんな相手からクーナを奪ったのか知っておきたい。

		

	
		
			第７話　好きな人のために

			　

			　俺はクーナの母親であるクウに教えてもらった、クーナ親衛隊の訓練場所を目指しながら、エルシエの中を探索する。

			　やっぱり、ここは異常だ。何をするにも魔術を使っている。

			　田んぼを耕すときは、火狐たちが土魔術を使って土を盛り上げ、種まきはエルフが種を風にのせてばらまく。

			　水やりすら、水魔術で雨を降らせ一瞬で終わらせる。

			　言葉にするのは簡単だが、なにげに細かい制御を求められる。一流の魔術師でないとできない。ここエルシエでは、一流の魔術師であることが当たり前のようだ。

			　聞いていた訓練場所に着くと、すでに男たちが集まっていた。エルフも火狐たちもいる。初日に俺たちを驚かそうと魔術を使ったクーナ親衛隊の面々だ。

			　陰に隠れて覗き見ると、男たちは二つのグループに分かれていた。

			　一つ目のグループは数十人が並び、剣を振るっている。鬼気迫る表情、すさまじい剣気だ。

			「なんだ。そのへっぴり腰は、そんな剣でクーナ様を守れると思うな！」

			　エルフの男が、剣を振るう火狐の背中を叩く。

			「はいっ！」

			　背中を叩かれた男は一切の恨みごとを言わずに、より強く剣を振るう。

			　たかが素振りなのに、実戦以上の緊張感があった。一振り一振りに魂(たましい)が込められているのがわかる。それが延々と続く。

			　これほどの士気がある軍は見たことがなかった。

			　もう一団の方に目を向ける。

			　すると、エルフは自身を中心に竜巻を、火狐は火柱を生み出していた。

			　全員、脂汗を流し、全力での魔力放出。

			「「うおおおおおおおおぉぉぉぉ!!」」

			　男たちの叫びと魔力が天を貫いていた。

			　何をしようとしているのかはわかる、限界以上の魔力を放出することで、魔力の絶対値をあげようとしているのだ。さらに、限界を超える魔力を無理やり制御することで、魔術の制御技術も向上する。

			　普通は、限界まで魔力を絞り出すと言っても、無意識でストップがかかる。それを強(きよう)靭(じん)な意志でねじ伏せ、存在のすべてを絞り出す。

			　魔術の制御だって、これだけの出力で制御することは不可能なはずだ。その不可能を、気力で可能にしている。

			　たまに、制御を失い、術式が暴走するものたちもいるが、近くにいる連中が数人がかりで、収束させる。

			　なるほど、それができる人員がいるから可能な訓練か。

			　それでも、命がけの綱渡りだ。それをたやすくやってのけるのは並大抵のことじゃない。

			「これなら、あの魔術の制御も頷ける」

			　俺は呆れた声音でつぶやいた。

			　俺を襲ったときの完全に制御された魔術、あれはエルフや火狐ゆえの才能によるものだと思っていたが違った、純粋に積み重ねた鍛錬によるものだ。

			　これだけのことをすれば、当然強くなる。

			　武者震いがした。俺もこれだけ、命をかけた訓練をしてみたい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして、男たちの訓練が終わった。

			　体力も、魔力も、気力すらも使い尽くしたはずの男たちは一箇所に集まっていた。

			　美しい整列だ。完全に秩序ができていた。そうか、こいつらは心が強いんだ。

			　リーダーらしき男が、振り返り他の一団を見る。

			　茶髪の長い髪を後ろで括った男だ。精悍という言葉が似合うエルフ。来る途中で顔を見た、クウがロレクと呼んだ男だ。

			　思い返せば、門での襲撃の際にこいつも居た。

			「親愛なる、クーナ様親衛隊の諸君！」

			　真顔で微妙に恥ずかしい台詞を吐く。

			「我々は、日夜、クーナ様をお守りするために。そして、なによりもクーナ様に相応しい男であるために訓練を重ねてきた」

			　その言葉には重みがあった。

			　幾年もの間、有言実行をしてきた男だけに現れる重みが。

			「その諸君らに、問いたいことがある」

			　顔が苦痛に歪(ゆが)む。

			「クーナ様は、エルシエを出られた。追いかけることはシリル様が禁止され、命令に背いたものは、イラクサ隊長であり、クーナ様の兄であるライナ様に【教育】されたことは記憶に新しい。いくら痛めつけられようと諦められなかった我々だが、シリル様の『外に出るのがクーナのため』『クーナはいずれ、強くなって戻ってくる』という言葉を信じて気持ちを押し殺した。だからこそ、我々は、クーナ様を追いかけることが許されたとき、もしくはクーナ様が帰られたとき、いつか訪れるそのときのために、よりいっそう、己を鍛え上げようと誓った」

			　男たちは一斉に頷く。

			「そして、ついにクーナ様が帰ってこられた。より美しく、強くなって。シリル様の言ったことは正しかった。……だが、ソージという男も連れてきた。婚約されているらしい」

			　何人かの親衛隊は膝をつく。

			　そして、一人の男が叫んだ。

			「クーナ様は、弱みを握られているのではないでしょうか？　ソージとは、品性のかけらもない下衆な男と聞いております」

			「たしかにそのとおりだ。私は直接目視したが、まさに色情狂、歩く生殖器と言った出で立ちだった」

			　俺は「おいっ！」と叫びたくなった。

			「クーナ様のためにも、ソージに粛清を」

			「粛清を！」

			「粛清を！」

			「粛清を！」

			　あたりに粛清コールが木霊する。

			　本気で怖い。

			　なにせ、やろうと思えばできてしまうのだ。

			　しかし、ロレクは思い切り地面を踏み鳴らすと、沈黙があたりを支配した。

			「おまえたちの気持ちはわかる。クーナ様が望まぬ婚約をしたと思いたい気持ちもわかる。だが、私は見た、この中の何人かも見たはずだ。クーナ様は、女の顔をしておられた。完全に、あの男に惚(ほ)れられている。あのただならぬ雰囲気、確実に一線を越えておられる」

			「「「うぉおおおおおんん、おん」」」

			　男たちが完全に崩れ落ちて、涙を流す。あるものは地面に拳を叩きつけ、あるものは頭を抱えてのたうち回った。

			　……女の顔。割りと容(よう)赦(しや)のない表現だ。

			「我々、クーナ様親衛隊は、クーナ様を守り、クーナ様に相応しい男になるために集まった。クーナ様が、他の男のものになった以上、抜けても咎めない。さらに、ライナ様より、あの男を鍛えてくれと我々親衛隊に依頼があった。自分が鍛えるよりも、そちらの方がよさそうだと言っておられる」

			「ライナ様は鬼か！」

			「我らが怨敵に力を貸せと言うのか……」

			「クーナ様を奪われただけではなく、クーナ様のために鍛えた力を、その男のために使えだと!?」

			　親衛隊の顔が怒りと苦痛に歪(ゆが)む。

			　まあ、当然だろう。ライナも酷なことをする。

			　というか、俺も命の危険を感じるのだが。

			「ここで、クーナ様親衛隊を脱退したいものは、その意思を伝えよ」

			　男たちが狼狽する。

			　一人のエルフがおずおずと手を上げた。

			「隊長は、どうなされるのですか？」

			　その問に、親衛隊の隊長ロレクは薄く微(ほほ)笑(え)んだ。

			「俺か、俺は辞めんよ。男ができた。それだけでクーナ様のことを嫌いになれるほど、この想いは安くない……それにな、綺麗だったんだ。ソージという男を見つめるクーナ様は。今までのどんなクーナ様より。そんなクーナ様を見続けたいと思った。俺はクーナ様を守り続ける。もとより、この想い、報われようなどとは思っていない。クーナ様に気持ちが届かなくてもいい。いや、俺の気持ちなんて、俺が知っていればそれでいい。クーナ様の幸せのために俺は生きる」

			　その言葉は、上辺だけではない、魂(たましい)の叫び。

			　なんという漢(おとこ)だ。今までクーナに近づく男はすべて害虫だと思っていたが、こんな奴がいるなんて。

			「そうだな、俺たちはクーナ様が好きなんだ」

			「クーナ様の笑顔を守るために俺たちはいる」

			　その隊長の熱気が周囲に伝播し、男たちが立ち上がる。もう目に涙はない。ただ、覚悟があった。

			「「俺たちは、抜けない。クーナ様親衛隊であり続ける。クーナ様の笑顔のために」」

			　言葉を合わせ、男たちは叫ぶ。

			　誰ひとり、抜けるなんて言わなかった。

			「ありがとう同志よ。……今日の祭りでは飲もう。我らの絆を深め、クーナ様の魅力を語り合おう」

			　そうして、男たちはあつまり、抱き合い、友情を深め合った。

			　それを見届け、俺は去る。

			　まったく、なんて男たちだ。

			　こんな男たちから俺はクーナを奪う。そして、鍛えてもらう。

			　そのことが、俺の心の奥底に熱い火をつけた。

		

	
		
			第８話　婚約発表

			　

			　壇上でシリルが開会の挨拶をして祭りが始まった。

			　クーナの母親たちが言った盛大にするという言葉は嘘ではなかった。エルシエの中央にある広場に、たくさんの椅子や机が運び込まれ、豪華絢爛な料理が並ぶ。

			　エルシエは豊かな国だ。

			　生産量そのものは多くないが、ここでしか作れないものがたくさんあり、輸出で外貨を多く稼いでいる。

			　何人ものエルフたちが横笛のような伝統楽器オファルを吹き鳴らし踊り、火狐たちは歌っていた。

			　いい音色だ。これを聴けただけでも、エルシエに来た価値があると思うほどに。

			　目をつぶって音楽を楽しんでいると、誰かの気配がした。

			「ちょっと、顔を貸せ」

			「おまえたちは」

			　そこには、クーナ親衛隊の面々がいた。

			　泣き腫らしたのか、眼や目蓋が赤くなっている。

			「我々はクーナ様親衛隊。男同士の話をしたい。おまえを害するつもりはない。そんなことをすればクーナ様が泣くからな」

			　苦虫をかみつぶしたような表情で、男はそう告げる。

			「わかった、行こう」

			　たぶん、彼らの訓練を見ていなければその言葉に乗らなかっただろう。

			　だが、彼らの想いと覚悟を知ってしまった以上、ついて行かざるを得ない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よく逃げずに来たな。ソージとやら」

			　彼らのリーダーである茶髪のエルフであるロレクが口を開く。

			　クーナ親衛隊の一団がいる中央に俺の席が用意されていたので座る。

			　すると、ロレクがコップに酒を注いでくれた。

			「クーナを大事に思ってくれている人たちに誘われたんだ。無下にはできないよ」

			　酒瓶を奪い、ロレクのコップにエルシエワインを注ぎ返す。

			「……ふん。まずは飲め」

			「お言葉に甘えて」

			　ロレクとコップをぶつけあい、お互いに一気に酒を飲み干す。

			　酒は、メープルシロップとクランベリーで作ったエルシエ特産のエルシエワイン。口当たりが良く、優しい甘さと酸味が口いっぱいにひろがる。

			　やはり、いい酒だ。うまい。

			　そしてどこかほっとする味。

			「ソージ、クーナ様を奪ったお前に言いたいことがある」

			「なんだ？」

			　ロレクが、真っすぐに俺を見つめてくる。

			　そして親衛隊の面々が立ち上がり、横一列に整列する。

			「クーナ様を幸せにしてくれ、クーナ様を泣かせないでくれ、頼む」

			「「「お願いします」」」

			　周りの親衛隊の連中も揃って頭を下げた。

			　……この男たちは、クーナのためにここまでするのか。

			「俺が憎くないのか？」

			「憎い。だが、それでクーナ様が幸せになれるなら些(さ)細(さい)なことだ。……そして、俺たち親衛隊は、クーナ様の兄君、ライナ様にお前を強くするように頼まれている」

			「そうか。だが、腑に落ちない……エルシエ最強はライナなのだろう？　どうしてライナではなくお前たちが俺に教える必要がある」

			　盗み聞きして知ってはいるが、直接伝えられるとやはり驚きがある。

			　ライナは、魔力、加護、身体能力に加えて四つ目の力を俺たちに与えると言った。

			　それをこいつらに託すとは。

			「シリル様を除けばライナ様は間違いなくエルシエで最強だ。だが、ライナ様は紛れもない天才で、感覚で語る。人に教えるのは苦手だ。だから、我々がお前を鍛える。我々は凡人だ。ただクーナ様のためになりたいその一念で力をつけた。何度も躓(ひざまず)きながら、必死に一つ一つ積み重ね、コツを覚えていった。ゆえに、人に教えるには向いている」

			　理屈ではわかる。だが、酷なことだと思う。

			　俺は、それでいいのかとは聞かなかった。

			　もう、この男たちには覚悟があるのだから。それを聞くのは無粋だ。

			「わかった。お願いする。これからもよろしく頼むよ。それで、いったい俺に何を教えてくれる」

			「【精霊化】という技術だ。話すより見せた方が早い。俺が実践する」

			　ロレクが立ち上がり、魔力を高める。

			　おそろしい量の風のマナを集める。

			　風の魔術か？　そう考えていると、風のマナと己のマナを練り合わせ始めた。

			「なに？」

			　本来、風のマナを使うときは、己のマナを呼び水にして風のマナをあつめ、利用するという手段をとる。

			　だが己の魔力と一つにするなんて聞いたことがない。

			　どこか、でき上がった魔力と風のマナが一つになったものは、変質魔力に似ていた。

			　そして、それをロレクは体の中に取り込んだ。

			　ロレクの雰囲気が変わる。風の魔力を纏ったエルフを超えた何かに。

			「これが、エルシエに伝わる秘術、【精霊化】だ。マナの力を使う精霊魔術の発展形、マナと一つになる。こうなれば、マナを使う魔術の適性と身体能力が跳ね上がる」

			　その言葉のとおり、ロレクの魔力と風の密度が増大した。

			　これが、四つ目の力。

			「すごいな。どこか、クーナの【九尾の火狐化】と似ている」

			「それは当然だ。これはクーナ様の九尾の火狐を見たシリル様が作った術式だ。暴走したクーナ様を止めるために作られた力……ランク３を超えたクーナ様親衛隊の戦士たちは全員これを身に付けている。いつかクーナ様が九尾の火狐化したときに助けだすために、血を吐く思いで身に付けた」

			　自分が半分精霊になる。単純な発想だが、なかなか思い浮かぶものではない。

			　そして、彼らが血を吐く思いで身に付けたというのは比(ひ)喩(ゆ)ではなく、事実そうだったのだろう。

			　こんなもの、まともに扱える魔術ではない。

			「ライナ様がおっしゃられていた。これをソージがマスターすれば、クーナ様を救うときに使った【白銀火狐】が本当の意味で完成する」

			「だろうな。【白銀火狐】と到達点は一緒だ」

			【白銀火狐】、今はクーナの変質魔力を補給し、さらにクーナが九尾の火狐化して変質魔力が励起した状態でしか使えない。

			　しかも一度使えば最後、倒れて数日間は戦えなくなる。

			　クーナの変質魔力を吸収しないといけない点はどうしようもないが、あれのダメージが大きい理由は、変質魔力が操作しきれていないからだ。無理をした反動で体がぐしゃぐしゃになる。シリルに強化してもらった魔術回路と【精霊化】を極め、魔力操作技術を高めれば反動を抑えることができるだろう。

			　あの強力な力を気軽に使えるようになることは、非常に大きな意味を持つ。

			「だが、ソージ。【精霊化】をランク３に至ったものにしか教えないのには意味がある。演算力が足らず危険だからだ。ソージはランク２だと聞いている。一歩間違えれば、死ぬ。それでもやるのか？」

			「もちろんやるよ。一歩間違って死ぬ恐怖より、俺が弱くてクーナを失う方がずっと怖い」

			　ランクに見合わない魔術など当たり前にこなしてきた。

			　俺なら、問題ない。

			「いい返事だ。貴様がソージでなければ、わが親衛隊に誘っていただろうな。怪我は癒えたと聞いた、明日からは毎日鍛える。覚悟しておけ」

			　クーナ親衛隊の連中が全員一斉に【精霊化】した。

			　どうやら、本気で実戦形式で鍛えてくれるようだ。

			　恐怖はない。むしろ楽しみだ。

			「これから、よろしく頼む」

			　俺は握手を求める。その手をロレクが握り返す。

			「勘違いするなよ。別にお前のために教えるわけじゃない。クーナ様のためなんだからな」

			　こいつはツンデレか。

			　そうして、クーナ親衛隊との絆を深めた。

			　……その後、徹底的に絡まれながら、愚痴と恨み言を聞かされ続けた。

			　だが、いい奴らばかりだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージくん、こっちこっち」

			　親衛隊から解放されると、今度はクーナに呼び出された。

			　アンネも一緒にいる。

			　二人を見て顔をほころばせる。

			「クーナ、アンネ、今日は一段と可愛いよ」

			「ルーシェ姉様のドレスは世界一です！」

			「ちょっと、こんな可愛い服は恥ずかしいわね」

			　クーナとアンネは二人ともドレスに着替えていた。

			　クーナの言うルーシェ姉様とは、クーナの腹違いの姉のエルフで、仕立屋をやっているらしい。

			　二人のまとう服は両方とも、彼女が作った服なのだろう。

			「今日は、黒いドレスか。珍しいね。でも、不思議と大人びた服もクーナに似合うよ」

			「ふふん、大人びたのまえに、不思議とは入りません。私は大人の女性です」

			　クーナが胸を張る。黒を基調にしたエレガントなデザインのドレスはクーナの新たな魅力を引き出していた。

			「アンネも、可愛らしいよ。かっこいい服はよく見るけど、そんな可愛い服のアンネは新鮮でいいね。日頃からそういう系統の服も着てみたらどうかな」

			「……恥ずかしいわ。こんな可愛い服、私に似合わないもの」

			　アンネがスカートの裾をぎゅっと掴んで、照れた表情を浮かべる。

			　アンネの服は薄い桜色のフリルがたくさんついた乙女チックなデザインのドレス。

			　アンネの可憐さをよく引き出している。

			「大丈夫、ちゃんと似合っているよ。二人のこんな可愛い服を見れて、俺は幸せだ」

			　そう言うと、二人とも顔を見合わせて笑う。

			　そしてクーナは俺の右腕に自分の腕を絡め、アンネはおずおずと俺の左手を握った。

			「ソージくん、父様が呼んでます。もうすぐ、父様が挨拶をして、そのあとは私たちの婚約発表になります」

			　クーナがうれしそうに言う。

			　一瞬だが、アンネの表情がこわばった。

			「わかった。行こうか」

			　そして両手に花を抱えた俺は歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「婚約発表の日に両手に花とは、なかなかやるな」

			　発表を行う舞台の左側のスペースにたどり着いた俺を見て、シリルは苦笑する。

			「シリル、よく言えるよね」

			「そうですね、たしか私たちのときも、二人揃って婚約発表でしたよね。結婚も三人で一緒だったし」

			　そんなシリルに、彼の妻であるエルフのルシエさんと、火狐のクウさんがつっこみを入れる。

			　三人の眼差しにはどこか懐かしさがあった。

			　シリルが苦笑しつつ口を開く。

			「ソージ、まずは俺たちから祝福の歌を贈らせてもらう。次はソージたちの番だ。だから心の準備をしながら、きっちりと聴くこと」

			　そうして、三人は壇上にあがっていった。

			「ソージくん、母様の歌は私よりすごいですし、ルシエ様の踊りは天女の舞です。そして、父様のオファルは格調高く、どこまでも透き通ってます」

			「それは楽しみだな」

			　クーナがあこがれを込めた視線を舞台に向けている。

			　俺はその視線を追ってシリルたちを見つめた。

		

	
		
			第９話　クーナとアンネと恋の形

			　

			　クーナと二人、舞台袖で壇上を見つめる。

			　クーナは顔を赤らめ、少し気恥ずかしそうに俺の手を握った。恋人繋ぎ。

			　少しこそばゆい。

			　前座として、シリルたちが俺たちを祝うための歌を贈ってくれている。

			　シリルがオファルを奏でて、エルフの美女、シリルの妻の一人であるルシエさんが踊り、もう一人の妻でありクーナの母親であるクウさんが歌う。

			　この場にいる誰もが三人に魅入っていた。

			　シリルのオファルはどこまでものびのびとして、そこにクウさんの歌が乗る。情緒あふれる、素晴らしい歌声。シリルのオファルの音と交じり合い、魂(たましい)を直に掴まれているような圧倒的な音が響く。

			　さらに、その最高の音をルシエさんの踊りが引き立てる。

			　どこか怪しげで、妖艶で、それなのに楽しそうな躍動感がある踊り。

			　それぞれが最高のクオリティを持ったまま絶妙に絡み合い、お互いを高めあう。

			　あまりにも圧倒的な光景だった。

			　クーナの話では、あの三人は祭りの度にこうして力を合わせて皆を楽しませているようだ。

			「なあ、クーナ、俺たちもあんなふうになりたいな」

			「はい、父様は浮気者で、母様を泣かすこともあるけど、ちゃんと母様を愛してくれているし、幸せにしてくれるんです。そこは認めています」

			　クーナの目は母親であるクウさんを追っている。そこにあるのはあこがれ。

			　心の底からシリルを愛して幸せでなければ、あんなふうには歌えない。

			　俺にもそれぐらいはわかる。

			　そして、一曲目が終わった。少し時間をおいて二曲目が始まるらしい。

			「ねえ、ソージ、クーナ」

			　隣で俺たちと同じように、シリルたちの演奏を楽しんでいたアンネが問いかけてきた。

			　銀色の髪が風になびいている。

			「なんだ、アンネ」

			　俺は、振り向き問いかける。

			「正直に答えてほしいことがあるわ。あなたたちを見ていればわかることだけれど、ちゃんとあなたたちの口から聞きたい。……あなたたちは結ばれたの？」

			　アンネが、真剣な表情で俺の目を見つめて問いかけてくる。

			　俺とクーナは顔を見合わせる。

			　クーナには、アンネにはまだ黙っていてほしいとお願いされている。

			　だが、ここではぐらかすのは、アンネに対して失礼だと思う。

			　悩んでいるとクーナが先に口を開いた。

			「アンネ、ごめんなさい。九尾の火狐になった私を、ソージくんが傷だらけで助けてくれたとき、私は本当の気持ちに気づいちゃったんです。私はソージくんが大好きでした。愛してます。だから、ソージくんの気持ちに応えることにしました。私とソージくんは愛し合ってます」

			　申し訳なさそうにクーナはつぶやく。

			　もともと、アンネはずっと俺のことを好きだと言い続け、逆にクーナは俺への気持ちを否定してきた、きっと負い目があるのだろう。

			「……そう、ちゃんとクーナの気持ちを聞けて良かったわ。本当なら、私はソージを諦めないといけないのはわかっているわ。でも、やっぱり諦めきれない。馬車の中で言った、ソージが許すなら、クーナと一緒に愛してほしいっていうのは冗談じゃなくて本気なの」

			　アンネは、そこで一度言葉を切り、気持ちを落ち着けた。

			　そして、覚悟を決めた目をして話を再開する。

			「クーナ、お願い。私もソージのことが好きなの。ソージが許せば、私も一緒に愛することを許してほしい」

			　アンネは頭を下げた。

			　気丈な彼女なのに、肩が震えていた。

			　そんなアンネを見ながらクーナが口を開いた。

			「私は、他にも好きな人がいる父様と結ばれた母様を見て育ちました。そんな母様の辛さを知っています。寂しそうにしてました。嫉(しつ)妬(と)もしていました。父様が母様だけを愛してくれればって、ずっと思ってました。母様だけじゃなくて、私も寂しかったです。他の子はみんな毎日父親に会えるのに、どうして私だけって何度も思いました。アンネのことを許せば、きっと私も母様と同じように寂しくなるし、アンネに嫉(しつ)妬(と)もするし、子供にも寂しい思いをさせます」

			　クーナの言葉には寂しさとやるせなさがあった。実体験からくる想いゆえに、その言葉は重い。

			「……クーナ、ごめんなさい。悪かったわ」

			　アンネが寂しげに、どこか諦めた声音で言った。

			　そんなアンネにクーナは言葉を続ける。

			「でも、それでも母様は幸せでした。今、歌っている母様を見てください。あんな歌、幸せで、愛して、愛されてないと歌えません。それに、私も父様との時間は少なかったけど、他の母様も私を愛してくれたし、姉様も大好きです。きっと、普通の家に比べて不幸な分、普通の家にはない幸せがあったと思うんです」

			　クーナは微(ほほ)笑(え)んだ。

		

	
		
			[image: p93.jpg]
		

	
		
			「だから、アンネ。私は許すことに決めました。実は、もともとソージくんにはアンネなら許すって言ってるんです。あとはソージくんの気持ちだけです。私が許してもソージくんがアンネのことをどう思っているのかはわかりません。それに、ソージくんがアンネのことを好きになっても、ソージくんの一番は譲りませんから」

			　そう言うと、クーナが俺に抱きつき、さり気なく尻尾(しつぽ)を擦りつけてくる。

			　自分のものだというアピールだろう。

			「ありがとう、クーナ。……それとごめんなさい」

			　アンネが涙を流しながら、その言葉を絞り出した。

			「あとは、ソージくんが教えてください。ソージくんはアンネのことが好きですか？」

			　その問いの答えはずっと探し続けてきた。

			　ずっと一緒にすごしてきたアンネ。俺は彼女の強さも、弱さも、何もかも知っている。

			　一緒に笑って、一緒に泣いてきた。目をつぶれば彼女の笑顔も涙も頭に浮かぶ。

			　答えなんて初めから決まっていた。ただ、認めるのが怖かっただけだ。

			「俺はアンネのことが好きだよ。こんながんばり屋で、強くて、気高くて、でも脆くて寂しがり屋な女の子、好きにならないわけがない」

			　そう、俺はアンネが好きなんだ。

			　俺の言葉を聞いたアンネは頬を赤くし、目を涙で潤ませる。

			「ソージ、その、うれしい」

			「俺もアンネにここまで思われてうれしいよ。だから、こんな男だけどついてきてほしい」

			　アンネがよりいっそう、涙を強く流す。

			　クーナが俺に抱きついたまま、アンネに手招きする。

			　アンネが首をかしげながらも、こっちに歩いてくる。

			　アンネが近づくと、クーナは一度抱擁をとき、そして、アンネと俺、二人まとめて抱きついた。

			「これからも、三人一緒です。みんなで幸せになりましょう！」

			　この、しんみりとした空気をぶち壊す、底抜けの明るさ。

			　こんな彼女だから、俺はきっと好きになったんだ。

			「そうだな、三人で幸せになろう」

			「ええ、ソージもクーナも幸せにするわ」

			　みんなで笑い合う。

			「これで、円満解決ですね。あと、アンネ。実はソージくんに伝えていることがあるんですよ」

			「それはなにかしら？」

			「惚(ほ)れた弱みで、アンネと浮気をすることは許すって話をしたんです。でも、浮気を許すのはアンネまでで、それ以上、他の女の人に手を出すなら、アレを切り落とすって」

			　背筋に冷や汗が流れる。

			　あれはやはり、冗談じゃなかったのか。

			「アンネ、もし、私たち二人に手を出しておきながら、別の女性に手を出すようなら、協力してやりましょう。ソージくん、私は本気ですよ。本当にやりますからね？」

			　最近よく見せる目が笑ってない笑顔で、クーナは俺を見つめる。

			「それはいい案ね。でも、切り落とすのは子供ができてからにしましょう。ソージとの子供はほしいわ」

			「おい、アンネ」

			　アンネが少しずれた答えを返してくる。

			　そんな俺を尻目に、二人はくすくすと笑っていた。

			　そうこうしているうちに、シリルたちの演目が終わる。場に割れんばかりの拍手が鳴り響く。

			　次は俺たちの番だ。

			　まったく、婚約発表の直前までこんなことをしているなんて……でも、それが俺たちらしいと思った。

		

	
		
			第10話　歴史は繰り返す

			　

			　シリルたちの曲が終わり、いよいよ俺とクーナの番だ。

			　この場で、クーナと婚約したことを伝え、俺の自己紹介をする予定になっている。

			　だが、そこで少しいたずらをする。

			　かなり常識はずれだが、幸いエルシエには前例がある。

			「クーナ……アンネ、行こうか」

			「はい、ソージくん」

			「本当にいいのかしら？」

			　クーナが満面の笑み、アンネが微苦笑を浮かべた。

			「いいんですよ。キツネの子はキツネです」

			　その言葉にはクーナのいたずらっ子な面が現れていた。

			　そうして、俺たちは壇上にあがる。

			　途中、シリルたちとすれ違った。彼らは目を一瞬丸くして、それから声をあげて笑った。

			　たぶん、こちらの意図に気がついているのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、お久しぶりです。不肖の家出娘、クーナ。無事、エルシエに帰ってきました！」

			　舞台にあがるなり、クーナが大きな声をあげる。

			　すると、エルシエの民が、うおぉぉぉぉぉと歓声をあげる。

			　一部では、クーナコールまで。……クーナはアイドルか何かか。

			「みなさんに紹介したい人がいます！　家出先の封印都市エリンで出会った、私の大事な仲間たちです。彼らがいたから、こうして笑顔で戻ってくることができました」

			　クーナの言葉で視線が俺とアンネに集まる。

			　好意的な視線が多い。

			「まずは、クールな美少女、アンネ。彼女は剣の達人です！　剣技なら私を上回る、頼れる仲間です！」

			「どっ、どうも、アンネロッタ・オークレールです。よろしくおねがいします」

			　再び歓声が広がる。

			　ドレス姿のアンネは可愛らしく、恥じらう姿も男心にぐっと来るものがある。

			「そして、もう一人はソージくん。凄腕の魔術師です。どれぐらいすごいのかと言うと、父様に勝ちました！　きれいな右ストレートを顔面にぶち込んだみたいです！」

			　エルシエのみんなが、驚いた顔をして俺を見たあと、曲が終わって舞台を降りていたシリルのところに視線を集める。

			　シリルは苦笑してから、頷いた。アンネのとき以上の大歓声があたりに広がった。

			　それほど、シリルが負けるというのは異常なことなのだろう。

			「大事な仲間を紹介させていただきましたが、もう一つ、大事なことがあります。もう、聞いたかたもいるかもしれませんが、私、婚約しました。お相手は、このソージくんです！」

			　クーナが俺の右腕に抱きつきＶサイン。おめでとう、という言葉が幾重にも響く。

			　クーナ親衛隊を始めとした男どもは、血涙を流しながら、必死に奥歯を噛み締め、それでも拍手し、おめでとうと言った。

			　……もう、ここまで来ると尊敬に値する。

			「そして、もう一つ発表があります。実は、もう一件、婚約発表があります」

			　エルシエのみんながざわつき始める。

			　そんな中、アンネが一歩前に踏み出した。

			「私、アンネロッタ・オークレールも、ソージと婚約したの。その、ごめんなさい」

			　そして、クーナとは逆の左腕に抱きついた。

			　エルシエの民は呆然とする。

			　それもそうだ。姫であるクーナと婚約発表をしたその場で、別の女性との婚約を発表したのだ。

			　非常識にもほどがある。

			　だが、三人で話し合ってこうすることにした。隠れてこそこそ付き合うぐらいなら、初めからすべてを話した方がいい。

			「クーナ、そしてアンネの婚約者になったソージだ。クーナと婚約したのに、別の女性とも婚約と聞いて、眉をひそめる者もいるかもしれない。だけど、俺はこの場で誓わせてもらう。クーナも、アンネも、二人とも幸せにしてみせる。シリルさんがルシエさんとクウさんを幸せにしたように」

			　かつて、シリルはルシエさんとクウさん。二人との婚約を、こういった場で盛大に発表したらしい。

			　今回の婚約発表はそれを再現した。

			　エルシエの民たちは、一瞬呆然とした表情を浮かべたが、ぽつぽつと拍手をし始めた。

			　シリルをだしにされたら否定しにくいし、何よりクーナが幸せそうな顔をしている。

			　そして次々に、エルシエの民から、さまざまな言葉が届き始める。二人とも幸せにしろだの、クーナ様を泣かしたら殺すだの、二人の美少女を独占するなんてふざけるな、殺すだの。さまざまだ。

			　きつい言葉を放ったものも、その口調は穏やかだ。

			　俺は二人を強く抱き寄せて、順番にキスをした。

		

	
		
			第11話　風呂場での誓い

			　

			　婚約発表が終わったあとは悲惨だった。

			　次々に酒を片手に絡まれた。

			　何十人もの男に泣きながら「幸せにしてやってくれ」「泣かしたら殺す」と言われるのも、なかなかに堪える。

			　よほど、クーナは愛されているのだろう。

			　クーナとアンネは女性たちに拉致されて、恋話をさせられていたようだ。

			　おかげで、祭りの間、まったく会えなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いい湯だな」

			　シリルの厚意で、彼の屋敷の庭にある露天風呂を使わせてもらっていた。

			　一時間ほど貸し切りにしてくれるらしい。

			　妙に凝っていて、地下水を温めたものにさまざまな効能をもつ薬草のエキスが入れられているらしく、健康によさそうだ。

			　プライベートなお風呂なので邪魔も入らない。

			　今までは火傷を悪化させないために我慢していたが、治療が終わり心置きなく入れる。

			　肌を撫でるが、そこには火傷のあとも瘴(しよう)気(き)のあともまったくない。綺麗な肌でうれしくなる。

			　まったく、あの人は本当の化け物だ。

			「エリンにも、温泉があればいいのに」

			　湯船につかる習慣がないエリンでは、こんな贅沢はできない。

			　元日本人の俺としては、こうして風呂に浸からないと満足できないのだ。

			　鼻歌を鳴らしながら星を楽しむ。

			　そろそろ出ようかと思っていると、足音が聞こえた。

			「ソージ、いるかしら」

			　どうやら、アンネが来たようだ。

			　俺が使っていることはみんな知っているからわざとだろう。

			「ああ、いるよ」

			「そっちに行くわね」

			　どこか、ためらいがちな足運びでアンネが近づいてくる。

			　そちらを向くと、全裸のアンネがいた。

			　一応、小さなタオルで前を隠しているが、いろんなところがはみ出ている。

			　本人も恥ずかしそうに顔を赤らめていた。

			　アンネはお湯をかぶると、湯船につかり俺の隣に並んだ。

			「こんな時間にどうしたんだ」

			「二人きりで話がしたくて来たの。なかなか、二人きりになれる時間はないから、チャンスだと思って」

			「なんだ、てっきり誘っているのかと思った」

			「……私も、人様のお風呂で、そういうことをする勇気はないわ」

			　それも、そうだろう。いつシリルたちがやってくるかわからないし、いろいろと恥ずかしい。

			「話したいことってなんだ」

			「まずは、私を受け入れてくれてありがとう。ソージに好きと言ってもらえてうれしかったわ」

			　アンネが俺にもたれかかってくる。

			　彼女のきめ細かな肌の感触が心地よい。

			「お礼を言うのは俺の方だよ。アンネみたいな子に好かれてうれしくないわけがない」

			　もし、アンネが他の男に奪われたらと思うとぞっとする。

			「それを言ったら、私だってソージみたいな人に好きと言われて最高の気分よ。ソージより素敵な人なんて、きっとこの世にいないわ」

			　俺とアンネはほとんど同時にお互いの方を向き、目が合って見つめあう。

			　しばらくそうしたあと、気恥ずかしくなって顔を逸らす。

			「ごほん、ソージ。それはそうと、相談があるの。……強くなる方法について」

			　アンネが急に真面目な声音になる。

			「実は、ソージと離れている間にいろいろと、エルシエで訓練することを教えてもらったわ。【精霊化】。マナを取り込んで、飛躍的に強くなる方法。そして、クーナとソージは、【精霊化】をマスターすることで、その先にある九尾の火狐の力を極めることができるらしいわね」

			「そのとおりだ。俺たちはまだまだ強くなるよ」

			「ソージとクーナはそれで強くなる。でも、私にはその才能がないの……マナとの相性が悪くて、どの属性の【精霊化】もできないらしいの」

			　アンネが悔しそうに唇を噛む。

			　それは努力ではどうしようもない問題。

			　もって生まれた適性だ。

			　俺はホムンクルスの適応能力と変質魔力……極めつけは一度無理矢理でも【白銀火狐】を行使したことで火の適性があがり、なんとか【精霊化】ができる基準になった。

			　アンネが同じことをしようとすれば壊れてしまう。

			「やっとクヴァル・ベステの力を引き出して二人に近づけたと思ったのに、また取り残される。ソージ、教えて。いくら自分で考えてもいきなり強くなる方法なんて思い浮かばないの」

			「気にしすぎだと思うけど。クヴァル・ベステの力は十分強いと思うよ。攻撃力という一点なら、きっと【精霊化】したクーナでも追いつけない」

			　アンネの声が、ひどく落ち込んでいる。

			　アンネのクヴァル・ベステは暴食の刃。

			　触れたものは魔力だろうが瘴(しよう)気(き)だろうが、すべてを喰らう。

			　格上であろうと、当てさえすれば致命傷を与えることができるのだ。

			「たしかにクヴァル・ベステの力は強いわ。だけど、この前の敵と戦って実感したわ。クヴァル・ベステの力も、当てられもしない相手なら意味がない。純粋な速さと力を増す何かが、私には必要よ」

			「それはもっともだね」

			　ランクが違うと動きの速さの次元がかわる。いくら剣技を鍛えても届かない領域がある。

			「このまま剣技とランクをあげるだけで本当にいいのかしら……私はソージとクーナの足手まといになるのが怖い。二人に取り残されてしまうのが怖いの」

			　アンネが顔を湯船に半分沈める。

			　アンネの不安はよくわかるし、的外れではない。

			「アンネは一つ、大きな勘違いをしているよ。アンネはまだクヴァル・ベステの力を引き出せていない」

			　俺の言葉を聞いたアンネが目を見開く。

			「うそ。私はちゃんと、クヴァル・ベステを解放状態にすることができているわ」

			　俺は苦笑する。

			　アンネが勘違いするのも無理はない。

			　アンネが今、クヴァル・ベステの力を解放できるのは、【第一段階解放】までだ。クヴァル・ベステには、第二段階解放、第三段階解放までが存在する。

			　第三段階解放はリスクが高すぎるにしても、第二段階解放ができれば力はぐっと跳ね上がる。

			「今から言うことは、アンネにとって、いや、オークレールにとって屈辱的な話になると思う。だが、その事実を受けいれてほしい。クヴァル・ベステは段階的に力を解放していく魔剣なんだ。アンネが今、使いこなせていると思っているのは、クヴァル・ベステの力の搾りかす程度に過ぎない。アンネだけじゃない、オークレールは初代を除けば全員、搾りかすで戦ってきた。そのせいで、クヴァル・ベステの真価に気づかずに、満足してしまっている」

			　クヴァル・ベステは、もうお伽話の中でしか全開の状態を披露できていない。搾りかす程度でも、圧倒的な性能をもっていたからこそ、それが全力だと勘違いされてしまった。

			「そんな、お父様も、お祖父様も、みんな、クヴァル・ベステを使いこなせていなかったと言うの？」

			「そのとおりだよ。クヴァル・ベステの真価はもっと先にある」

			　アンネが意気消沈していた。

			　クヴァル・ベステの存在はオークレールの誇りだった。今の俺の言葉はその誇りを傷つけたことになる。

			「あは、あはは、そう、そうなのね。……教えてくれてありがとう」

			「すまない」

			「いえ、うれしいの。いい目標ができたわ。ねえ、教えて。クヴァル・ベステの力をさらに引き出せば、私はもっと強くなれる？」

			「そこは約束する。第一段階解放とは比べものにならない力が秘められているんだ」

			「私はクヴァル・ベステを使いこなして本当のオークレールになる。そして、ソージとクーナに並び立つ！」

			　湯船から顔を出し、アンネは力強く宣言する。

			　アンネの目は、やる気に満ちあふれていた。これなら大丈夫だろう。

			「問題は、どうやってクヴァル・ベステの力をさらに引き出すか、なのだけれど」

			　アンネが思案顔になった。

			　まあ、いきなりクヴァル・ベステには隠された力があると言われても、それをどう引き出すかは思いつかないだろう。

			　ましてや、代々のオークレールが生涯かけて届かなかった力だ。

			「それは、俺も手伝うよ」

			　かつて第二段階解放まではしたことがある。ある程度の指針は示せるだろう。

			　第三段階解放はできなかった……いや、しなかった。あれは生(いけ)贄(にえ)を強いる。

			　待て、頭が混乱する。違う、してしまったんだ。

			　俺は、とある周回で、俺を師匠と慕うあの子の願いを受けて、死にゆく彼女の血と魂(たましい)をクヴァル・ベステに喰わせ……第三段階解放をさせ……あの子って誰だ？

			　あの子の面影は、いや、間違いない。どうして今まで忘れ……。

			「ソージ、どうしたの、頭を抱えて」

			「いや、なんでもない」

			　ひどい頭痛がした。

			　そう、『クヴァル・ベステの第二段階まではアドバイスができる。第三段階については存在だけは知っているが、解放方法は想像もつかない』が正しい。

			　いったい俺は何を考えていたのだろう。

			　頭に靄(もや)がかかってる。

			「本当になんでもないの？　顔が真っ青よ」

			「ちょっとのぼせたのかもね。でも、もう大丈夫だ。むしろ頭がすっきりして気持ちいいぐらいだ」

			　俺は立ち上がる。アンネがさっと顔をそむけた。

			「当面は、第二段階解放を目指してがんばろう」

			「ありがとう、師匠。よろしくお願いするわ」

			　剣を教えるときだけ、アンネは俺をソージではなく師匠と呼ぶ。

			「うん、任せて。それとシリルさんにも可能なら来てもらおう」

			「どうしてかしら？」

			「クヴァル・ベステはシリルさんが作った剣だから、俺より詳しいと思う」

			「信じられないわね。クヴァル・ベステは五百年前の剣よ？」

			「詳しいことはわからないけど、それぐらいシリルさんなら不思議じゃない」

			「まったく、あの人は本当の化け物ね。さすが、世界最強のランク６」

			　かつての王都でシリルはクヴァル・ベステを過去の自分が作った剣だと言った。

			　当時は意味がわからなかったが、シリルの【輪廻回帰】を見たあとならわかる。

			　あれは、前世のシリルが作った武器。ならばかなり深い情報を知っているはずだ。

			「そろそろ出ようか」

			　俺は立ち上がろうとする。するとアンネが声をかけてきた。

			「ねえ、ソージ。さすがにこの場で、やっちゃうのは問題だけど、少しならいいと思うの。ねえ、そういうこと興味がないかしら？」

			　アンネが目をうるませて俺を見上げている。

			　なにか、変なスイッチが入っているようだ。

			　そんな彼女を見て、俺も変な気持ちになる。

			「………もちろん、興味がある。でも、いいのか」

			「ええ、ソージになら。……今まで秘密にしていたのだけど。たまにソージを見ていると変な気分になるの。ついに結ばれたと思ったら、急に我慢できなくて」

			　そう、顔を真っ赤にするアンネを見て、我慢できずに抱きしめる。

			　風呂で火照った体は、暖かくて柔らかくて、愛おしさがこみ上げてくる。

			「アンネ、触るよ」

			「え、ええ、ソージの好きにして」

			　そうして、そのあとたっぷりとアンネの体を楽しんだ。

			　鍼(はり)治療のときとは違い、しっかりと気持ちが通じあって触れ合うのは、本当に気持ちよくて、幸せだった。

			　俺とクーナが【精霊化】をマスターし、アンネがクヴァル・ベステのさらなる力を引き出せば、俺たちはさらに強くなるだろう。

		

	
		
			第12話　【精霊化】

			　

			　翌日の早朝、俺はクーナ親衛隊の面々に呼び出されて、エルシエにある訓練場に来ていた。

			　今は男たちに取り囲まれて、【精霊化】習得のための特訓をしている。

			　クーナとアンネは別行動だ。

			　今までクーナに【精霊化】の訓練をしなかったのは、ランク１で演算力に問題があったのと、【精霊化】の動きをすることで九尾の火狐化が早まるのではないかとの懸念があったためらしい。

			　その懸念は今も消えていない。彼女の方にはいざというときに対処するため、彼女の姉のソラ、そして彼女の兄のライナがついている。あの二人はクーナと同じ火狐族であり、ランク５の最強の炎の使い手であるからだそうだ。

			　アンネの方は、シリルが鍛えてくれる。シリルは数日間アンネの特訓を手伝ってくれるらしい。シリルならクヴァル・ベステの真の力を理解しており、うまく導いてくれるだろう。

			「もっと、燃えろよ!!」

			　さっそく、クーナ親衛隊のリーダーである、筋肉のかたまりみたいなエルフのロレクに怒鳴られる。

			　ここの教え方はかなりスパルタで、まず【精霊化】をゆっくりと火狐の男が行い、さあやれと無茶ぶりをされた。

			　俺は見よう見まねで術式を行使しているのだ。

			　自身の魔力を餌に火のマナを集める。クーナの変質魔力と【白銀火狐】の影響で今の俺は火狐に迫る炎適性をもっていた。

			「これ以上マナを集めると、制御する自信がない」

			「駄目だ。この程度のマナじゃ、【精霊化】なんてできやしない」

			「だが、制御が――」

			「いいからやれよ。もっと熱く血を燃やしていけよ!!」

			　そうだ、そうだ、と後ろから野次が飛ぶ。

			「わかった、だが、どうなっても知らないからな」

			　全力でマナを呼ぶ。すると、火のマナが増えるのはいいが、手元で暴れ制御が効かなくなってくる。駄目だ、このままじゃ、完全に制御が……

			「俺から離れろ、このままじゃ吹き飛ぶ」

			　必死に叫ぶ。

			　だが、クーナ親衛隊の連中は微動だにしない。

			　そして、ついに火のマナの制御がはじけ飛んだ。

			　周囲が爆炎に包まれる。そう予想したが、いつまでたっても何もおきない。

			「さあ、もう一回だ。ソージ、次はもっと燃え上がれ。人は炎になったとき真の自分に出会えるんだ!!　今のおまえはただの火、もっと火を重ねて、炎となれ！」

			　ひたすら暑苦しいエール。

			　だが、その裏で冷静に半暴走状態の火のマナの制御を奪い、一瞬でなだめる超人的な技量を見せつける、クーナ親衛隊の火狐たち。

			　ここにいるのは超一流の魔術師ばかりだ。

			「そうか、おまえたちがいるから、リスク度外視で全力でやっていいんだな」

			　俺がそう問いかけると、周りの連中が自信満々に頷く。

			　それに釣られてにやりと笑う。

			　今まで、マナを使用する精霊魔術には本気で取り組んで来なかった。

			　自分以外の力を使う魔術であり、暴走の危険が常にあったからだ。どうしても消極的になる。だが、ここでは失敗しても周りがなんとかしてくれる。

			「うおおおおおおおおおお」

			　全力で炎のマナを呼び、意志の力でねじ伏せる。

			　失敗を恐れなければ、これぐらいはできる。

			「いいぞ、いいぞ、ソージ、その調子だ！　燃えろ！　もっと燃えろ！」

			　ロレクたちが満足気に頷く。

			　そんななか、俺は制御が吹き飛ぶか吹き飛ばないかのぎりぎりの綱渡りを楽しんでいた。

			　そして、ついに燃え盛る炎を従えた。

			「さあ、ソージ、次だ。炎を喰らえ。肉体じゃない、魂(たましい)にマナを取り込んで、魔術回路で循環させろ！」

			　ロレクが叫んだ言葉は、【白銀火狐】を行ったときの感覚に似ていた。

			　いや、たぶん同じなのだろう。

			　俺はクーナを救うために【白銀火狐】になったときのことを思い出す。

			　炎は空気で、血液で、共に生きる。

			　炎を従えるんじゃない。俺が炎だ。

			「できた、これが【精霊化】」

			　体の中に炎のマナが巡る。景色が変わって見える。心地よい熱さが体のうちから溢れ出る。

			　そっと手を振るう。それだけで圧倒的に強くなった実感が湧いた。

			　そして手を天に向ける。

			　魔力を高めて、束ね、天に放つ。

			　それは術式によって収束し、密度をあげ、化学反応を起こした、圧倒的な熱量によるプラズマ化した閃(せん)光(こう)。

			　いい感じだ。これが【精霊化】なのか。

			「どうだ、ロレク、ちゃんとできているか」

			「おっ、おおう」

			「えっ、えっ、マジで？　たった一日で」

			「こいつ、化け物かよ」

			　ロレクたちが若干引き気味に返事をする。

			「なにか、へんな感じだが、言い難いことがあるのか？」

			　俺が問いかけると、ロレクがバツの悪そうな顔をした。

			「いや、さすがに一日で決めちまうのは予想外でな。ちょっと信じられねえだけだ」

			　クーナ親衛隊の火狐の男が口を開く。

			「俺たち親衛隊だと、どんな才能がある奴でも三か月はかかったからな。さすがはクーナ様が選んだ男だ。シリル様にも勝ったんだから、これぐらいはできるのか」

			「最短記録じゃね？」

			「だよな。たしかライナ様で一週間か」

			　なるほど、そういうことか。

			　おそらく俺も、クーナの変質魔力を体に宿して研究をし続けた経験と、【白銀火狐】を使った経験がなければ、ここまではやく習得することはできなかっただろう。

			　何が手助けになるかわからないものだ。

			「それができたなら、ソージ。今から組手だ。俺たちの中で【精霊化】したランク２の連中と戦ってもらう。【精霊化】した自分の体の感覚に慣れろ！　まだ術式が甘い」

			「胸を貸してもらう！」

			　それはわかりやすくていい。

			　実戦が一番の訓練だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうして、次々とクーナ親衛隊の連中と戦った。【精霊化】した身体能力も魔術の腕もすさまじいが、体術の基礎レベルが高い。

			　クーナには劣るが、そのあたりの騎士たちなんて比べ物にならない練度だ。

			　勝率はかなり低い。急激に増した力に振り回されるし、【精霊化】を制御しながらの戦闘行動は手に余る。

			【身体能力強化・極】の併用と難易度は変わらない。だからこそ、ある程度は対応できているが、それでもまったく異質な感触で、これは慣れが必要だ。

			　

			　結局、手ごたえはあったものの今日は負け越してしまった。

			　今日のところは皆に礼を言い、一度、借りている部屋に戻ることにした。

			　汗がまとわりついて気持ち悪い。服を着替えたい。

			　帰る途中で、銀色の火狐のユキナが走ってくる姿が見えた。

			　俺と目があうと、彼女が目を見開いた。

			　どうやら、俺に用事があったらしい。

			「ソラおば……ソラ様たちが呼んでる。来て」

			　かなり、急いでいる様子だ。

			「今、行く。クーナに何かあったのか」

			　俺が駆け寄るとユキナが走り始めた。

			　その後に俺は付き従う。

			「クーナが、九尾の火狐に目覚めかけてる。【精霊化】の訓練の影響。いきなり初日からっていうのは驚きだけど、ある意味想定通り」

			「それはまずいな」

			「そこまで深刻な状況じゃない。完全に九尾の火狐になる前に止めようと思えば、止められるって、ソラも父さんも言ってる」

			「なら、止めればいいじゃないか」

			「ソラが決めたの。あえて【九尾の火狐化】させて、その状態で制御の仕方を覚えさせて、【九尾の火狐化】の制御をマスターする。ソージがいればそれができるって」

			　なるほど、たしかに理にかなっている。

			　クーナの変質魔力が活性化すれば【白銀火狐】が使えるようになる。その状態なら、【九尾の火狐化】したクーナの炎すら支配できる。

			　そして、シリルに最適化された魔術回路なら、【白銀火狐】を使っても魔力回路の破損はないはずだ。

			　この前みたいに、ボロボロになってクーナを泣かせるなんて無様な姿は晒(さら)さない！

			「わかった、急ごう」

			　クーナが自由に【九尾の火狐化】できるようになれば、いつでも変質魔力の活性化が可能になり、俺も【白銀火狐】を自由に使えるようになる。大きな戦力アップが見込める。

			　それに、クーナにはなんとしても九尾の火狐の力を使いこなしてほしい。俺がいないときに暴走したら目もあてられない。

			　そんなことを考えながら、俺は足を速めた。

		

	
		
			第13話　九尾の炎を従える

			　

			　クーナの【九尾の火狐化】の知らせを受け、走り続ける。

			　彼女に万が一のことがあってはいけない。

			　クーナから離れているのに、体の中にあるクーナから吸い取った変質魔力が活性化し始めた。

			　クーナが【九尾の火狐化】を始めたせいだろう。

			　目の前を走るユキナに向かって口を開く。

			「まだ、クーナの居場所に着かないのか」

			「もう少しで着く。クーナは森の中の開けた場所で、ソラ様たちと訓練をしてる」

			　ユキナも焦っているようだ。

			　いつも冷静な彼女の声が上ずっている。

			　エルシエの門を抜け、森に入る。

			　そこまでくると、俺の中の変質魔力が完全に活性化した。

			　そして、クーナの居場所が頭に浮かぶ。

			　俺とクーナは変質魔力を通じて繋がりを持つ。

			「着いた、あそこ」

			　ユキナが真っすぐに指をさす。

			　そこにはクーナと、彼女の姉である金の火狐、ソラ。そして、彼女の兄、金の火狐で鍛え抜かれた体をもつライナがいた。

			　クーナの目は緋色に染まり、朱金の炎をまとっている。半ば意識を失っているようで、目には光がない。

			　かつてみた【九尾の火狐化】の前兆。

			　まだ完全に覚醒はしていない。

			　九尾になるには、極限まで炎のマナを呼ばないといけない。

			　クーナが集めようとしている炎のマナを二人がかりで奪い取ることで、【九尾の火狐化】を止めている。

			　ああなったクーナを押さえつけることができることに、俺は戦慄を感じていた。

			「ソラ様、父さん、ソージを連れてきた」

			「ユキナ、助かりましたわ。……ソージさん。あなたは【白銀火狐】の準備をしてください。それまでは私とライナでクーナの九尾の火狐化を抑えて見せますわ」

			　ソラは額に脂汗を浮かべながら、俺にそう伝える。

			「ソージ、悪いが急いでくれ。恥ずかしい話だがそうもたねえ」

			　ライナの方も余裕がなさそうだ。

			「わかった、すぐに対処する」

			　目を閉じ、術式に集中する。

			　体内で暴れる変異魔力を体で感じ取る。

			　かつてクーナから得た因子を疑似的に再現する……成功。

			　変質魔力により因子が活性化する。

			　自らが内側から変わっていくのを感じる。

			　前回よりもずいぶんとスムーズだ。

			　術式はわずかに改良を加えたが、それよりも変質魔力の制御がうまくなっているのが大きい。

			【精霊化】で火のマナを自らの魔力と一体化して取り込む。あの感覚がそのまま使える。

			　ありがたい。これなら魔力回路をあまり傷めずに済む。

			　さあ、魔術を発動しよう。

			「【白銀火狐】」

			　俺の体からクーナの朱金の炎とは対照的な白銀の炎が吹きあがる。

			　そして、その炎が一本の柱となる。

			　それは、キツネの尻尾(しつぽ)のように俺の背後に佇んだ。

			　これこそが、クーナの九尾の火狐化を、彼女の変質魔力を使うことで再現する大魔術。【白銀火狐】。

			「これが、【白銀火狐】。すさまじいわね」

			「純粋な魔術の技量だけなら、親父に迫るな」

			　ソラとライナが俺を見て驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべる。

			「準備はできた。クーナを解放してくれ」

			「わかりましたわ」

			「あとは任せる」

			　クーナを押さえつけていた力がはじけ飛ぶ。

			　それと同時に、炎の嵐が吹き荒れた。

			　炎はクーナにまとわりつき、八本の光の柱となる。

			　元の尻尾(しつぽ)と合わせて九本。これがクーナの【九尾の火狐化】。

			「まったく、とんでもないですわね。私(わたくし)の可愛い妹は」

			「それでも、あのときよりはマシだな」

			　あのときというのは、クーナが子供のころの話だろう。

			　今はクーナの体の変質魔力を俺が吸い取っているおかげで、変質魔力がほとんど枯(こ)渇(かつ)している状態だ。もし、変質魔力が満ちている状態なら、クーナの【九尾の火狐化】はこんなものではない。

			　純粋な魔力の量なら、【白銀火狐】をした俺ですら、まったく足元にも及ばない。

			「うわあああああああああああああああ」

			　枷(かせ)を外されたクーナが咆(ほう)哮(こう)をあげ、炎が吹き上がる。

			　ソラとライナは草木に引火した炎を散らして森が燃えるのを防ぐ。

			　完全な九尾の火狐と化したクーナが操る朱金の炎に干(かん)渉(しよう)はできなくても、燃え広がった二次災害の炎は金の火狐の二人なら容易く制御できる。

			　そんな中を俺は突っ込む。

			「炎よ従え！」

			　九尾の火狐の特性、炎の完全支配でクーナ本体の炎を奪う。

			　炎の完全支配ができるのはクーナも同じ、しかも力は圧倒的に彼女が上。それでも炎を奪えるのには理由がある。

			　彼女は理性を失っている。ただ闇雲に力を叩きつけているだけ。それに比べて俺は冷静に力を行使し、制御している。

			　ただの力の大きさなら負けているが、雑な術式に割り込んで、彼女の炎を奪うことは今の俺にとって容易い。

			　クーナを包む朱金の炎が消え、逆に俺の白銀の炎の勢いが増す。

			　朱金の炎が減るにつれて、クーナの目に理性が戻り始める。

			「そ、そーじくん」

			「ようやく目を覚ましたか、クーナ」

			「はい、まだ、頭にもやがかかっていますが。ちゃんと意識はあります。悔しいです。今度、こうなったら自分一人でなんとかするって決めてたのに」

			　彼女はまだ、自分の炎を御しきれていない。

			　朱金の炎は、術者を狂わせる効果がある。朱金の炎に振り回されているのだ。

			　俺の白銀の炎も術者を狂わせる。だが、似たような悪影響を与える瘴(しよう)気(き)の扱いに慣れているので、自分を保てる。

			「ちゃんとクーナは成長しているさ。前のままだったら、こうやって話なんてできてない」

			　九尾の火狐化したまま、意識を取り戻した。

			　前回はここで気を失ったが、魔力回路の強化と慣れが彼女の負担を減らしている。

			「でも、こうやって目の前で平然としてるソージくんを見ると自信がなくなります」

			「経験の差だ。これから経験を積んでいけばいい。……さっそくだがクーナ。今からクーナがぎりぎり耐えられるところまで、朱金の炎を散らす力を抑える。炎が戻ってきて辛いだろうが、意地でも耐えろ」

			「はい、ソージくん。任せます。どうしても耐えきれなかったら」

			「そのときは尻尾(しつぽ)を思いっきり握ってやるさ」

			「もう、ソージくんのばか」

			　クーナが顔を赤くする。

			　はっきり言って、【九尾の火狐化】を使いこなすには慣れしかない。

			　ゆっくりと、クーナに炎の制御を返していく。

			　クーナの表情が歪(ゆが)み始め、目は虚ろになっていく。

			「くっ、んっ」

			　短い、どこか色っぽい声がクーナから漏れ始める。

			　おそらく、ここが限界だ。そくざにクーナへの炎の流入を止める。

			「クーナ、今、クーナの耐えられる限界のところまで炎を返した。このまま俺の話を聞いてくれ」

			　話す余裕もないのか、唇をかみしめてクーナは頷く。

			「いいか、クーナ。一番大事なのは慣れることだ。絶対に意識をもっていかれるな。意識をもっていかれれば、何度繰り返しても得るものはない」

			　ぎゅっとクーナの手を握る。

			　すると、彼女も俺の手を握り返してくる。

			「よし、ちゃんと意識はあるな。なら、次は自分の魂(たましい)を意識しろ。宝石のようなものを頭に浮かべろ。色は、自分が信じる、自らの色だ。朱金の炎に包まれる自分の魂(たましい)をイメージしろ」

			　何かに耐える場合、自分が何に侵されつつあるのかを明確化しないといけない。

			　クーナの目に力が宿る。

			　きっちりとイメージができている証拠だ。

			「なら、その魂(たましい)に力を籠めろ。魔力じゃない。意志の力だ。朱金の炎に包まれている自分の魂(たましい)に、強く強く意志を！」

			　俺の手を握るクーナの手がこわばる。若干の震え。

			　クーナの意識がもっていかれつつある。

			「クーナ、諦めるな。きっちりと魂(たましい)に意志を込め続ければ、外からの力になんて屈しない！　ここで負けるなら、それはクーナの気持ちの弱さだ。俺の好きなクーナは、そんな弱い女じゃない」

			　俺の言葉にいらっとしたのか。

			　クーナの目が勝気なものになる。そして、思い切り彼女は力を込めた。

			　額の汗が引いていく。

			「……好き勝手言って、でも、そんなこと言われたら」

			　尻尾(しつぽ)の毛が逆立つ。

			　そして……

			「はああああああああああ！」

			　叫んだ。

			　一瞬、炎が吹き荒れる。そして穏やかになった。

			　吹き荒れる暴風のような炎ではなく、穏やかな清流のような炎。

			　クーナが微(ほほ)笑(え)んだ。

			「負けられないじゃないですか。ソージくんが好きな私でいたいです」

			　緋色に目を輝かし、金色の尻尾(しつぽ)が八本背中にあるまま、クーナはいつものクーナになった。

			　九尾の火狐化を制御できたのだ。

			「さすがは俺の大好きなクーナだ」

			「ソージくん、急に辛くなくなりました。まるで、霧が晴れたみたいにさわやかな気持ちです」

			　クーナは不思議そうに、自分の体を見つめる。

			「それが力を制御するってことだ」

			「ふっ、ふふふ。完全にこの力を使いこなしたというわけですか！　見てください。このパワーアップした尻尾(しつぽ)」

			　どや顔しながら、光の八本の尻尾(しつぽ)を見せつけるクーナ。

			　あまりにも調子に乗っているので、ちょっといたずら心が湧いてくる。

			　俺が散らす炎の量を減らす。

			　クーナの朱金の炎が力をます。

			「ちょっ、ソージくん!?　くっ、うあああああ」

			　クーナの心が再び、闇に覆われる。

			　駄目だ。まだ、完全に制御するには至ってない。

			　緊急措置で、クーナのもふもふ尻尾(しつぽ)をぎゅっと握りつつ、朱金の炎を散らす。

			　尻尾(しつぽ)を握ったときの強い驚きで、クーナの意識が起き、さらに朱金の炎が弱まったことでいつものクーナに戻る。

			「クーナ、大丈夫か？」

			「いきなり何するんですか！」

			「突発的な発作が起きたときの訓練をしようと思ってね」

			　さすがの俺もクーナのどや顔にいらっと来たからなんて言えない。

			「ソージくん、んっ……しっぽ、強く握りすぎです。放してください」

			　クーナが熱い吐息を漏らし始めたので、慌てて尻尾(しつぽ)を放す。

			　火狐にとって尻尾(しつぽ)は性感帯だ。

			「その、ごめん。尻尾(しつぽ)、怒らないのか？」

			「ソージくんは、私の将来の旦那様だからいいんです。むしろ、いっぱい握ってほしくて……ただ、ソラ姉様や、ライナ兄様の前では、ちょっと恥ずかしいです」

			　顔を伏せて顔を真っ赤にするクーナ。

			　少しだけ罪悪感がわいてきた。

			「まったく、見せつけてくれるわね」

			「独り身には応えるな」

			　そんな俺たちを、二人の金の火狐が微(ほほ)笑(え)ましそうに見ていた。

			　急に俺も恥ずかしくなってくる。

			　そんな空気に耐えきれずに、ごほんっ、と咳払いをする。

			「クーナ、とにかく今日は変質魔力が尽きるまで少しずつ、強い力に慣れていこう。クーナが全力の炎を従えるのもそう遠くない」

			　一番難しいのは最初の一歩。

			　すでにそれは掴んだ。

			　なら、あとは少しずつ鍛えていけばいい。

			　そう遠くない未来、クーナは九尾の火狐の力を完全に自分のものにするだろう。

		

	
		
			第14話　クーナの誘惑

			　

			「今日はこれで終わりにしよう」

			　森の中でそうつぶやく。俺とクーナは九尾の火狐化を制御するための特訓を行っていた。

			「まだ、やれます！　ちょうどコツがわかってきたところなんです。ソージくん、もうちょっとだけ」

			　しかし、クーナはまだまだと気合を入れている。その気持ちに応えてやりたい気持ちはある。

			　だが……

			「俺の方が限界だ。【白銀火狐】は負担が大きい」

			　クーナの九尾の火狐化を再現した【白銀火狐】。

			　その力で俺は銀髪になり、白銀色の炎と光の尻尾(しつぽ)を従え、火狐の特徴を得ている。

			　この魔術は超高難易度であり、脳に対する負荷がすさまじい。

			　魔力回路の方も、いくらシリルによって強化されたことに加え、【精霊化】を習得し制御効率を増したとはいえ、ダメージがゼロということはない。

			「ごめんなさい、ソージくん。【九尾の火狐化】して、そのうえで私の炎まで引き受けて、私よりずっと大変なのに……」

			　クーナが若干落ち込んでいる。

			　そんな彼女のところまで歩いていき、頭をぽんぽんとする。クーナが顔を上げた。

			「あまり俺を見くびるな。クーナとは魔術制御技術が違う。これぐらいでちょうどいい訓練だ。【白銀火狐】のその先の特訓にもなってるしね。それに、クーナのために何かできることがうれしいんだ。惚(ほ)れた弱みかな？」

			　茶化して言うと、クーナが顔を真っ赤にした。

			　こういう反応が可愛くて、ついつい、からかってしまう。

			「もっ、もう、ソージくんのばかぁぁぁ」

			　クーナが絶叫し、朱金の炎が吹き荒れる。

			「クーナ、ストップ。落ち着け！」

			　朱金の炎の暴走は洒落になっていない。

			　本人もやってしまったという顔をしてから慌てて炎を抑える。

			「やっぱり、クーナはまだまだだな」

			「うう、言い返せないです」

			　制御に慣れてきたと言ってもちょっとした動揺でこうなってしまう。

			　まだまだ修業が足りない。鍛える必要があるだろう。

			「明日からも付き合うから、完璧にしていこう」

			　経験を重ねれば彼女のセンスなら、そう遠くないうちに極められるだろう。

			　俺とクーナはそれぞれ、九尾の火狐化を解く。

			　疲れがどっと押し寄せる。

			　興奮状態から覚めて、体が疲れを自覚してしまった。

			「ソージくん、特訓に付き合ってもらうのはうれしいですが、【精霊化】の方は大丈夫なんですか？」

			「それは……」

			　微苦笑し、魔術の準備を始める。

			　もちろん、実行するのは……。

			【精霊化】。炎のマナに自らの魔力を融合し、取り込むことで圧倒的な力を得る技術。

			「もう、極めた」

			　クーナ親衛隊との特訓で勘をつかみ、完全に自分のものにした。

			「……たった、一日で。もう、何も言うことがありません。前から思っていましたが、ソージくんって、とんでもない天才ですよね」

			「何をいまさら。俺は天才だよ。なにせ、世界一の魔術師になる男だからな」

			　それは、夢であり誓いだ。

			　クーナを守れる男になる。世界最強の魔術師ならクーナを泣かせずに済んだ。

			　もう二度とあんな後悔はしたくない。

			「ソージくんの場合、本当にその夢を叶えちゃうんですよね。なら私もついていかないと。ソージくんのパートナーとして」

			　俺とクーナは目を見合わせて笑いあった。

			　そんな俺たちを、クーナの姉のソラ、兄のライナが生暖かい目で見ていた。

			「甘いですわね」

			「くっそ甘いな。親父たちと同じぐらいだ」

			「ねえ、ライナ。こういうのをなんというか知ってます？」

			「さあな」

			「世間一般ではバカップルと言うらしいですわ」

			「ほう、なるほど。いいセンスだ。こう、むずむずっとくるな」

			「ええ、まさか、この私(わたくし)が結婚したいなんて思うようになるとは想像もしてませんでしたわ」

			「自分の年齢を考えろ。おまえみたいな行き遅れ、誰もほしがらねえよ」

			「私、もてるのですよ。ただ、特定の相手を作らないだけで。ライナと違ってしないだけですわ」

			「俺だって」

			「いつまでも未練がましく初恋を引きずってるあなたが、なんの冗談ですの？」

			「ほう、いつまでも親離れできない。真正のファザコンが何の冗談だ？」

			　二人の笑顔が引きつった。

			　空気が変わる。

			「……死ぬ覚悟はできていますのね？」

			「その台詞。そのまま返してやる。来いよ。ソラ」

			　そして、無駄に高レベルな戦いが始まった。

			　ランク５同士の全力の戦いだ。洒落になってない。

			「クーナ、あれ止めないで大丈夫か？」

			「いつもの発作です。巻き込まれないように逃げましょう」

			　クーナが俺の手を引いてこそこそと抜け出す。

			　しばらくしてから後ろを振り向くと、背後に巨大な火柱が立っていた。

			　なんて無駄な力の使い方だ。

			「ソラさんもライナもモテそうだけどな。恋人の一人や二人いない方がおかしい」

			　クーナと同じ血筋だけあって、二人とも恐ろしく整った容姿をしている。

			　性格もよく、家柄、実力ともに申し分ない。

			「ソラ姉様、ああ見えて私がドン引きするぐらいのファザコンなんですよね。父様より強い人としか結婚しないを地でいってます。ただ、モテるというのは嘘じゃないです。いろんな国の王子様や大貴族から、ひっきりなしに求婚されてますよ」

			　ファザコンであるクーナがドン引きするというのは、いったいどれほどだろう。気になったが、それを言うと怒られそうなので黙っておく。

			「シリルさんより強いって条件が厳しすぎるだろ」

			「同感です。ただ、一〇年以上根気強く求婚し続けているとある国の公爵様がいて、さすがのソラ姉様もそろそろ折れそうです。あっ、ちなみにソラ姉様と同い年で、美形ですよ」

			　一〇年。もうそこまでいくと執念の領域だ。

			「ライナ兄様の方も、いい加減吹っ切っていいと思うんですけどね。ああ見えてちゃんと女性人気もありますし。ただ、あんまりそこをつつくとユキ姉様に殺されちゃうんです。ユキ姉様は、ごほんっ、ごほんっ」

			　クーナの兄妹はいろいろと複雑なようだ。

			　だが、仲が良く羨ましい。

			「いろいろと教えてくれてありがとう。それと、今日いいか？　そういう気分なんだ」

			　クーナに問いかける。

			　クーナの尻尾(しつぽ)がぶるっと震える。かなり動揺しているときの仕草だ。

			「そっ、その、けっして嫌じゃないです。でも、ライナ兄様の家でなんて」

			「最近ずっとしてなかったし。それとは別に変質魔力のストックがまずい」

			【白銀火狐】は、クーナから吸収した変質魔力を使う魔術だ。

			　彼女から変質魔力を吸収しないと発動できない。そうなれば、明日以降のクーナの特訓に支障が出てしまう。

			「……わかりました」

			　クーナが茹(ゆで)だこのように顔を真っ赤にし、うつむきがちに俺の袖をつかみ方向転換をする。

			　そして、無言で足を速めた。

			「クーナ、いったいどこに行くんだ」

			　しかし、クーナは答えない。

			　無言のまま俺を引っ張っていく。

			　十分ほどたってから、足を止めた。

			　深い森の中だ。

			　どこまでも静かで、動物の鳴き声も、虫の羽音もしない。

			　空気が澄んで、マナの濃度が異常なまでに高い。何か特別な場所だろう。

			「ソージくん。ここはエルシエでも神聖な場所で、祭事以外に絶対に誰も近づかないところです」

			　クーナが振り向き、そう言った。

			　どこか色気があって、どきりとする。

			「ほんとうは、私も辛かったんです。学園を出てから、ずっとソージくんとそういうことできなくて、もどかしくて、さっき、九尾の火狐化したら、もっと体が火照って、そんなときにソージくんに誘われて、その気になって、おかしくなりそうなんです」

			　クーナの吐く息が熱い。

			　目はとろんとしていて、俺の理性が溶かされていく。

			「ソージくん。はしたなくてごめんなさい。でも、嫌いにならないでください。私、もう我慢できないんです」

			　クーナがスカートをたくし上げる。下着があらわになる。可愛らしい白い下着だ。

			　少し濡れていた。

			　頭がおかしくなるほど熱い。理性が切れる音がした。駄目だ。もう限界だ。

			　俺はクーナに覆いかぶさり、唇を合わせ舌を絡ませる。クーナの方も積極的に舌を絡ませてきた。

			　クーナの唾(だ)液(えき)が甘く感じる。

			「嫌いになんてならない。むしろ、大好きだ」

			　クーナの狐耳がピンっと伸びる。

			　そうして、クーナの下腹部に手を伸ばした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たっぷり、クーナの変質魔力を吸収した後、俺たちはエルシエに戻った。

			　途中で、クーナの実家に立ち寄り、温泉で汗を流し、ライナの家にたどり着く。

			　心なしか、クーナは上機嫌で、肌がつやつやしている。

			　今日のクーナはいつもより積極的で、とてつもなくエロかった。

			【九尾の火狐化】の影響かもしれない。

			「明日の特訓もがんばりましょうね、ソージくん！」

			「ああ、もちろんだ」

			　やる気は十分。完璧なコンディションで特訓に臨める。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　居間でお茶を楽しんでいると、足音が聞こえた。

			　この足音はアンネだ。

			「ただいま、ソージ、クーナ」

			　かなり疲れた声だ。

			「アンネ、ぼろぼろじゃないですか!?」

			「すごくいい経験になったわ」

			　アンネは泥だらけで、服の至る所が破れている。

			　それに目も虚ろだ。肉体的にも精神的にも痛めつけられている。

			「いったい何があった？」

			　アンネはシリルとともに特訓をしていたはずだ。

			　クヴァル・ベステの第二段階解放を目指すために、クヴァル・ベステを作った本人であるシリルに師事を受けていたはずだが――。

			「クヴァル・ベステと魂(たましい)を直接繋いでもらったの……はっきり言って死ぬかと思ったわ。脳が焼け切れて、魂(たましい)が塗りつぶされて、心が擦り切れる。ここまでの経験は初めてね」

			　声が掠れていて、目の焦点があっていない。

			　俺はあまりの荒療治に、言葉をなくす。

			　クヴァル・ベステは生きている。そしてその人格は人間よりも強固だ。

			　あれと直接魂(たましい)を繋げるなんて、完全に自殺行為だ。

			「シリルと話をつけてくる」

			「待って、ソージ」

			　立ち上がった俺の腕をアンネが掴んだ。

			「シリルさんは危険だということを教えてくれたわ。安全に強くなる道と、危険な近道、どちらに進むかを選ばせてくれて、私はリスクを覚悟で、最短の道を選んだ。二人に置いて行かれないようにするために必要だったの。それに、完全に戻ってこれなくなる前にシリルさんが連れ戻してくれた」

			　俺は言葉を失う。

			　そう言われれば、何も言い返せない。

			「シリルさんがいれば死ぬことはないわ。ぎりぎりで止めてくれる。それに……得るものは多かったわ。今まで以上に、クヴァル・ベステを身近に感じるの。もうすぐ、先に進める。そんな確信があるの」

			　虚ろな目で、それでも強い意志と希望を込めてアンネが語る。

			　駄目だな、こんな目をされたんじゃ……

			「わかった。無理をするななんて言わない。だが、絶対に死ぬなよ」

			「もちろんよ。一緒に生き抜くために私は力を求めているの」

			　アンネと拳と拳をぶつける。

			　不安がないと言えば嘘になるが、アンネを、そしてシリルを信じることにした。

			「それと、シリルさんからの伝言。『明日からエルシエの地下迷宮に潜ることを許可する』」

			　地下迷宮か。

			　そういえば、しばらく潜ってない。

			　今、新しい力を得ているが、ランクの差の要素は非常に大きい。早急にランクを上げるのは必須だ。

			　それに何より、俺は新しい力を試したかった。

			　それはクーナもアンネも同じようだ。

			　明日は朝一で地下迷宮に向かい、各自の特訓は戻ってからにすると決めた。

		

	
		
			第15話　第二段階解放

			　

			「地下迷宮に潜るのは久しぶりですね」

			「ええ、毎日のように潜っていた日々が懐かしいわね」

			　キツネ耳美少女のクーナと、銀髪美少女のアンネがつぶやく。

			　今日はエルシエの近くにある地下迷宮に来ていた。

			　距離的にはさほど離れていないが、高度な認識阻害の魔術がかけられており、偶然この地下迷宮に迷い込むことがないようになっていた。

			　封印都市エリンとは違って地下一階が荒野となっていた。

			　案内役は、エルシエの特殊部隊イラクサの隊長で、クーナの兄でもあるライナ。

			　クーナと同じく、金色の髪とキツネ耳を持った筋骨隆々な大男だ。

			「ライナ、来てくれてありがとう」

			「まあ、気にすんな。エルシエにいる間、おまえたちを守るのが俺の仕事だ」

			　そう言ってにかっと男くさい笑みを浮かべる。

			　彼は護衛も兼ねている。

			　護衛が必要なのは、エルシエの地下迷宮には強力な魔物が多いのが理由の一つ。

			　だが、それ以上に恐れていることがある。

			　俺たちが住ませてもらっているエルシエには、全体に結界が張られていて、いかなる転移魔術もはじくらしい。

			　だが、エルシエから出れば、かつて、クーナを襲った神聖薔(ば)薇(ら)騎士団と名乗る連中。あいつらが転移魔術を使って、いつ現れてもおかしくない。

			　そのときに、今の俺たちでは戦力が心もとない。

			「頼りにさせてもらう。今は」

			　だが、いつまでもこの状況を甘んじているわけにはいかない。

			　早く強くなって自分の力でクーナを守る。

			　俺のその気持ちが伝わったのか、ライナはかすかに微(ほほ)笑(え)む。

			「ソージ、クーナ、アンネ、俺が先導してやる。気を引き締めろよ。ここの魔物は気性が荒く強い」

			　俺たちはライナの言葉に頷き……探索を始めるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くっ、たしかに強いな」

			　地下三階。まだまだ浅い階層だというのに。

			　岩のような外郭に全身が包まれた、巨大な犬の魔物が突進してくる。

			　相手の力はランク２の中位程度だ。これほどの敵がこんな階層に現れることに恐怖を覚える。

			【魔鉱錬成】によって剣に変化させたオリハルコンで受け止めた。硬く重い手ごたえ。

			　犬の敏捷性と鋼鉄以上の堅さ。

			　相手の速度を活かしたカウンターだというのに、斬れない。

			　勢いに押しこまれ後退る。

			「ソージくん、援護します」

			　クーナが炎の槍を放つ魔術、【剛炎槍】を放った。

			　超高速で飛来したそれは石の魔犬に突き刺さるが、耐性があるのか、体の表面で炎がはじかれダメージを与えられない。

			　だが、それでいい。

			「クーナ、助かる」

			　クーナの目的は攻撃じゃない。炎のマナを俺の周囲にばら撒くこと。

			　クーナの強力な魔術によって周囲に炎のマナが満ちた。

			　これなら、あれが使える。

			「【精霊化】！」

			　周囲の炎のマナと自らの体内魔力(オド)を練り合わせる。

			　そうして練り上げた力を喰らう。

			　炎のマナと一つになり、身体能力と魔力が跳ね上がる。

			　これこそが、エルシエで新たに得た力、【精霊化】。

			「うおおおおおおおお！」

			　叫びながら、岩の魔犬を押し返す。

			　そして剣を変化させる。この場に適し、もっとも俺が得意とする形へ。

			「【魔鉱錬成：壱ノ型　槍・穿】！」

			　それは槍だ。

			　体勢を低く、重心を前へ。

			　そして全身の力を使い、跳ぶ。勢いをそのままにした、一点集中の突き。

			　いくら堅い外郭だろうが、【精霊化】で高まった力を束ねた一撃。貫けない道理がない。

			「ガッ、ギャ、ギャ、ギャギャ！」

			　魔犬が悲鳴を上げる。

			　魔犬の額に深々と突き刺さった槍をさらに押し込み内側から炎を注ぎ込むと、魔犬は絶命した。

			「ふぅ」

			　なんとか、倒すことができた。

			　槍を引き抜き、乱れた息を整えるため、深呼吸する。

			「なるほど、三階なのにランク２中位の魔物が当たり前に出てくるってわけか」

			「まあ、そういうこったな。気を抜くなよ。俺がサポートすると言っても限度がある」

			　ライナに言われるまでもなくわかっている。

			　俺たちは強くなるためにここに来た。可能な限り俺たちの力だけで戦う。

			　だが、その中で致命傷を負ってしまう可能性がないわけではない。

			　そうなれば、いかにライナといえど間に合わないだろう。

			「ソージ、今のがあなたの【精霊化】というわけね。【紋章外装】を使っているときよりは劣るけど、すさまじい力が発揮できているわ」

			　アンネが俺を驚きの表情で見ている。

			「そうだな、その認識であっている。力の向上は瘴(しよう)気(き)を使った【紋章外装】には届かない。だけどリスクがない。【紋章外装】は瘴(しよう)気(き)でダメージを受けながら使う諸(もろ)刃(は)の剣だし、演算リソースを喰いすぎる。だけど【精霊化】はダメージがないし必要な演算リソースもだいぶましだ」

			【精霊化】は非常に使い勝手がいい。【紋章外装】を切り札とすれば、こちらは普段使いの戦術といった感じだ。

			　魔力を消費するが、それだって【紋章外装】よりも少ない。

			　そして、俺は一つの可能性を考えていた。

			【精霊化】……いや、【白銀火狐】状態で瘴(しよう)気(き)をまとう【紋章外装】。

			　体内に精霊を宿す魔術、体外に鎧(よろい)として瘴(しよう)気(き)を纏う魔術。

			　これは同時に使うことができるはずだ。

			　問題は、演算リソースの不足と精霊と瘴(しよう)気(き)が反発し合うこと。そこの二つの障壁さえ乗り越えれば、圧倒的な力を手に入れることができるだろう。

			「ソージ、また悪そうな顔をしているわ。何か企んでいるのね」

			「人聞きの悪いことを言うな。ちゃんとした考察だよ」

			　与えられるものを、ただたんにこなすだけでは駄目だ。

			　常に先を考えなければならない。

			「ソージにはかなわないわね」

			　アンネが苦笑する。

			　そして剣を引き抜いた。

			「ソージの【精霊化】は見せてもらった。なら、次は私が力を見せる番ね」

			「まさか、もう第二段階解放ができるようになったのか？」

			「いいえ、まだ駄目よ。でも、その入り口には至ったわ。ソージ、私が呑まれたら、止めて」

			「……そういうことか。任せてくれ」

			　魔剣クヴァル・ベステに赤い筋がいくつも走る。

			　第一段階解放の証だ。

			　クヴァル・ベステの第一段階解放状態は【暴食】の力。

			　それは、瘴(しよう)気(き)、加護、魔力、マナ。触れたものすべてを喰らいつくす力。

			　故に相手がクヴァル・ベステを防ぐには、純粋な物理的な硬度を上げるほかない。

			「くっ、あああああああああああ、うわあああああああああああああ」

			　アンネが叫ぶ。

			　激痛に体が苛(さいな)まれる。

			　クヴァル・ベステの刀身がどくんどくんと脈打つ。

			　アンネの魂(たましい)がクヴァル・ベステと接続される。

			　アンネの叫び声がとまる。ふらふらとまるで幽鬼のようにふらつく。

			「アンネ、大丈夫か」

			「え、ええ、大丈夫よ。くひっ」

			　アンネが彼女に似つかわしくない笑みを浮かべる。

			　凶暴な笑み。

			　まずい、半ばクヴァル・ベステに飲み込まれかけている。

			　気絶させてでも止めるか？　そう考えたとき、アンネの眼が狂気に輝く。

			「見つけた、獲物」

			　アンネが首をぐるっと回す。その先にいたのは、今さっき俺が倒したのと同じ岩の魔犬。

			　一直線に突っ込む。

			　まるで飢えた獣だ。

			　警戒心も、戦術も、何もない。ただ本能に突き動かされている。

			　俺は舌打ちして彼女を追いかける。

			　岩の魔犬がアンネを見る。

			　そして、身構えようとした、そのとき……

			「遅いわ。なんてのろま」

			　アンネが横をとおり過ぎた。そうとしか見えない速度ですれ違いざまに、首を撫でるように剣を振るった。それだけなのに首がゴロンと落ちる。

			　通常状態の俺では傷一つ付けられず、【精霊化】した状態ですら槍の一点集中の突きが必要だった魔物を、軽く切断する。

			「足りないわ、足りない、これじゃ、飢えが、もっと、もっと、もっと、ほしい、もっとぉ」

			　アンネが俺に向かって切りかかってくる。
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			　槍を構えようとしたとき。

			　アンネ自身が剣を振りかぶった右手を左手で止めた。

			「ソージ、ごめんなさい。見てのとおり、まだ不安定なの」

			　アンネが脂汗を浮かべつつ、歯を食いしばる。

			　剣との魂(たましい)の接続を切ろうとしているが、クヴァル・ベステはアンネを手放さない。

			　それを無理やり彼女は断ち切った。

			　クヴァル・ベステの刀身を這う赤いラインが収まる。

			　アンネが正気にもどっていく。

			「クヴァル・ベステと繋がりすぎたな」

			「ええ、そうね。でも、これに慣れないと。第二段階解放は、力を引き出しつつ、支配することだから」

			　彼女は力ない笑顔を浮かべた。

			　クヴァル・ベステの暴食。

			　その喰らった力は消えるわけじゃない。ちゃんと存在している。

			　そう、クヴァル・ベステ自身がその名のとおり力を喰らい、ため込んでいるのだ。何百年もの間、ずっとずっと。その総量は想像を絶する。

			　クヴァル・ベステにとって、第一段階は協力的だが食事を助けてもらうに過ぎず、第二段階は、クヴァル・ベステがため込んだ力を吐き出させる。そのためには剣と魂(たましい)を繋いだ上でクヴァル・ベステに打ち勝たないといけない。

			　しかし、魂(たましい)を繋ぐということは、自らがクヴァル・ベステに喰われる危険を伴う。

			　クヴァル・ベステは力を喰らうために便利な人形として持ち主を支配しようとしてくる。

			　クヴァル・ベステは生きて、意思がある魔剣。その意思の強さは人間の領域を超えている。

			　アンネは今、食べ残しを少しかすめ取っただけ。本気でクヴァル・ベステの力を引き出そうとすれば壊れていただろう。

			　それほどまでに危うい力。

			「アンネ、よく抗った。危なっかしいことに変わりはないが、力を引き出すことには成功しているんだ。大きな進歩だよ」

			「そう言ってもらえるとうれしいわ。もし、連れていかれそうなら、引き留めて。ソージならそれができるでしょう？」

			「ああ、任せておけ。アンネを連れて行かせなんてしないから」

			　魂(たましい)に関連する魔術もかつての世界では深く研究している。

			　しかも、よく知っているアンネ相手だ。問題なく介入できるだろう。

			　アンネが戻ってこれなくなることを見過ごすなんてありえない。

			「だが、約束してくれ。絶対に今以上に深く潜ろうとするな。そして、俺かシリルさんがいないときには、第一段階解放以上の力を使おうとするな」

			「もちろんよ。そこまで馬鹿じゃない。第一段階の先に行く怖さは、嫌と言うほど知っているわ。実際、練習のときもシリルさんがいなければ、私は消されていた。そのときの恐怖が、脳裏に焼き付いているの」

			　アンネが自分の体を抱きしめる。

			　その恐怖を知っているなら無茶はしないだろう。もしかしたら、シリルはその恐怖をわざと擦り付けたのかもしれない。

			「でも、不思議ね。怖いのにクヴァル・ベステと繋がると、どこか温かい気持ちも感じるの」

			「あるいは、歴代のオークレールの心が宿っていて、アンネを守ってくれているのかもな」

			　ありえないことではない。

			　第一段階の力を解放しなくても、クヴァル・ベステは常に周囲の力や意志をわずかながら喰らっている。

			　何代もオークレールの剣士とともにあったのだ。何かしらの影響を受けていても不思議じゃない。

			　いや、確実にあるはずだ。ずっとクヴァル・ベステとともにあったオークレールの剣士。彼らの魂(たましい)が彼女を守ってくれている。

			　だからこそ、短期間で力を引き出せた。クヴァル・ベステは本当の意味で、オークレールの剣なのだ。

			　とは言っても力を引き出すほどに指数関数的に危険度は高まる。第二段階すら超えた、その先。そこに至るには剣士一人ではどうしようもできない。強力で、友好的かつ魔剣と相性がいい魂(たましい)をクヴァル・ベステに同化させる。そう言った手段をとらないといけない。

			　だからこそ……

			「ソージ、どうかしたの？」

			「いや、少し立ちくらみがしただけだ。それより、俺とアンネは力を見せた。次はクーナだ。特訓の成果を見せてみろ」

			「任せてください、ソージくん。二人だけにいい格好はさせませんよ」

			　クーナが【精霊化】を始める。

			　なんとクーナは暴走せず、【精霊化】が使えるようになっていた。

			　そうして、久しぶりの狩りを新たな力を存分に発揮させながら進めていった。

		

	
		
			第16話　久しぶりの魔石

			　

			　ダンジョン探索を終えて俺たちはエルシエに戻った。

			　強敵との戦いの連続はひどく疲弊したが、その分いい経験ができたし、強力な魔石を得ることができた。

			　ここで一か月も狩りを続ければ、ランク３に至ることも不可能ではないだろう。

			「アンネ、大丈夫か？」

			「ええ、大丈夫よ」

			　アンネは大丈夫とは言うが、顔が真っ青だ。

			　まだ、クヴァル・ベステの力を引き出すのには無理があるらしい。肉体、精神ともにかなり疲労している。

			　彼女が本当の意味で無理をすることがあれば、強引にでも止めよう。

			「クーナの方は大丈夫だな」

			「はい、絶好調です！　【精霊化】すると体がぽかぽかして元気になります」

			　俺は苦笑する。

			　俺は【精霊化】をすると若干だが消耗する。だが、クーナはむしろ魔力が回復してしまうのだ。

			　その差は、圧倒的な火の精霊との相性。

			　クーナは本当に火の精霊たちに愛されている。それは火狐の中でも飛びぬけているほどに。

			　とはいえ、肉体的な疲れは消えない。気分が高揚して無茶をしないように見張っておかないと。

			「クーナはまだ余裕があるな。エルシエに戻ったら今日も【九尾の火狐化】の特訓だ。それと、久しぶりに魔石を手に入れたし、あれもしよう」

			「はい、ソージくん。がんばります」

			　昨日のことを思い出したのか、クーナが顔を赤くして照れる。

			　俺の手をぎゅっと握ってくるところがいじらしい。

			　また変質魔力を吸収させてもらうとするか。

			　後ろを向く、付き添いのライナが、難しい顔をしていた。

			「ライナ、何かあったのか？」

			　もしかしたら、目の前でクーナといちゃついていることを気にしたのか？　いや、それはない。それならもっと早くに機嫌を悪くしている。

			「ちょっとな、今日は地下迷宮内の瘴(しよう)気(き)の流れがおかしかったんだよ。誰かが戦ったあとのように乱れていた。イラクサの連中が俺に断りもなく地下迷宮に来るわけがねえし、親父も薬の材料を取りに行った日以降は入ってねえ」

			　もしそれが本当なら、秘(ひ)匿(とく)されているエルシエの地下迷宮に何者かが侵入したということになる。

			「……警戒を強めた方がいいかもしれない」

			　クーナを襲った一味が下調べに入った可能性がある。

			　エルシエ内には過剰と言えるほどの戦力がある。正面から突破できない以上、孤立したところを狙うしかない。

			　地下迷宮内はうってつけだろう。

			「ソージ、しばらくここに来るのは控えるか？」

			「いや、その必要はないよ。ライナがついてくれているし、俺たちもあのときより強くなってる。最悪でも逃げるだけはできる」

			　ライナはランク５の黄金の火狐。

			　全人類の中でも最強に位置する男だ。彼がいれば安心できる。

			　俺たちだってランク２だが、すでにランク３に匹敵する力は手に入れた。

			　やつらの影におびえて、いつまでもビクビクとはしていられない。

			「いい返事だ。俺も今まで以上に気を付けるが、おまえらも油断すんじゃねえぞ」

			　言われるまでもない。

			　俺はもちろん、クーナもアンネも頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕方の【九尾の火狐化】の特訓はうまくいった。俺もクーナもしっかりと手ごたえを感じている。

			　そのあとの変質魔力の吸収はキスだけで済ませた。この後にもう一つ必要なことが待っている。

			　久しぶりの魔石を使ってのランクアップだ。

			　ランクが上がれば上がるほど、クーナの【九尾の火狐化】も、アンネの第二段階解放も安定性が増す。魔石が手に入ったなら少しでも二人を強くしてやりたい。

			　もちろん、ただ魔石を使うだけじゃない。

			　俺は魔石を【浄化】することで、ランクアップの効率を二倍以上にすることができる。

			　さらに、本来瘴(しよう)気(き)を一緒に取り込むことで苦痛を感じる魔石の吸収、それを快楽に変えられる。

			　とくにクーナはこの快楽に弱く、反応を見るのがなかなか楽しい。

			　俺は期待に胸を膨らませながら、クーナとアンネの部屋に向かう。

			「ソージくん、来てくれたんですね！」

			「ソージ、疲れているのにごめんなさい」

			　クーナとアンネが俺を出迎えてくれた。

			　二人とも風呂で汗を流して薄い寝間着に着替えている。

			　少し、どきりとする。どうして風呂上がりはこんなに色気があるのだろうか。

			「明日もあるし、さっそくだけど、魔石を使おう。まずはクーナから」

			「でっ、では、クーナ、行かせていただきます」

			【浄化】を済ませた魔石を彼女に手渡す。

			　おそるおそるといった様子で魔石を額にあて、えいっ！　と声をあげるクーナ。

			　すると、緑の燐(りん)光(こう)を放ち魔石から立ち上った粒子が、クーナの体に吸い込まれ、やがて魔石はどんどん小さくなり、消えた。

			「やっぱり、いいです。ぽかぽかして、体の奥がじんとして、変になっちゃいそうです」

			　クーナが不思議そうに自分の身体を抱きしめる。

			　俺もクーナの言っている感覚はわかる。自分のランクが上がる感覚は快感だ。

			　普通の探索者たちは、瘴(しよう)気(き)の不快感でその快感を味わうことができない。これが味わえるのは俺のパーティの特権だ。

			「ほしいです。もっと、ほしいです。ソージくん、もっとぉ、もっとクーナにください」

			　クーナが顔を赤くして潤んだ目で見てくる。心なしか息が荒い。

			　俺は耐えきれずに、もう一つ魔石を取り出しクーナの額に押し付けた。

			「ひゃう、ソージくん、熱い、もっとぉ」

			　クーナがしなだれかかってきた。

			　駄目だ、今日は我慢するつもりだったのに、したくなってしまう。

			　アンネが咳払いをした。それでなんとか正気に戻る。

			「一度休憩、次はアンネの番だよ。持っている魔石全部、交互に使ってあげるから、しばらくお預けだ」

			「いじわるですぅ。クーナは今ほしいのにぃ」

			「クーナは本当にエロいわね。女の私でもおかしくなりそうだわ」

			　アンネはクーナを後ろから抱きしめる。

			　クーナが尻尾(しつぽ)をびくりと震わせる。

			「クーナがエロいのは今さらの話だろう」

			「そうね。クーナだもの」

			　アンネと顔を見合わせて笑うと、クーナのとろんとした目に正気が戻ってきた。

			「失敬な！　あれっ、今私、何を……」

			「気にすることないよ。いやらしくおねだりするクーナは可愛いよ」

			「ええ、とんでもない女狐っぷりはあなたの魅力だわ」

			　クーナをからかいつつ、俺は次々に魔石を二人に使っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もっ、もう、らめぇれす。立てないです」

			「私も、クーナほどではないけど、きついわ」

			　今まで経験をしたことがないほど連続で高位の魔石を使ったおかげか、ここ最近見ないぐらいにあられもないことになった。

			　肌は上気し、服もかなりはだけている。

			「ソージくん、久しぶりに一緒に寝ましょう」

			「ええ、私も賛成だわ」

			　二人がそれぞれ右腕と左腕に抱きついてきて、俺を布団に引きずり込む。そしてすぐに寝息を立て始めた。

			　甘い匂いと柔らかい感触で脳みそがくらくらとする。

			　二人は気を失うように眠ってしまったが、俺は完全に目が覚めてしまった。

			　二人のはだけた薄い寝間着からはいろんなところが見えている。

			　……もう、ここまでされて襲わない方が男として問題があるような気がしてきた。

			　ただ、二人の顔を見れば、そこには安心しきった顔があった。

			　こんなふうに信頼されているのなら裏切れない。

			　俺は苦笑し、全身全霊を込めて煩悩を振り払い、眠ることにした。

			　なかなか寝付けないなか、悪い予感が俺を襲っていた。俺たちは順調に強くなっている。だが、ほんとうにこのままでいいのか。あいつらがまた襲ってきたときにクーナを守れるのか？

			　まだ、できることがあるはず。俺は眠りにつくまで、必死にクーナを守るためのすべを考えていた。

		

	
		
			第17話　第三段階解放

			　

			　初めてエルシエの地下迷宮に潜ってから四日間、毎日狩りを続けていた。

			　得た魔石は優先的にクーナとアンネに使用している。クーナは【九尾の火狐化】。アンネはクヴァル・ベステの第二段階解放に苦労しており、少しでもそれらをうまく扱えるようにするためだ。

			　恐れていた襲撃はまだない。

			　そこは安心したが、懸念が一つある。アンネの体調がおかしい。

			　本人は必死に隠そうとしているが、隠しきれていない。

			　我慢強いアンネがそこまで追い込まれているのなら、かなりまずい状況だ。

			　そういうわけで、今日はシリルとライナに話して一日休みとした。

			【魔剣の尻尾(しつぽ)】の三人で、俺の部屋に集まる。

			　名目は、今までの振り返りと今後の計画の立案。

			　各自がそれぞれどのように成長したのか、今後どうやって強くなっていくかを話し合った。

			　話し合いはすぐに終わり、今はゆっくりとしているところだった。

			「久しぶりのお休みですね。ソージくん、そろそろ疲れが溜まってきたので助かりました」

			　クーナが目の前でまったりしながら、尻尾(しつぽ)をブラシでとかす。だいぶ、体も心も疲れがたまってきている。クーナは【精霊化】で魔力を回復できるが、体と心は休まないとどうしようもない。

			　尻尾(しつぽ)を器用に後ろから、足の間を通して前に持ってきている。

			　クーナが使うブラシは俺の手作りだ。

			　以前、クーナのブラシを俺の不注意で壊してしまったため、お詫びに贈った。彼女が気に入ってくれていて、うれしい。

			「クーナ、それだと尻尾(しつぽ)の付け根がブラッシングできないだろう。貸してくれ。俺がブラッシングするよ」

			「尻尾(しつぽ)を触っていいのは……ソージくんなら大丈夫でしたね。お願いします」

			　クーナが若干顔を赤くしながら、ブラシを渡してくる。

			　彼女の後ろにまわり、優しく尻尾(しつぽ)を持ちあげ、丁寧にブラッシングしていく。

			　クーナのもふもふ尻尾(しつぽ)に触れると、温かくて柔らかくてさらさらで、触っているだけで幸せな気分になる。

			　クーナが気持ちよさそうに熱い吐息を漏らした。

			　こんなふうに尻尾(しつぽ)を自由にさせてくれるなんて、少し前までは考えられなかった。

			「ソージくん、そこ、気持ちいいです」

			「うん、わかってる。あとはここかな」

			「ひゃぅ、そこも弱くて」

			「でも、気持ちいいんだろ？」

			　クーナはいちいち反応が面白い。つい夢中になってブラッシングしてしまう。

			　数分後にはクーナは頬を上気させて、全身を弛(し)緩(かん)させていた。

			「これで終わり、尻尾(しつぽ)が綺麗になったよ」

			「はい、ぽかぽかして気持ちいいです。ソージくんのブラッシングは最高です」

			　クーナが微(ほほ)笑(え)んでくれる。

			　そんな俺たちを、無表情でアンネが見つめていた。

			「ねえ、ソージ、クーナ、こんなことをしていていいのかしら？　私たちは一分一秒が惜しいのよ。やっぱり、今からでも特訓を」

			　アンネが声を上げる。

			　彼女の言うことは正しい。

			　だが、今の彼女にそれを言う資格はない。

			「たしかに、一分一秒が惜しい」

			「だったら」

			「だけど、これ以上アンネに無理はさせられない」

			「私は無理なんて」

			「しているよ。最近、動きが鈍い。集中力が落ちている。アンネは自分が思っている以上に疲れているんだ」

			　だからこそ、今日は休憩にしたのだ。

			　このままでは取返しのつかない失敗を、命のやり取りの最中にしてしまう。

			「そんなこと……」

			「もし、疲れのせいではなくあんな無様な剣を振るうなら、今まで教えた剣がまったく身についてないことになる。アンネがクヴァル・ベステの力を引き出すことに夢中なのはわかる。だけど、それ以外が、全部おざなりだ。とくに昨日はひどかった。自分の一太刀一太刀を思い出してみろ。昨日の剣は、オークレールの技を受け継ぎ、俺が鍛え、アンネが見出した剣だと自信を持って言えるか？　あんな剣を振るい続けたら、アンネの剣は駄目になる」

			　アンネが言葉に詰まる。

			　そして奥歯を噛みしめた。冷静に自分の動きを顧みると納得できる動きではなかったのだろう。

			「だから、一日休もう。このままだと自分が命を落とすだけじゃない。仲間の命すら危険にさらす」

			「……でも、ソージだってクーナの変質魔力を吸収して不調のときに無理して」

			「俺はそんな状態でも十全に動いて見せたよ。アンネがそれをできているなら、こんなことは言わない」

			　少しきつい言い方になるが、こうでも言わないとアンネは止まらない。彼女は自分に厳しすぎるところがある。

			「そうね。ソージの言うとおりね。少し頭を冷やしてくるわ。気分転換に外を歩いてくる」

			　そう言ってアンネは外に出て行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージくん、追いかけないでいいんですか？」

			「追いかけないと駄目だろうな。アンネは間違いなく、一人で特訓するだろうし。俺の言葉を聞いて休もうじゃなくて、辛くても疲れを見せない動きをしようと思うタイプだ」

			　これだけ彼女と付き合っていれば、それぐらいはわかる。

			　それは彼女の欠点であり、美徳だ。

			「駄目じゃないですか」

			「だから、アンネを休ませる方向じゃなくて支える方向で手を打とうと思う。アンネの不調は、体の疲れじゃなくて魂(たましい)の消耗だ。クヴァル・ベステを御しきるには、まだまだ未熟だからね。だけど、アンネ一人で駄目でも、俺と二人なら御しきれるかもしれない」

			　少しでもクヴァル・ベステに対抗できるよう、アンネには魔石を多く使う。

			　それでも、焼石に水ならもっと効果的な方法をとるしかないだろう。

			　アンネの肩の荷の半分を俺が被る。

			「また危険な香りがするようなことを。でもソージくん、アンネをお願いします」

			「止めないのか？」

			「はい、止めません。だって、ソージくんはアンネ以上に頑固ですからね。……だから、応援することにしました」

			　俺は微苦笑する。

			　よく俺のことがわかっている。さすがは俺の婚約者だ。

			　クーナが後押ししてくれるなら、あとは俺のするべきことをするだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　直接、アンネのところには行かずにシリルのところに向かう。

			　俺一人ではアンネを助けるには力不足だ。

			　屋敷の門を叩くと、使用人にシリルの部屋に案内される。

			「よく来たね」

			　落ち着いた様子でシリルが椅子に座っていた。

			「その表情、俺が来ることを予測していたのでしょうか？」

			「まあね、君ほど力があって、その性格なら、そろそろ来るころだと思っていたんだ。アンネロッタとクヴァル・べステのことだろう」

			　やっぱり、かなわない。

			　だが、説明の手間が省けた。単刀直入に用件を伝えよう。

			「シリルさんの力で、俺とクヴァル・ベステを繋いでほしい」

			　俺一人でもクヴァル・ベステと繋がることができる。

			　だが、それにはかなりの魔力を消費する。繋げてからが本番なのだ。ここで消耗するわけにはいかない。

			「繋げたあとは？」

			「アンネと二人がかりで、クヴァル・ベステに本当の意味で主だと認めさせます。第二段階解放を一度完全な形で行えば、クヴァル・ベステの侵食は収まるはずです」

			　今までアンネは、クヴァル・ベステの食べかすをさらっていく形で力を取り出していた。

			　その手法は、クヴァル・べステと繋がる深度も時間も最小限のため、自身の負担を減らすことはできてはいるが、クヴァル・ベステを支配していないゆえに、毎回クヴァル・ベステからの侵食を受けることになっていた。

			　だからこそ、一度完全に支配する。そうすれば、今後は楽に力を引き出せるだろう。

			「ソージ、目の付け所はいいが、君たちはランク２だ。そのランクであれに挑むのは無謀もいいところだと思うよ。無理をせずゆっくりと慣らしていけば、今のままでもいずれ深(しん)奥(おう)にたどり着く。無理をしなければね」

			「わかっています。俺の言ったことが、無謀なことぐらい。でも、勝算はあります。クヴァル・ベステの中には、歴代のオークレールの魂(たましい)と魔力がある。彼らを味方につけて、中と外、両方からクヴァル・ベステに対抗し、そのうえで俺とアンネ二人がかりなら、勝てますよ」

			　数百年もの間クヴァル・ベステとともにあったオークレール。その血統を受け継ぐ剣士だからこそ、可能な手法。

			「なるほど、そういう手法もあるか。オークレールの英霊の力を借りる。面白い。俺には考え付かなかった手法だ。いいだろう、協力しよう。……だけど、君には保険をかけておこうか」

			　シリルの手に立体的な魔法陣が浮かぶ。

			　シリルが得意な魔術だ。とっくに非効率だとすたれてしまった、空間に描く魔法陣。それを立体として描き、何重もの意味を持たせることによって超高密度の魔術を最小構成で発動する絶技。

			　……最近、模倣を始めたが、なかなか取得するのが難しい。もう少し時間がかかりそうだ。

			　シリルは魔法陣を手の平に浮かべたまま、俺の心臓のある位置に向かって掌底を放つ。

			　俺の心臓にシリルの魔術が刻まれた。

			「かはっ」

			　息が止まる。

			　全身が焼けるように熱い。

			　いったい、これはなんだ。

			「ちょっと乱暴にしたが、君の魂(たましい)に俺の魔術を仕込んだよ。可愛い娘を未亡人にするわけにはいかならいからね。これが、最後の最後で君を守ってくれるはずだ」

			「詳細を説明しないってことは、訳ありの術式ですか？」

			「そうとってもらって構わない」

			　まったく、やってくれる。

			　だが、俺のためであることを疑う余地はないだろう。

			　そして、どうしても問いたいことがあったのを思い出した。

			「シリルさん。あなたは強い、世界でただ一人のランク６。魔術も知識も何もかもが最上級。そして、あなたの個人戦力だけじゃなく、このエルシエは何人ものランク５の人員を保有しています」

			　実際にエルシエに来て、その異様さがよく分かった。

			　魔術も科学も圧倒的に進歩している。

			　そして、ライナやソラを始めとしたランク５の人員。

			　封印都市エリンでは、世界にランク５は五人しかいないと言われているにも拘らず、エルシエには表舞台には出ない実力者が山ほど隠れていた。

			　はっきり言って異常だ。エルシエが本気になれば、封印都市エリンですら、一週間で蹂(じゆう)躙(りん)できるだろう。

			　世界最強。その名がふさわしい圧倒的な戦力をこの小国は有している。

			「それでも、あなたは自分の力じゃクーナを守れない。だからこそ、神に協力して俺を呼んだと言った。あなたが勝てない相手、それはいったい何なんですか？　俺たちが手も足も出なかった、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団。彼らですら、シリルさんにとっては歯牙にもかけずに倒せる相手のはずだ」

			　ずっと気になっていたことだ。

			　シリルでも守れないなら、シリル以上に強くなるしかない。

			　だが、エルシエという彼の指揮する国を使っても勝てない相手、そこに勝てるビジョンが浮かばない。

			「いい質問だ。〝誓約〟で語れることは少ない。だから二つだけ話そう。俺とエルシエの力ではクーナを守り切れないというのは、嘘じゃない。そして、ソージとアンネロッタ。二人の力があれば希望が生まれるのも間違いない。悪いがこれが俺に話せる限界だ」

			　いつもと同じ表情。だが、どこか無力感を感じさせる声音でシリルは言った。

			　……エルシエの戦力で駄目で、俺たちができること。

			　純粋な武力じゃない何か。

			　俺たちでないといけない理由がある。

			　ならば、それを見つけないといけない。

			「シリルさん、教えてくれてありがとう。まずは、アンネをなんとかするのを手伝ってほしい」

			「わかった。君とクヴァル・ベステを繋ぐだけなら容易い」

			　これで最低限の課題はクリアだ。

			　あとは俺とアンネの力しだい。

			「ソージ、クヴァル・ベステの正体を知っているかい？」

			「いえ、知らないです」

			　正確に言えば、記憶が封印されている。

			　知っていたはずのことが思い出せない。

			　シリルは微(ほほ)笑(え)み、言葉を紡ぎ出した。

			「あれはね、五百年前、世界を救った英雄シュジナが仲間たちとともに滅ぼしたことになっている魔王そのものだ。剣という形に封印してある」

			　心臓がやけにうるさくなった。

			　魔王、そのもの？

			　だが、それを聞いて妙にしっくりくる。

			「魔王に餌を献上するのが、第一段階の【暴食】、魔王がため込んだ力を借りるのが第二段階の【暴虐】、そして第三段階は自らが魔王そのものになることだ」

			　思い出した。俺はそれを知っていた。すべて知っていたのだ。

			　正攻法では第三段階には至れない。魔王になるということは、魔王を理解しないといけない。しかし、完全に人間の器と異なる存在を理解することができないため、事実上不可能だったのだ。

			　魔王を人の理解できる形に変質させないと、どうしようもない。

			「ソージ、どこかの世界の誰かは、クヴァル・ベステに、最高に適性がある魂(たましい)を喰わせて同一化させ、魔王を理解できる形、人に似た形に変質させ、さらに食わせた魂(たましい)に協力させることで、第三段階解放をした……その彼は、その方法でしか第三段階を解放できなかったし、第三段階を解放するしかない状況に追い詰められていた」

			　……誰か、それは俺に他ならない。

			　詳細は思い出せなくても、そのときの無念が、慟哭が、俺の胸で暴れだす。

			　なぜ、俺はそのことを今の今まで忘れていた。

			「俺からのアドバイスだ。どこかの世界の彼のようにならないために、今からいろいろと考えておくといい。俺でも、クヴァル・ベステの第三段階を従える方法は浮かばないが、君のアイディアを手助けすることはできるはずだ」

			　シリルの言葉で我に返る。

			　過去のことをいくら振り返っても意味がない。

			　大事なのはこれからの話だ。

			　いずれはアンネが第三段階解放を目指す状況が来る。そのときに備えないといけない。

			「そうさせてもらいます。シリルさん、まずは今の問題を解決しましょう」

			「そうだな、行こうか」

			　シリルが立ち上がる。

			　そうして俺とシリルは、アンネが隠れて特訓しているであろう場所を目指して歩き始めた。

			　さあ、まずは第二段階を力業で極めよう。

		

	
		
			第18話　クヴァル・ベステの中へ

			　

			　アンネが隠れて特訓しているであろう場所はおおよそ把握している。

			　彼女がダンジョンで狩りをしたあと、そこで青い顔をしたまま自主練をしていたからだ。

			　止めようとしたが、言葉では止められないと思い、こっそりと様子を見るだけにした。

			　完全なオーバーワーク。

			　アンネは俺やクーナに置いていかれることを極端に恐れている。自分が足手まといになっている自覚があるのだ。

			　それは普段の発言や態度から見え隠れしている。

			　そんなことはない。なんて薄っぺらな言葉では彼女を止めることはできない。

			　だからこそ、ここで第二段階解放を身につけて、俺とクーナに追いついてもらう。

			　俺とシリルが向かったのは、エルシエの郊外にある森の木々がまばらにしかない場所。ここなら人目につかず、思いっきり剣が振れる。

			「はっ！　やっ！」

			　アンネが剣を振るっていた。

			　クヴァル・ベステには赤いラインが幾重にも這っており、そのラインが脈打ちアンネの肌にまで侵食している。

			　クヴァル・ベステの第一段階を超えた力の解放をしている証だ。

			　クヴァル・ベステの力を借りたアンネの剣(けん)戟(げき)はまるで暴風のように周囲をずたずたに切り裂く。

			　大木が一つ、なぎ倒された。

			　その直後、アンネの右腕が変な動きを見せる。ぴくぴくと脈打ち、震える。

			　アンネはそれを左腕で押さえつけ、悲鳴をあげながら無理やり剣を引きはがした。

			　肩で息をして、目がうつろだ。

			　クヴァル・ベステの力を引き出しすぎた。こんな無理をしていれば、いつか必ず取返しがつかなくなるだろう。

			「アンネ、やっぱり特訓をしていたか。無理をするなと言ったはずなのに」

			　たまらず声をかける。

			「ソージ」

			　アンネはゆっくりとこちらを向き、力ない瞳で俺を見つめる。

			「ばれちゃったわね」

			「アンネがこうすることはわかっていたよ」

			「私は弱いわ。強くならないといけないの。それにちゃんと、もっとがんばって、地下迷宮探索のとき無様をさらさないようにするわ。特訓も地下迷宮探索も両立させて見せる。だから、心配しないで」

			　アンネは本気で言っている。

			　そのことは声音からしっかりと伝わってくる。

			　少し前、風呂に入りながら、第二段階解放に至れば俺たちに追いつけると言って慰めたが、それが悪い方に働いているのだ。

			　止めようとしても無駄だろう。

			　だからこそ、俺はアンネを止めずに背中を押しつつ、安全を確保する道を選んだ。

			「まったく、どうしてそんなに自分を虐めるのが好きなんだか。ゆっくり無理なく積み重ねていけば、いつか自然に第二段階解放が身につくのに」

			「ソージだけには言われたくないわね。無茶はあなたの専売特許のはずよ」

			　そう言われると言い返せない。

			　なら、先に進もう。

			「アンネ、おまえのやり方は危険だ。リスクを負う回数が多すぎる。どうせリスクを負うなら、一回だけだ。一度に大きなリスクを背負う。今日、この場で第二段階解放を極めるぞ」

			　止められると思っていたところに、こんなことを言われたものだから、アンネは驚き目を丸くする。

			「ちょっと待って、ソージ。今は第二段階解放の入り口でも、かなり厳しいのよ。完全に支配するほど強く繋げば、間違いなく」

			「一分持たずに、アンネの魂(たましい)はクヴァル・ベステに持っていかれて戻ってこれなくなるだろうな」

			　これは推測ではない。今のアンネの力では、確実にそうなる。

			「だったらなんでそんなことを言うのかしら？」

			「俺も一緒に行く。一人で駄目でも、二人ならなんとかできるさ」

			　懐かしい愛剣クヴァル・ベステ。その扱い方はよく知っている。

			　アンネをうまく助けられるだろう。

			「そんなこと……」

			「できる。それに助っ人も連れてきた」

			　俺がそう言うと、背後からシリルが現れ、アンネに向かって手を振った。

			「どうも、助っ人だ」

			「シリルさん」

			　アンネが驚いた声を上げる。

			「アンネロッタ。思ったより、クヴァル・ベステを慣らすのが早いね。その調子なら三年後には完全に第二段階解放をものにするだろうね」

			　三年、一見長い時間に思えるが、これは驚異的な速度だ。

			　かつて、クヴァル・ベステを携えた俺が、第二段階解放に至るのには五年かかった。

			　アンネには驚異的な才能と適性がある。

			「長すぎるわ。私は今、力がほしい」

			「そうやって若者はすぐに焦って自滅するんだ……。無理に力を得ようとしたら、どこかで必ず道を踏み外す。まったく、その自滅に一緒に付き合ってくれるソージに感謝しなよ」

			　何が面白いのか、シリルはくすくすと笑う。

			「ちょっと待って、ソージ、シリルさん。ソージが一緒に第二段階を解放するなんて、私は認めていないわ。というか、そんなことができるの？」

			「できる。諦めろ、アンネ。おまえが無茶を止めないように、俺もアンネが壊れていくのをただ見ているなんてできない。アンネが今のまま無事に第二段階解放ができるようになる確率よりも、俺と一緒にこの場で第二段階解放に挑む方が、勝率がずっと高い」

			　危険なことに変わりないが、アンネを失う可能性はずっと低くなる。

			　うぬぼれではなく、俺は世界最高峰の魔術師で、魂(たましい)の扱いを心得ており、さらにクヴァル・ベステのスペシャリストなのだ。

			「でも、ソージまで危険にさらすわけには」

			「アンネ、おまえだって俺が死地に向かうとき、自分に助けられる力があって、何もしないなんてできないだろう。俺はクーナだけじゃなくて、おまえも愛しているんだ。好きな女のために無茶ぐらいさせろ」

			　アンネの顔が赤くなる。

			　彼は肌が白くてわかりやすい。

			　俺たちを見て、シリルが口をひらく。

			「まったく、義理の父親の前でよくやるね」

			「理解があると思っていますので」

			「痛いところをついてくる。……さあ、こうしている時間がもったいない。やるなら、はやくしよう。ソージ、アンネロッタ。二人でクヴァル・ベステの柄を握ってくれ。そうすれば俺が二人の魂(たましい)を共鳴させた状態でクヴァル・ベステに深く繋ぐ。魂(たましい)ごともっていかれるだろうから、残った肉体は俺が守っておく。安心してくれ。二人なら簡単に飲み込まれないだろうし、ソージはその道のプロだ。それに、命綱もつけてある」

			　ここが引き返せる最後のポイント。

			　柄を取れば、あとは二人とも死ぬか、生き残るか、どちらかしかない。

			「アンネ、無理なく三年かけてじっくり第二段階解放を目指すと約束してくれるなら、ここでの無茶はやめる。もしそうじゃないなら、その柄を掴め、この場で俺も一緒に命をかけてやる」

			　アンネの表情がこわばる。

			　クヴァル・ベステと俺を交互に見つめ、そして柄を強く握りしめ、その柄を自分の手ごと俺に差し出す。

			「ソージ、ごめんなさい。私と一緒に命をかけて」

			「ああ、喜んで。もう少し迷うと思っていたんだけどな」

			「これは譲れないところだわ。それに……ソージが一緒なら、負ける気がみじんもしなかったから」

			　俺はにやりと笑う。

			　そう言われたら、尻込みできないな。

			　アンネの手ごと、クヴァル・ベステの柄を握る。
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			　それを見たシリルが頷いた。魔術を起動する。

			　手に握ったクヴァル・べステが脈打つ。

			　そして、一気に赤のラインが俺とアンネの手に伸びてきた。

			　魂(たましい)が引っ張られるのを感じる。

			　アンネの意識が落ちた。

			　俺も、自らを引っ張るクヴァル・ベステに逆らわず、魂(たましい)をクヴァル・べステに飲み込ませた。

			　さあ、ここからはクヴァル・ベステの魂(たましい)の世界だ。

		

	
		
			第19話　過去の幻影

			　

			　アンネと二人、クヴァル・ベステの中に魂(たましい)が飲み込まれた。

			　これは、いつもアンネが行っている接続ではなく没入だ。クヴァル・べステの魂(たましい)の世界に、二人で侵入する。本気でクヴァル・ベステと向かい合うなら、こうすることが必要だ。

			　今頃、現実の肉体は糸の切れた人形のように崩れ落ちているだろう。

			　俺たちの体はシリルが守ってくれている。

			　真っ暗い部屋。ひどく寒い。

			　魂(たましい)の世界ではイメージ力が重要だ。

			　俺は自らの形を強く意識する。何もない空間に俺の存在が描き出される。

			　アンネの存在を感じる。シリルによって俺たちの魂(たましい)は共鳴状態にある。存在を感じとることができるのだ。

			「アンネ、聞こえるか！」

			　肉体が創造できれば、声が出せる。声が出せれば想いを伝えられる。

			　その一つ一つを強くイメージする。

			「この世界では、イメージが形になる！　自分の姿を強く念じろ。行動の一つ一つ、その意味を意識しろ。そうしないと、存在が薄れて消えてしまう！」

			　声の限り叫ぶ。

			　俺の背後に気配が生まれた。

			　そちらを振り向くと、今まさに彼女が具現化するところだった。

			　見慣れた、さらさらとした銀色の髪、白磁のように白い肌。妖精のように華(きや)奢(しや)な体。

			「ソージ、助かったわ。このまま消えるんじゃないかって怖かった」

			「初めてなら仕方ないよ」

			　魂(たましい)の空間なんて、普通の人間は一生経験せずに終わる。

			「ここがクヴァル・ベステの中なのね」

			「ああ、そうだ。クヴァル・ベステの魂(たましい)の世界。何があるかわからないから油断するな」

			　これほど広大で密度の高い魂(たましい)の世界を持つのはクヴァル・ベステぐらいだろう。

			　周囲に無数の気配を感じる。

			　今までクヴァル・ベステが喰らい、ため込んできた意思、魂(たましい)、魔力、それらが渦巻いているのだ。

			　そのうち一つが形になった。イノシシの魔物。

			　どこかで見たような魔物が、俺たちに向かって突進してきた。

			「【魔鉱錬成：壱ノ型　槍・穿】」

			　自らの愛槍をイメージし、具現化させ突き刺す。

			　ここでは自分の存在はおろか、武器すらもイメージ次第。とは言っても、架空の武器をイメージしてもリアリティが足らず、ろくなものにならない。細部まで正確にイメージできる使い慣れた武器が好ましい。

			　愛槍がイノシシの魔物の眼球を突き刺すのを確認すると同時に、【電撃】の魔術で内側を焼く。

			　イノシシの魔物が消失した。

			「魔物が出るのね」

			「クヴァル・ベステが俺たちを排除しようとしているんだ。アンネも武器を出した方がいいよ」

			「そうね、やってみるわ」

			　アンネが自らの武器をイメージする。

			　現れたのは白銀の剣。

			　だが……。

			「クヴァル・ベステじゃないな」

			「ええ、イメージしたけど、駄目だったの」

			　それも無理はないか。クヴァル・ベステはまだアンネを真の意味で主と認めていない。だからこそ、アンネの呼び出した剣はクヴァル・ベステではなく、ただの剣になった。

			　この空間でクヴァル・ベステを呼び出せたとき、本当の意味でアンネはクヴァル・ベステの支配者になるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さっきから、魔物の数が多いわね」

			　アンネが空中から襲い掛かってきた鷲の魔物の首をすれ違い様に切り落としながら、つぶやく。

			「そうだな、数が多いこともそうだが、もう一つ引っかかることがある」

			　俺は猿の魔物の頭を槍で貫きながら返事をした。

			「気になること？」

			「魔物が弱すぎる。クヴァル・ベステが本気なら、もっと強力な魔物を呼び出せるはずなんだ。今まで出てきたのはほとんどがランク１相当。強くてもランク２程度。何か意図があるはずだ」

			　俺たちを試しているのか、そんなことを考えながらも黒い空間を進んでいく。

			　強い力を感じる方向に歩いていけば、クヴァル・ベステのコアにたどり着けるはずだ。

			　しばらく歩いていると空気が変わった。

			　冷たく刺すような、そんな空気。

			　俺の長年の経験によって培われた勘が告げている。何かまずいことが起きていると。

			　次の瞬間だった。

			　俺たちの前に二人の女性が現れる。

			　二人とも二十代前半の恐ろしいまでの美女。

			　一人は、金色の柔らかな髪とキツネ耳を持つ肉付きのいい女性。感情が抜け落ちた目、虚ろな表情。まるでこの世界すべてに絶望したような印象を受ける。

			　もう一人は、銀色のさらさらの髪を持ち、胸はないがスタイルがいい女性。強い意志を感じさせる眼光、一流の剣士特有の静かな佇まい。

			　俺の奥歯ががたがたと震え出す。

			　俺は、彼女たちを知っている。

			　アンネも呆然とした表情を浮かべていた。

			「ねえ、ソージ、あれ、年はとっているけど、クーナと私よね？」

			　アンネが困惑した声をあげる。

			　彼女を落ち着かせたいができない。俺自身がどうしようもないほど混乱している。

			　だって、彼女たちのあの姿は……

			「ねえ、ソージくん。なんで私を見殺しにしたんですか？」

			　かつて、絶対に守ると誓って守れなかった存在。

			　一度は絶望に染まり、それでも長い時間をともにすごしたことで、やっと笑顔を見せてくれるようになった。だが、結局最後は俺の目の前で殺されてしまった。世界で一番好きだった女。

			　俺が失敗してしまった世界でのクーナ。

			「師匠、ずっと信じていたのに。私を助けたのは、クヴァル・ベステの第三段階解放の力がほしかっただけだったのね。初めから生(いけ)贄(にえ)に捧げるつもりだった。そのためだけに、ずっと騙し続けて、育てて、クヴァル・ベステに食わせた。ねえ、師匠。私は今でもずっと、クヴァル・ベステと一つにされて苦しみ続けているのよ」

			　その言葉で頭の靄(もや)が消えていく。

			　封印された俺の記憶、ときおり顔を出していたそれが、戻ってくる。俺はゲームのある周回で、ずっとアンネとともにいた。

			　その周回では生き倒れたアンネを拾い、育て、クヴァル・ベステの秘密を解き明かし、オークレール家の真実を公にし、それが火種になり戦争にまで至ってしまった。

			　その戦争の中でクヴァル・ベステの力に頼らざるを得なくなって、誰よりも俺を信頼してくれたアンネを生(いけ)贄(にえ)に捧げてしまった。

			　俺がかつて失ってしまったクーナとアンネ、二人の姿に心がかき乱される。

			「あ、あああ、ああああ」

			　無意識に声が漏れる。自責の念に押しつぶされそうになる。

			「ソージ、大丈夫、落ち着いて」

			　アンネが背中をさすってくれた。

			　落ち着け、冷静になれ、取り乱すな。

			「ねえ、ソージくん。世界で一番好きなんて言っておいて、私のことは忘れたんですね。今は新しい私に乗り換えたみたいですが……また見殺しにするんですか？」

			「師匠、この世界でも、私を生(いけ)贄(にえ)にして最強の力を得るつもり？」

			　成長したアンネとクーナが俺を責める。

			「俺は、そんなことはしない。もう二度と間違いを繰り返さない。今度こそ、絶対に失敗しない。クーナもアンネも、俺が幸せにする！　そのためにここに来た！」

			　それは誓いだ。ほかでもない俺が俺自身に誓った。

			　もう二度と大事な人の手を離さない。

			「ソージくんの嘘つき」

			「新しい私たちを救ったら、過去の罪は消えると思っているのかしら？」

			　二人の姿がかすむ。

			　次の瞬間には俺の目の前にクーナが居て拳を振りかぶっていた。かろうじて躱(かわ)したところに、アンネが剣を鞘(さや)に入れたまま振りかぶる。

			　回避が間に合わない。

			　直撃を受け、無様に吹き飛ばされる。

			　このスピード、打撃の重さ。ランク４相当。

			　彼女たちが死んだときのランクと同じ。

			「ソージ！」

			　アンネが叫ぶ。

			　俺も立ち上がり血を吐きながらも、叫ぶ。

			「アンネ、先に行け。すぐに追いつく！」

			「でも！」

			「俺は大丈夫だから、頼む！　お願いだから……ここは俺だけに任せてくれ」

			　俺の悲痛な叫びにアンネは頷く。

			「絶対に負けないって約束してくれるならいいわ」

			「約束する。俺はクーナとアンネを幸せにするって誓っただろ」

			「わかったわ。あとで話を聞かせてもらうから」

			　その言葉と同時にアンネは去っていった。

			　動揺が少しだけ収まる。だから、ようやく一つの可能性に思い至った。

			「ずいぶんと手の込んだことをするな、クヴァル・ベステ。クーナとアンネの偽者を作り出すなんてな」

			　おそらく、これはアンネと俺を引き離すための計略。

			　俺の魂(たましい)に刻まれた記憶を呼び起こし形にした幻影にすぎない。

			「偽物？　ソージくん、何を言っているんですか？　たしかに私たちはクヴァル・ベステが作り出した幻です」

			「そうね。だけど、あなたの魂(たましい)に刻まれた〝本物〟を形にしただけよ？　ねえ、師匠。私たちをまた殺すの？」

			　あれはクーナとアンネではない。

			　振り払って前に進まないといけない。

			　だが、それでも。

			　俺は自らの心に刻まれた彼女たちと戦うことができるだろうか。

		

	
		
			第20話　俺の魔術(ちから)で偽(いつわ)りの運命をねじ伏せる

			　

			　クヴァル・ベステの魂(たましい)の世界で、俺はかつて救えなかったクーナとアンネと対峙していた。

			　彼女たちは俺の魂(たましい)に刻まれた記憶だ。

			　今のクーナたちよりも美しく成長した姿。

			　そして、成長したということは。

			「ソージくん、なんでおとなしく死んでくれないんですか？」

			　クーナの爆炎が襲い掛かってくる。

			　モーションから軌道を読んで、最速の回避をしたというのに、ギリギリのタイミングになった。

			「師匠、今度は私たちを自分の手で殺すつもりなのかしら？　利用するだけ利用して、邪魔になったら殺すのね」

			　クーナの一撃を躱(かわ)したところにアンネの鋭い剣(けん)戟(げき)。

			　彼女に剣を教えたのは俺だ。それゆえに知り尽くし、見慣れた太刀筋。

			　だというのに、反応が追いつかずに右腕を掠めて血が吹き出る。速すぎる。

			「ちっ」

			　成長したということは、強くなったということ。

			　ランク４に至った彼女たちは、恐ろしいまでに強い。単純にランクが高いだけではなく、かつて共に過ごした俺が鍛えたのだ。強くないはずがない。

			　今の俺では全力で戦っても勝てない。

			　それに加えて、彼女たちを傷つけようとすると、心が悲鳴をあげる。

			　たとえば、今のアンネの攻撃は油断からか、大振りだった。いつもの俺なら反撃の一撃を放っていた。

			「二人とも聞いてくれ。俺は、本当に心の底から二人のことを好きだった。守りたかったんだ」

			　叫ぶ。これはまぎれもない本音だ。

			　過去のクーナを心の底から愛していた。師匠と俺を慕うアンネを愛おしく思っていた。

			　ずっと一緒にいたかった。

			「嘘つき」

			「口だけならなんとでも言えるわ」

			　俺の言葉は届かない。

			　二人の攻撃は苛(か)烈(れつ)になっていく。

			　どんどん削られる。攻撃ができない俺は一方的になぶられるだけ。

			　二人は、クヴァル・ベステが作った幻影。

			　それでも、俺の心に住んでいた二人をかたどったものだとしたら、それは本当のクーナとアンネだ。傷つけたくない。

			「くそっ」

			　理性ではわかっている。

			　一刻も早くこの場にいる二人を倒し、アンネを追いかけて彼女の力になるべきだ。

			　だけど、心が動いてくれない。

			「無様ですね、ソージくん。逃げまわるだけで、攻撃してこない。いっちょまえに懺(ざん)悔(げ)のつもりですか？」

			「つまらない男。自分から死ぬ勇気も私たちを傷つける度胸もない」

			「……そうかもしれないな」

			　本気で贖(しよく)罪(ざい)したいなら、自分から首を差し出すべきだ。

			　そうでないなら、ためらわず攻撃するべきだ。

			　そのどちらも選べない。頭も心もぐちゃぐちゃで、何一つ決められない。

			「あなたはここで、私たちに償(つぐな)うために死んでください。それがあなたの運命です。運命って言葉好きでしたよね？　ソージくん」

			　クーナの言葉が心に突き刺さる。

			　それで彼女たちが喜んでくれるなら、それもいいかと思う自分がいる。

			　いや、駄目だ。

			　この世界のクーナとアンネを置いて先に逝くわけにはいかない。

			「すまない、二人とも。俺にはまだやることがある。死んでやるわけにはいかない」

			　この世界で俺はクーナとアンネに、幸せにすると誓った。その誓いは破れない。

			「そうですか。あくまで、罪を償(つぐな)うつもりはないと。ソージくんの考えなんてどうでもいいですけどね。死んでもらうことに変わりはありません。私を見殺しにしたソージくんだけがのうのうと生きているなんて、おかしいじゃないですか」

			　かつてのクーナの言葉が突き刺さる。彼女を救えなかった俺を恨んでいても不思議ではない。

			「クーナの言うとおりね。それに、あなたは、自分のために私を犠牲にしたような人だもの、結局、誰も愛していないのよ。自分の身が危なくなったら、すぐに今の私たちも見捨てるに決まっているわ」

			　かつてのアンネの言葉も俺を苛(さいな)む。どう言い繕おうと俺が彼女を利用したことには変わりない。

			　心が軋み、壊れそうだ。そんな俺に二人は追い打ちをかける。

			「ソージくん、私はあなたに出会わなければ良かった」

			「あなたと出会ったのが間違いだったわ」

			　二人の言葉で、頭をぶん殴られたような衝撃を受けた。

			　今、なんて言った？

			　俺に出会わなければ良かった？

			　俺との出会いが間違いだった？

			　なんだそれは。

			　クーナとアンネがその言葉を放ったのか？

			「死んでください」

			「さよなら師匠」

			　アンネが縮地で距離を詰めてからの居合切りで首を狙い。クーナが極大の炎の魔術を放つ。

			　頭が急激に冷えた。思考がクリアになる。

			　淡々と、対応策を実行する。

			　最大効率で敵を排除することだけを考える。

			「【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】。続けて、【白銀火狐】」

			　アンネの居合切りを【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】で迎撃、刀身から瘴(しよう)気(き)を伝導させることでアンネにダメージを与える。

			　続けて【白銀火狐】で銀色の火狐に変化し、炎の完全支配を実行。

			　クーナが放った炎を吸収し、そのままはじき返す。

			　アンネが瘴(しよう)気(き)に、クーナが炎に苦しむ。

			　俺はここに来て、初めて反撃をした。

			「私たちを攻撃した？　どうして！　私たちのことを好きじゃないんですか!?」

			「師匠はやっぱり私たちのことを愛してなかった。利用するだけ利用して、最後は殺すの？」

			　二人の悲痛な叫び。

			　だが、それはもう心に届かない。

			　俺は、俺の心に住んでいる彼女たちを傷つけたくなかった。この世界のクーナたちがいなければ殺されてもよかった。

			　しかし……。

			「黙れ、偽者。確信したよ。おまえたちはクーナでもアンネでもない。俺の記憶を読み取って形だけを真似て歪(ゆが)められた人形だ。おまえたちに魂(たましい)はない」

			　怒りが込みあがってくる。どうしようもないほどに。

			「違います。私たちは、ソージくんの魂(たましい)に刻まれた本物です！」

			「それはありえないんだ」

			　今でも目をつぶると思い出せる。

			　かつてのクーナとアンネが最後に語った言葉を。

			「クーナは死ぬ間際、『ソージくんと出会えて幸せだった。ソージくんと出会えてから、冷たい世界があったかくなった。私は先に逝くけど、ソージくんは一人でも幸せになって』。そう言ってくれたんだ」

			　泣き笑いになりながら、絞り出すように言ってくれたクーナ。

			　その彼女の強さを俺は忘れない。

			「アンネのことだって覚えている。『師匠、最後に師匠の力になれたことがうれしいわ。今までありがとう。師匠と、師匠がくれた剣。それは私の何物にも代えられない誇りよ』」

			　気丈なアンネは、最後の最後、彼女を犠牲にすることを躊躇(ためら)っていた俺の背中を押してくれた。

			　俺の剣を誇りだと伝えてくれた。

			「クーナも、アンネも、心の底では俺のことを恨んでいるかもしれない。それでも、俺との出会いが間違いなんて言うはずがない。俺たちが積み重ねた時間を否定する。それだけは絶対にありえない」

			　それは、俺の中の真実だ。

			　絶対に揺るがない。

			　彼女たちと過ごした時間が間違いだったなんて、神様にすら言わせない。

			「おまえたちは、そんな彼女たちの想いを、そんな俺たちの絆を汚して、利用して、捻じ曲げて、傷つけたんだ！　絶対に許しはしない！」

			　目の前にいるのは、俺の記憶を覗き見て、俺を傷付けるためだけに最適化された、ただの人形。

			　滅ぼすことにためらいはない。

			　いや、一秒でもはやく消滅させる。

			「あははははは」

			「くすくすくす」

			　クーナとアンネの姿が異形のものに変わっていく。

			　翼が生え、爪が生え、醜く、それでいて顔だけはそのままで。

			「動揺して、泣きそうな顔をして面白かったのに残念です」

			「どっちみち死ぬことは変わらないのに、残念ね。好きな人に殺された方が幸せだったんじゃないかしら？　ここで死ぬ運命は変わらないわ」

			　クーナとアンネ、いや、二つの異形が襲い掛かってくる。

			　焦りはない。

			　相手はランク４相当。

			　俺が【白銀火狐】を起動した状態でも、ランク３相当だ。勝ち目はない。【紋章外装】を起動しても同じ。

			「俺が運命という言葉が好きだったとおまえは言ったな。それは間違いだ。俺は運命が好きじゃない。むしろ嫌いだ。運命をねじ伏せ続けてここまで来た」

			　いつだってそうしてきた。

			　そしてこれからも。

			　偽(いつわ)りの過去に絡み取られる。そんなものが運命なら……

			「俺の魔術(ちから)で偽(いつわ)りの運命をねじ伏せる！」

			　その言葉とともに新たな魔術を起動する。

			【白銀火狐】状態で、さらに【紋章外装】を重ねる。

			　火のマナと瘴(しよう)気(き)が反発し合う。

			　それを解消するために、双方に俺の魔力をまぜ性質を変えていく。火のマナと瘴(しよう)気(き)、両方を完璧な精度で同時に変質させる必要がある。

			　今まで一度も成功したことなんてない。

			　だが、ここは意思の力が支配する世界。

			　今、俺はかつてないほどブチ切れている。かつてないほどの強い意志があった。失敗するはずがない。そもそも、本来なら、今の俺はクーナが【九尾の火狐化】しなければ【白銀火狐】を発動できないのだ。

			　しかし、今はそれが発動できている。すべてのありえないを乗り越え、俺の魔術が完成する。

			　白銀色の炎は、俺の魔力の色である蒼に染まり、俺の体表に瘴(しよう)気(き)の魔術文字が綴(つづ)られ、蒼炎の尻尾(しつぽ)が背後に現れる。

			　この魔術の名は……

			「【蒼銀火狐】」

			　この世界で俺だけに許された魔術が完成した。

			「また、ソージくんの好きな小細工ですか。私はソージくんの手札を全部知っていますよ？　ソージくんは私たちに勝てない」

			　クーナを模した化け物に突貫。

			　奴は炎を口から吐く。クーナとは似ても似つかない不格好な赤い炎。

			　そんなもの、炎を完全支配した俺には通用しない。真っすぐに突き抜ける。

			　ほとんど密着するような距離。

			「【黒爪】」

			　瘴(しよう)気(き)で黒く染まった長い三本の爪を作り出す。

			　突き刺し、その傷口に蒼銀の炎を注ぎ込む。一瞬で内部から焼き尽くされて灰になる。

			「クヴァル・ベステ！　俺の記憶を読んだなら、今までの俺の手札は知っていただろうな。だが、覚えておけ。人間は先に進んでいく。おまえは今の俺を知らない」

			　そう叫び、もう一体の化け物の方を向く。

			　アンネを模した化け物は、全身から無数の剣を生やして転がってきた。

			　俺は両手に瘴(しよう)気(き)を集め、形を変える。瘴(しよう)気(き)は剣の形となり、蒼銀の炎を纏う。

			　完成したのは、蒼銀を纏った全長五メートルの黒剣。

			「はあああああああ！」

			　それを思いきり横なぎに振るう。

			　体に生やした無数の剣ごと、化け物を真っ二つにする。

			　それでは飽き足らず、何度も剣を振るい、細切れに焼き切る。

			　しばらくして化け物が粒子になって消える。

			　俺のほうも限界がきて、【蒼銀火狐】が解除された。

			　魂の世界でも負担が大きいことに変わりはないようだ。

			　この世界なら二十秒ほど使えたが、現実世界ならランク２の状態だと、もって二秒だろう。それも全魔術回路を犠牲にする前提で。

			「アンネ、クーナ」

			　一人になった俺は、かつての彼女たちを思い浮かべた。

			　かつての彼女たちを見て、寂しさと悔しさ、さまざまな感情が沸き上がった。

			　きっと、あのときの彼女たちは俺を恨んでいない。

			　それでも、後悔は消えない。

			　だから、俺は。

			「もう二度と失わない」

			　そう決めた。

			　たとえ、この世界のクーナとアンネを救っても彼女たちを救うことにはならない。

			　そんなことはわかっている。

			　それでも俺は今のクーナとアンネを幸せにしたい。

			　決意を新たにして、俺はアンネを追いかけた。

		

	
		
			第21話　アンネの輝き

			　

			　クヴァル・べステの作り出した偽者のアンネとクーナを倒したあと、俺は走っていた。

			　魔力の濃い方に走れば、アンネに追いつく。

			　そう信じて全力で駆ける。

			　アンネの後ろ姿が見えた。

			　彼女は何者かと剣をぶつけ合っていた。

			　相手は鍛え上げられた肉体を持つ壮年の男。どこか気品があった。

			　見覚えがある。あれは、オークレールの当主。アンネの父親だ。唇を噛みしめ必死に感情をこらえるアンネと、顔を愉悦に歪(ゆが)ませ、絶えず汚い言葉を発するアンネの父親。

			　おそらく、俺のときと同じような攻撃をクヴァル・ベステがアンネに加えているのだろう。

			　剣(けん)戟(げき)はアンネが優勢、しだいに相手は防戦一方になり、最後はアンネが剣で胸を貫いた。

			　アンネの父親が、粒子になって消える。

			　ゆっくりと歩いていくと、アンネがこちらに気づき振り向いた。

			「アンネ、大丈夫か？」

			「……ソージ、少し泣かせて」

			　アンネはそう言うなり、俺の胸に頭を預けて涙を流した。

			　俺は何も言わずに、彼女の頭を優しくなでる。

			　アンネが倒したのは、クヴァル・ベステが彼女の記憶から作りだした幻影。

			　俺がされたように心を傷つけられながら、それでもアンネは乗り越えた。

			「好きなだけ、そうしてくれていいよ。がんばったな、アンネ」

			　アンネが体重を強く預けてきた。

			　俺は、アンネが落ち着くまでずっとその場で待ち続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「私は今までクヴァル・ベステをただの剣としか思ってなかったわ。でも、こんなことができるなら認識を改めないといけない。ねえ、ソージ、クヴァル・ベステっていったいなんなの？　あなたなら知っているわよね」

			　アンネと二人、再び歩き始めると、アンネが問いかけてきた。

			「魔王を剣の形で封印したものだ。クヴァル・ベステは生きている」

			　シリルの言葉と、かつてのアンネを見て記憶を完全に取り戻した。

			　今では、クヴァル・ベステのことを完全に思い出せる。

			「じゃあ、クヴァル・ベステは魔王そのものなの？」

			「そのとおりだ。クヴァル・ベステの第一段階解放は、クヴァル・ベステを自らと同一視して受け入れることで可能になる。すべてを喰らう【暴食】の発動と、クヴァル・ベステの目的である力をため込むことが一致するから、クヴァル・ベステは協力してくれるんだ。もっとも、クヴァル・ベステは気難しいから、普通はそれすら難しいけど」

			　オークレール家は、代々クヴァル・ベステへの適性が高かったのだろう。

			「第二段階は、ため込んだ力を吐き出させることよね」

			「そうだ。クヴァル・ベステを支配して言うことを聞かせないとできない。今日この世界に入り込んだのはそのためだね。そして第三段階は、クヴァル・ベステの正体である魔王と同一化して、魔王を顕現させることだ。ただ、これは考えなくていい。人間には魔王を理解できない。同一化なんて不可能だ。そもそも相手は五百年前、世界を滅ぼしかけた魔王だ。その力は、もはや災害だ」

			　アンネが言葉をなくす。

			　オークレールの象徴がそんな物騒なものだとは思っていなかったのだろう。

			「オークレールの剣がそこまですさまじいものだなんてね……ソージは初めから知っていたの？」

			「つい最近まで忘れていた。俺も思い出したばかりだよ」

			「さっきの、大人になったクーナと私が関係あるのかしら。……私の場合は、記憶にあるお父様の偽者が現れたけど、どうして、ソージの記憶には、成長した私とクーナがいるの？」

			　それは俺の核心に迫る質問。

			　答えるには俺のすべてを話さないといけないだろう。

			「ああ、そのとおりだ。俺は彼女たちを知っている。その話は、いずれクーナも交えて話そうと思う。きっと驚くよ」

			　俺はすべてを話す決意をした。

			　彼女たちになら俺のすべてを話しても問題ない。隠し事はもう止めよう。

			「わかったわ。なら、そのときまで待っているわ」

			　そうして、二人で黒い道を歩き続ける。

			　もう、障害になるようなものは現れなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　走り続けた俺たちの前に、物々しい鉄の扉が現れた。

			　その扉からは濃密な魔の気配が漂っている。

			　間違いなくあそこに、クヴァル・ベステのコアがあるだろう。

			　俺とアンネは頷きあって扉を開ける。

			「これは!?　いったい何なの？」

			「この世界にこんな部屋があるなんて」

			　真っ黒だった世界が、突如として色づき始める。

			　それは玉座だ。

			　一段高い舞台に豪(ごう)奢(しや)な椅子があり、そこに一人の美女が座っている。

			　超一流の調度品が揃い、香がたかれ、鼻孔をくすぐった。
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			「この世界に来客が来るとはな。ようこそ、我の歓待は気に入ってくれたかのう」

			　白い髪と褐色の肌、竜のような翼と尻尾(しつぽ)をもつ美女。

			「まさか、最悪の気分になったよ」

			「ええ、ソージが言うとおり趣味が悪いわ」

			「それは重(ちよう)畳(じよう)、重(ちよう)畳(じよう)」

			　俺たちの言葉に、美女はおかしそうに笑う。

			「ずいぶん人間くさくなっているじゃないか、クヴァル・ベステ」

			　実は俺も、この姿のクヴァル・ベステを見るのは初めてだ。

			　俺の知るクヴァル・ベステの本体は、もっと異質で、無機質で、人間とはかけ離れた存在だった。

			　だが今、目の前にいる存在は、人間の心を理解したうえで、それを楽しんでさえいるようだ。

			　本来ならありえない。

			「ソージ、お主のおかげじゃよ。お主の記憶にある最上の生(いけ)贄(にえ)を喰らって、人間性を得たわしを知った。そしたらあとは簡単よ。今まで喰らった人の意思と魂(たましい)、それらを繋ぎ合わせ取り込み、お主の記憶にある人の形に堕ちたわしを再現する。最上の魂(たましい)はなくとも、塵もつもればなんとやらだ。いやはや、人間はいいのう。つまらないと思ったが、つまらなく矮小ゆえの楽しみがある」

			　いやに心音が高鳴る。

			　俺の記憶が、クヴァル・ベステを変えてしまったようだ。

			「人のことが理解できるようになったゆえに、このようなこともできるようになった」

			　クヴァル・ベステが指を鳴らす。

			　すると、幾人もの人間が現れた。

			　その中には、アンネの父親もいる。ここにいるのは、かつてのクヴァル・ベステの担い手たち。クヴァル・ベステが喰らった魂(たましい)たちだ。

			「わしが喰らった魂(たましい)たちの食べかすで作った人形じゃ」

			　アンネは拳を握りしめて、クヴァル・ベステを睨みつけた。

			　死者を冒涜されて、怒りを感じているようだ。

			「わしはのう、今まで力を貯めて、封印を破ることに必死だった。しかし、この魂(たましい)だけの世界で戯れるのも悪くないと今は思っておる。人の感情がわかれば、この世界に取り込んだ魂(たましい)と語り合いもできる。感謝するぞ、ソージ。我が仇敵にして、シュジナと同じ魂(たましい)の匂いがする男よ」

			　シュジナとは五百年前の英雄だ。それと同じ魂(たましい)の匂いがするとクヴァル・ベステは言った。

			　こいつが相手じゃなければ、ありえないと言いたくなるが、何か必ず理由があるはずだ。

			「その感謝ついでに、アンネを主として認めてもらえないか？」

			「それはできん相談じゃな。その娘は面白くない。さっさと喰らってしまいたいぐらいじゃ。お主が担い手になってくれるなら力を貸してもいい。おぬしは面白い。偽(いつわ)りの世界とはいえ、わしを一度完全に従えておったようじゃしな」

			　そう来たか。剣に感情がある以上、そう考えてもおかしくない。クヴァル・ベステは自らが持ち主を選ぶ剣だ。

			「……そうじゃ、いいことを考えた。わしがこの娘を喰らって、お主がわしの担い手になる。そして、お主は好きなときに、わしの世界に入って、この娘をおもちゃにしていい。わしもお主も楽しめる。どうじゃ？」

			　そんな質問、考えるまでもない。

			「ないな、俺は今のアンネが大好きだ。彼女を守るためにここにいる」

			「そうか残念じゃ、実に残念じゃ。お主を壊してしまわないといけないとはのう」

			　周囲の剣士たちが一斉に剣を構える。

			　オークレールの剣士たちはランク３ばかり。一人二人ならともかく、この数は危ない。

			　それに【蒼銀火狐】のダメージも抜けきっていない。

			　加えてここは魂(たましい)の世界。一度殺したからと言って復活しないとは限らない。

			　撤退も視野にいれるか？

			　そんな考えを読んだのか、ここに入ってきたときにあった扉が消えた。

			「いったい、何をするつもりだ」

			「まずは、その小娘の魂(たましい)を完全に喰らって、お主の考えが変わるかを試してみる。そこでお主がわしの担い手になることを認めれば、お主だけは生かして帰してやるつもりじゃ」

			「そうか。なら、提案がある。おまえはアンネがつまらないと言った。だが、俺はそうは思わない。アンネの輝きを知っている。アンネの輝きを試してみないか？」

			「ほう、お主がそう言うなら、やぶさかではないな。ならば一度だけ、試してみよう」

			　クヴァル・ベステは目を閉じ、姿を変える。

			　それは俺の姿そのものだった。

			「その娘はのう、剣しか能がないくせに、その剣ですらおぬしに勝てないと悩んでおる。そのようなお主の劣化品に使われるのは面白くない。ゆえに、この場でお主を超える剣士であることを証明すれば、使われるのもまた一興かと思うのじゃが、どうだろうか」

			　その言葉と同時に【紋章外装】を纏った俺の姿になったクヴァル・ベステ。

			　見た目だけではなく、実力まで完全に真似ることは、今までの戦いでわかっている。

			　アンネと俺では、技量は俺の方が上。

			　ランクは集中して魔石をアンネに回して来たことで、彼女が若干上だが、そんなもの【紋章外装】の上昇幅の前には無力だ。

			　はたから見れば、どう考えてもアンネに不利な勝負。

			　そんなクヴァル・ベステの提案を聞いたアンネは、剣を引き抜き、一歩前に出る。

			「受けるわ。私が勝てば認めてくれるのね」

			「ほう、度胸だけはあるようじゃのう。蛮勇かもしれんが」

			　俺の姿になったクヴァル・ベステとアンネが、それぞれ剣を構えた。

			　あの構えから放たれるのは最速の一撃【斬月】。

			　俺が最初に教えた剣技にしてアンネの得意技。

			　二人がにらみ合う。

			「俺の合図で始めてもらう。二人とも準備はいいな」

			「おうとも」

			「いつでもいいわ」

			　あたりを静寂が支配する。

			　一瞬で勝負が決まるという確信があった。

			　痛いほどの緊張感の中、俺は口を開いた。

			「始め！」

			　その瞬間、二人とも全力で踏み込む。

			　同時に踏み出した一歩で、お互いがお互いを射程にとらえる。

			　そして、同時に横なぎの【斬月】を放つ。

			　ここまでの行動はまったく同じ。

			　だからこそ、純粋に速い方が勝つ。

			「かはっ」

			　敗者が胸を深々と切り裂かれ、血を吐き地に伏せ、勝者が静かに背を向け剣を納める。

			　今、立っているのは……。

			「私の勝ちよ」

			「なぜ、なぜ、わしが負ける、負けることなんてありえない。なぜ、なぜ、なぜ」

			　クヴァル・ベステは理解できないというように何度も、何度も、地面に手を叩き付ける。

			「クヴァル・ベステ、おまえは人間を舐めすぎた。それが敗因だ」

			　俺はただ、淡々と事実を告げる。

			　クヴァル・ベステが笑った。

			「人間を舐めすぎたか。そうかもしれんのう。この結果がすべてを物語っておる。かっかっか、たしかにわしの知らない、未知の領域じゃ」

			　俺はアンネの勝利を確信していた。

			　理由は二つ。

			　一つは、【斬月】の速さの勝負に持ち込めたこと。

			　総合的な剣技であれば、まだ俺のほうが上だ。だが、【斬月】その一つの技だけであればアンネのほうが速い。

			　愚直に、毎日欠かさず鍛え続けた魂(たましい)の一撃。魔術師が本業である俺には絶対に放てない絶対の一撃。

			　二つめは、クヴァル・ベステは人間の意思の力を甘く見すぎた。

			　かつて、俺は第三段階解放を実現するため、過去の世界のアンネを取り込ませた。それは、魔王を人に理解できる形に落とすと同時に、アンネに協力してもらい内側から魔王を制御するためだった。

			　図らずとも、クヴァル・ベステは自分から人間に堕ちるために、オークレール家の剣士の魂(たましい)を深く取り込んでしまった。

			　その魂(たましい)たちは、魔王に吸収され、支配されつつも、アンネのために内側からクヴァル・ベステに抗い剣(けん)戟(げき)を鈍らせた。

			　アンネの積み重ね、研磨し続けた一撃と、歴代のオークレールの剣士たちの誇り。それが、俺の剣技と【紋章外装】を上回り、勝利を引き寄せたのだ。

			「私の勝ちよ。約束は守ってもらうわ」

			「奇跡を引き起こす、不可能を可能にする。これが人間の輝きか。なるほど、面白いのう。仕方ない。小娘を主として認めよう。じゃがのう、わしは気まぐれゆえ、いつ寝首をかくかわからんぞ。覚悟しておけ」

			　からからからとクヴァル・ベステが笑う。

			　アンネの持つ剣が、ただの白銀の剣からクヴァル・ベステに変わった。

			「ソージも、また会おう。お主ならいつでも歓迎するぞ」

			　クヴァル・ベステは俺を見て微(ほほ)笑(え)む。

			　周りの景色が歪(ゆが)み始める。

			　アンネは魔王の背後にいる、自分の父親を見ていた。

			　そこにいるのは、本当の父親ではない。クヴァル・ベステが蓄積させた彼の残骸。

			　それでも思うところがあるのだろう。

			　アンネは最後に手を振った。

			　そして、完全に俺たちの姿が消える。

			　この世界から追い出され、俺たちは現実世界へと戻ったのだった。

		

	
		
			第22話　明かされる真実

			　

			　俺たちはクヴァル・ベステの魂世界から戻ってきた。

			　現実の体は地面に寝かされており、体の節々が痛い。

			　今は木陰にいるようだ。目を開くと本物の光がやけにまぶしく感じる。

			　アンネの方も意識が戻って目を開き、体を起こしていた。

			「無事、戻ってこれたようだね。ソージ、アンネロッタ」

			　大樹に背中を預けて本を読んでいたシリルが俺たちに微(ほほ)笑(え)みかけてきた。

			　俺たちがクヴァル・ベステの中にいた間、ずっとここで見守ってくれていたのだろう。

			「俺たちを守ってくれてありがとうございます、シリルさん」

			「礼には及ばないよ」

			「俺たちはどれくらい、向こうに行ってました？」

			「二時間ちょっとだね……クヴァル・べステは支配できたのかな？」

			　俺はアンネに目線を送る。

			　ここは俺ではなくアンネが答えるべきだ。

			　アンネはクヴァル・べステをぎゅっと握りしめ口を開いた。

			「支配できたわ。クヴァル・べステに、打ち勝ったの」

			　アンネが勝ち取った勝利だ。

			　アンネでなければ、あの場でクヴァル・ベステに敗北し操り人形にされていただろう。

			「それは良かったね、君の力を見せてもらっても構わないかな？」

			　シリルの問いにアンネは頷く。

			　そして、クヴァル・ベステを鞘(さや)から引き抜いた。

			「応えて、クヴァル・べステ」

			　刀身に赤いラインが脈打つ。

			　そのラインがアンネの肌を侵食する。

			　いつもはここでアンネは暴力的に豹変し、激痛に苦しむ。

			　だが、今のアンネは涼やかな表情のままだ。

			　クヴァル・ベステの赤いラインが、鮮やかな緑色に変わる。
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			「これが、本当の第二段階解放……力が溢れてくるわ」

			　アンネが自分の体の変化に驚きつつも、自然にクヴァル・ベステの力を受け入れる。

			　そして、目の前にある大木に目を向ける。

			　腰だめにクヴァル・ベステを構え、横なぎの一(いつ)閃(せん)を放った。

			　その剣は停滞することなく、大木を切り倒した。

			　不完全な、第二段階解放状態でもできたことだが、今はどこまでも静かで鋭い。

			　力を解放した状態で、アンネ本来の剣技を振るえている。

			「これが本当のクヴァル・べステの力なのね。これなら、ソージやクーナにだって、ついていけるわ。ねえ、ソージ。私はちゃんと強くなったわよね？」

			「ああ、強くなった。それが本当のクヴァル・べステの力だ。初代以外のオークレールが果たせなかったことをお前はやりとげたんだ」

			　文献上では、初代のオークレールだけは第二段階解放にまで至っていたが、それ以外に第二段階解放にまで至った剣士は存在しない。

			　だからこそ、能力の一端でしかない第一段階解放がクヴァル・ベステの真の力と勘違いされていた。

			「ソージのおかげよ。私はあなたに出会えてよかった」

			　アンネが微(ほほ)笑(え)む。

			　その言葉で、かつて救えなかったアンネのことを思い出す。

			　封印され思い出せなかった、彼女との出会い、共に戦った日々。

			　この記憶が戻った以上、今までよりもアンネのことを助けることができるだろう。

			「俺もだよ。アンネに出会えて良かった」

			　万感の想いを込めて、俺はその言葉を放った。

			　それは戦力としてだけじゃない。彼女の強さやひた向きさを尊いと感じているからだ。

			「あとで、クーナにも見せないといけないわね。クーナの【九尾の火狐化】とどっちが強いか、試してみたいわ」

			「それは周囲の被害が大きすぎるからやめてくれ」

			　俺とアンネはくすくすと笑いあう。

			　そんな俺たちにシリルが話しかけてくる。

			「まずは、おめでとうと言わせてもらおう。だけど、二人に伝えておかないといけないことがある」

			　ひどく真剣な表情だ。

			「まず、アンネロッタ。第二段階解放を習得できたのは素晴らしい。だけど、ここから先は進もうとしない方がいい。第三段階はないものとして考えておきなさい」

			　それは俺も同感だ。

			　あれは危険すぎる。今のクヴァル・べステは、歴代のオークレールたちの魂(たましい)を自ら取り込んで、人に近い形に変化しているが、それを踏まえてもなお、異質である存在に変わりはない。アンネが完全に一体化できるとは思わない方がいい。

			　それに、第二段階解放と違って、少しずつ慣らすということはできない。全力で解放するか、解放しないか。その二択だ。

			　一度起動したら最後、失敗すればアンネの存在が一瞬で消し飛ぶ。

			　そんなものをアンネに使わせるわけにはいかない。

			　とは言っても、いずれ使わないといけない状況に追い込まれることは否定できない。安全に第三段階を解放するための方法を研究し続けなければならない。

			「わかっているわ。クヴァル・ベステの怖さは嫌というほど思い知らされたもの。第二段階解放だって、気を緩めたらきっとすぐにもっていかれる」

			　その認識は正しい。クヴァル・ベステはひどく気まぐれで、残酷だ。

			「そして、ソージ。【蒼銀火狐】はすさまじい魔術だが、ランク２のうちは現実世界で使うな」

			　おそらく、シリルは俺とアンネに保険として用意した命綱経由でことの顛末を見ていたのだろう。

			「それはわかっています。あの世界じゃなければ、俺の肉体はもたなかった」

			　疑似的な九尾の火狐となる【白銀火狐】。

			　瘴(しよう)気(き)の鎧(よろい)を身に纏う【紋章外装】。

			　その二つの切り札を掛け合わせた【蒼銀火狐】。

			　意思の力が支配する魂(たましい)の世界では魔術回路の損傷なしに起動ができたが、現実でやれば二秒が限界。それも魔術回路の全損を覚悟したうえでだ。

			　ランクをあげなければ使いものにならないだろう。

			「自覚があるならいい。アンネロッタもソージも自分の切り札が爆弾であることを自覚しておきなさい」

			　俺とアンネは頷く。

			　安定性のない技に頼るのはあまり好ましくないが、そうでもしないといけない状況に追い込まれかねない。

			　少しでも負担を減らすために、ランクをあげていこう。

			「そろそろ戻ろうか。君たちが何かを掴むことはわかっていたから、そのお祝いで、ルシエとクウにごちそうを作るように伝えてあるんだ。ソラとライナとユキナ、クーナの四人にも、今日は俺の家で夕食をとるように伝えている。パーッと行こう」

			　ルシエさんとクウさんはシリルの妻だ。彼女たちの料理は美味だ。それにシリルが贅沢という料理、心が湧きたつ。

			　今感じている疲れも忘れられそうだ。

			「それは楽しみです」

			「私も楽しみだわ。今日はハードな一日だったおかげで、お腹がだいぶすいてるの」

			　シリルが苦笑し、三人でエルシエに戻ろうとしたときだった。

			　魔力の胎動を感じる。

			　この魔力の動きを俺は知っている。

			【転移】の術式。

			　こんなものを使うのは……

			「エルシエの長、シリル・エルシエ殿。先日の返事をうかがいに参りました」

			　突如、二〇人ほどの集団が現れた。

			　全員がランク３以上、ランク４の人間も複数人いる。

			　特徴的な白銀の鎧(よろい)に薔(ば)薇(ら)の紋章。

			　かつて、俺たちを襲った神聖薔薇騎士団に間違いない。

			　一歩前に出ようとした俺をシリルがたしなめる。

			「先日の返事とはなんのことかな？」

			「火神の贄たる、クーナ・エルシエの引き渡し。及び、エルシエに対して要請した世界を救うための協力です。あなたほどのかたなら、それが必要であることは理解されているはず。共に世界を救いましょう」

			　俺とアンネは絶句する。

			　シリルと神聖薔薇騎士団に繋がりがあった？

			　そして、この男は返事を聞きに来たと言った。

			　それはつまり、この男の言葉を即座に断らず、検討する余地があるとシリルが考えていたということだ。

			「……やんわりと断ったつもりだったのだが。まあいい、この場で明言しておこう。シリル・エルシエ個人も、エルシエも神聖薔(ば)薇(ら)騎士団には協力しない。彼女にも伝えておいてくれないか。『俺は諦めない。希望を見つけた』と」

			　シリルがそう言った瞬間、周囲の神聖薔薇騎士団の団員の殺意が膨れ上がる。

			「戦争になりますよ。あなたが作り上げたエルシエが滅びてしまうでしょう」

			「それはどうかな？」

			「地・火・風・水を司る四大種族であるエルフと火狐が主戦力である以上、我々に勝てないことは明白でしょう」

			「やってみればいい。そして後悔しろ。君たちの自信の源はわかるけど、それを知っている俺が今まで何の準備もしていないと思うか？　俺たちエルシエは、こちらから侵略することはないが、けっして平和主義というわけではない。降りかかる火の粉は全力で払う」

			　シリルの異様な迫力の前に神聖薔薇騎士団の男がたじろぐ。

			「話は終わりかな？　その人数で来たのは脅(おど)しの意味もあるとふんでいるが、この場で実力行使に訴えるかい？　それはそれで面白い。たかだかその程度の戦力で、本当に俺に勝てるとでも思っているのか？」

			　シリルが風を呼ぶ。

			　ただ、それだけで鳥肌が止まらない。

			　ランク６の本気の殺意。それはもはや、物理的な攻撃力を伴っているかのようだ。

			　アンネが自分の体を抱きしめ震え出す。

			「そっ、そのつもりはありません。ですが、シリル・エルシエ殿。その判断、後悔することになりますぞ。このことは、わが教主に伝えさせていただく」

			「後悔とはなんだ？　戦争になってしまい国が滅ぼされ、俺が殺されることか？　娘を失ってしまうことの後悔に比べれば、些(さ)細(さい)なことだ。幸か不幸か、俺はその後悔を知っている」

			　その言葉が最後になった。

			　神聖薔薇騎士団の男たちが、【転移】で去っていった。

			　シリルが戦闘態勢を解く。

			「あまり、見られたくないところを見られたかな？」

			　シリルが俺たちを見て苦笑した。

			「シリルさん、あなたは神聖薔薇騎士団と繋がりがあったんですね？」

			「ああ、とくに彼らのトップとは懇意にしていてね。そもそも地下迷宮自体、彼らの協力があってできたものだ」

			　トップと懇意？　地下迷宮はあいつらが作った？　シリルが何気なしに語った言葉の一つ一つが捨て置けない話だった。

			　かつての世界でシリルは彼らに協力し、俺たちの敵に回った。

			　そのことを考えれば不思議ではないが、それでも動揺は大きい。

			「さっきは、あいまいな返事をしてしまったと言ってましたが、それもわざとではないでしょうか？」

			「それも肯定だね。最悪の展開を考えると、その可能性を消したくなかった。だけど、帰ってきたクーナや君たちを見て確信した。運命に抗う道を選ぶ。最悪の結末を避けるなんて、弱気なことを言わずにね。君の言葉を借りるなら『運命をねじ伏せる』そうすることにしたんだ」

			　真っすぐにシリルは俺の目を見つめる。

			　そこに嘘は何一つなかった。

			　この人は本気でクーナを守ろうとしている。それだけわかれば十分だ。

			「俺はクーナを守りたい。そのためならなんでもします。だから……協力してくれ、シリルさん」

			「俺からも頼もう。ソージ」

			　俺たちは握手をする。

			　そして、シリルがほんわかした表情で口を開いた。

			「というわけで、さっそくお願いがある。さっき、あいつらが戦争になればエルシエは滅びると言っていたよね」

			「はい、覚えています」

			「実は、あの言葉は正しい。エルシエは彼らに勝てないんだ。純粋な力量の話じゃなく、相性の問題が大きいけどね」

			「はっ？」

			　淡々と語るシリルの言葉に、俺は呆然としてしまう。

			　エルシエが勝てない？　これだけの戦力があって？

			「もし、その戦況を変えられるとしたら、君とアンネロッタが鍵になる。頼りにさせてもらおう。……このあたりはおいおい話すとして、まずは帰って飯にしよう。みんなが待っている」

			　話は終わりだとばかりにシリルは背を向けて歩き出した。

			　俺とアンネは、釈然としないものを感じながらも彼のあとを追いかけた。

		

	
		
			エピローグ　これから

			　

			「あっ、ソージくん。それ、私が育てたお肉じゃないですか!?」

			「気にするな。代わりに俺が育てていたキノコをやるから」

			「ううう、キツネは肉食なんです！　キノコじゃ満足できません！」

			　あれから、食事に呼ばれた俺たちは、シリルの屋敷の中庭へと向かった。

			　さきほどの神聖薔薇騎士団については後日話すとのことで、今日は休めと言われた。

			　中庭に準備されていたのはバーベキューだった。俺たちだけではなくシリルの家族たちもみな集まり、にぎやかな様相を見せていた。

			　巨大な鉄板に、次々に肉が乗せられ焼かれていく。

			　バーベキューとは言っても、しっかりと手は込んでいた。

			　適度な厚さに切られ、きっちり香辛料を練り込んで下味をつけられているものや、タレに漬け込まれたものなど、さまざまな工夫を凝らしてある。

			　さすがはルシエさんとクウさんと言ったところだ。

			　なにより、肉そのものが素晴らしい。しっかり熟成されて食べごろの肉が使われている。ここまでの肉、エリンではそうそうお目にかかれない。

			「クーナ、まだまだ肉はあるわ。そんなにがっつかなくても」

			　アンネは微苦笑しながら、串にささった玉ねぎを食べていた。

			「ただの肉なら、こんなに騒がないです！　一番美味しい、鹿の後ろ足の肉だったのに……いいです。ソージくんのを食べちゃいます」

			　そういいつつ、俺の皿にもられていたイノシシのロース肉をかっさらっていく。

			「もぐもぐ、柔らかくて美味しいです。さすがは母様特製のタレに漬け込んだだけはあります」

			　クーナは頬を押さえてうっとりとした表情になった。

			「クーナ、鉄板の上はともかく、皿からもっていくのは反則だ」

			「そんなの知らないです♪」

			　上機嫌にもふもふの尻尾(しつぽ)を揺らしながら、もう一切れ肉をかっさらい、クーナは俺から奪った肉を堪能していた。

			　そっちがそこまでやるなら、俺にも考えがある。

			　あとで、思い知らせてやる。クーナのさらに上を行ってみせよう。

			「ソージ、また変なことを考えているわね」

			「いったいなんのことやら」

			「……ふう、まあいいわ。それより肉が焼けたわよ」

			　アンネが甲斐甲斐しく俺の皿に肉を盛っていく。

			　その心遣いはうれしい。

			　だが、残念なことに料理慣れしている俺やクーナと比べて焼き方があまりうまくない。

			　戦いだけじゃなくて、料理も仕込んでいかないと、と内心で決意する。

			　アンネには、冒険者としてのサバイバル技術が若干欠けている。

			「ありがとう、アンネ。そろそろお腹が膨れてきたし、今度は俺が焼くよ」

			　俺は肉の奪い合いから離脱し、焼くことに専念する。

			　二人に最高の肉を食べてもらうために全神経を集中させる。

			　俺が焼いているのは香辛料が塗り込まれた分厚いステーキ肉だ。うまく焼くには技術と時間がかかるが、その苦労に値する味になる。

			　鉄板焼きは、中心部と外側で温度が違う。

			　その温度差を利用し、うまく火を加えるのが匠のわざというもの。

			　まずは中心部の強火で外側を焼き固め、鉄板の外側に肉を移し弱火で徐々に火を通していく。

			　よし、肉汁を完全に閉じ込めた、これで理想的なレア状態に焼き上げることができた。

			　それを一口サイズにカットし、クーナとアンネの皿に肉を盛った。

			「いい感じに焼けたよ」

			「ありがとうございます、ソージくん」

			「美味しそうね」

			　二人が、俺の焼いた肉を心底美味しそうに頬ばる。

			　料理人冥利に尽きるというものだ。

			「相変わらず、ソージくんってなんでも器用にできちゃいますよね。同い年とは思えないぐらい」

			　クーナが何気なく放った言葉。

			　その言葉で、俺の秘密を二人に話さないといけないことを思い出し、一瞬表情が引きつる。

			　そんなときだった。

			「本当に美味しい。お婿さんにほしいぐらい」

			　どこか無感情な声が、隣から聞こえてきた。

			　横を見ると、クーナの姉で銀色の髪とキツネ耳と尻尾(しつぽ)をもったユキナがいた。

			　無表情で俺の皿にもった肉をぱくぱくと食べている。

			　半分ほど食べたところで箸がとまる。

			「ごちそうさま」

			「……やっぱり、これは血筋かな」

			　肉に対する執着とためらいのなさ。

			　クーナと変なところが似ている。

			「ユキナは何をしに来たんだ？」

			「お酒を届けに、そろそろこっちのテーブルのお酒がなくなると思って」

			「ありがとう。助かるよ」

			　今日の晩餐では、エルシエワインが振る舞われた。

			　その人気のせいでエリンでは品薄であり、とても高価だ。気軽に飲める酒ではないのでありがたい。そしてエルシエワインは、ここにいるユキナが作っている。

			「追加で持ってきたのは実験作。ぜひ感想を聞かせてほしい」

			「いつもと何が違うんだ」

			「度数強めの辛口、エルシエワインは美味しいけど、もっと強い酒がほしいという要望に応えてみた」

			　たしかに、エルシエワインは口当たりが軽く、後味もいい。

			　だが、逆に言えば力強さが足りない。

			　俺は一口飲む。

			　口の中が熱くなる。強烈な旨みと辛さ。

			　舌が痺(しび)れる。

			　美味い、たしかに美味いが、何かが違う。

			「これは、悪くはないけどエルシエワインじゃない。別の酒だな」

			「やっぱりそう思う？　難しい。エルシエの特産品として売り出すのはやめておく。身内で楽しむ分にはいい。飲んであげて」

			　そう言うなり、ユキナはこの場を立ち去ろうとする。

			「用事はそれだけか？」

			「うん、お爺さまから素面では話しにくいだろうから、酔わせてやれと頼まれただけだから」

			　シリルの差し金か、変な気を使わなくてもいいのに。

			　だが、助かる。

			　今晩、クーナとアンネの二人にすべてを話すつもりだ。

			　神様の力で、未来に起こるであろうことを何回も経験したこと。

			　その中で、クーナともアンネとも出会い、守り切れなかったこと。

			　そして何より、今のクーナとアンネを愛していて、絶対に守るということを。

			　話しても二人なら俺を信じてついて来てくれるという信頼はあるが、それでも不安はある。

			「ソージくん、お肉がたりません。じゃんじゃん焼いてください。まだまだ食べたりませんよ！」

			「私も……少し食べたりないかしら」

			　俺の葛藤を明るい二人の声が吹き飛ばす。

			　二人が無邪気に肉を要求してくる。

			　こうやって悩んでいるのが馬鹿らしくなってきた。自然と口が笑みの形になる。

			「わかったわかった、どんどん焼いていくから絶対に残すなよ」

			「もちろんです。クーナちゃんの胃袋は宇宙です」

			「クーナはこうは言ってるけど、ほどほどにしておいて。あとで絶対に泣きついてくるから」

			「あっ、アンネ、またそんなことを言って！」

			　クーナが頬を膨らまして、アンネが小さく微(ほほ)笑(え)む。

			　俺は強めの酒を口に含み、再び肉を盛大に焼き始めた。

			　俺の秘密を話すこと、シリルの隠し事、エルシエと神聖薔薇騎士団の戦争、そしてその戦争の鍵になるのが俺とアンネであること。

			　考えることは無数にある。

			　だが、今だけはすべてを忘れてこの場を楽しむことだけに集中しよう。

			　こんな時間も、きっと大切だから。

		

	
		
			番外編　明かされた真実と【魔剣の尻尾(しつぽ)】の未来

			　

			　夕食のバーベキューを終えたあと、シリルの屋敷で俺はクーナとアンネの二人と向き合っていた。

			　ただならぬ空気を感じてか、クーナはキツネ耳をぴくぴくと動かし、アンネは銀色の髪先をくるくると指で弄(いじ)っている。

			　二人とも珍しく落ち着かない様子だ。

			「二人に話さないといけないことがある。ずっと俺が秘密にしていたことだ」

			　二人が息を呑む。

			　俺が二人に隠していた秘密は二つ。

			　この体は人間のものではなく神様が作ったホムンクルスであり実年齢は一歳にも満たないこと。

			　そして、俺は、かつて偽(いつわ)りの世界で無数の未来を経験したこと。

			　ずっと隠し通すつもりだった。

			　彼女たちに怖がられる、もしくは気持ち悪がられるのが嫌だった。

			　だが、クヴァル・ベステの魂(たましい)の世界で、成長したクーナとアンネと相対するところをアンネに見られてしまっている。

			　彼女はそれが、クヴァル・ベステが俺の記憶を具現化したものであると気づいた。

			　もう、隠し通すことはできない。

			　アンネに話してクーナに話さないわけにはいかない。だから、こうして二人にすべてを話すことにした。

			「まず、一つ目だが俺は普通の人間じゃない。化け物だ。俺には母親がいない。魔術と科学で作り出された人造の命。俺のような存在をホムンクルスと言う。この肉体は生後一年にも満たない」

			　自分が化け物だと告白するのはやはり勇気がいった。喉がからからになる。

			　二人とも、しばらく押し黙った。

			　そして、アンネが真っすぐ俺の目を見て、口を開く。

			「そう……ソージにそんな秘密があったのね。一つどうしても教えてほしいことがあるの」

			「なんでも答えるよ」

			「子供は作れるの？」

			「へっ？」

			　俺は間抜けな声をあげる。あまりにも想定外の質問だった。

			　まるで意味がわからない。

			「答えて、ソージ。大事なことよ」

			「まあ、多分普通に作れるが」

			　実際に過去に体験した世界では作ったこともある。この世界でも生殖機能は普通の人間と変わらないはずだ。

			　とはいえ、どうしてそんなことをと疑問が頭をぐるぐる回る。

			「なら、安心したわ。私はオークレールの血を絶やすわけにはいかないもの。かといって、ソージ以外と子供を作りたくないわ。子供が作れて本当に良かった」

			　アンネはほっと胸をなでおろす。

			　心配するのはそこか!?　思わず突っ込みかかった。

			「さすがアンネ、いい質問ですね。私も将来的には子供がほしいですし、グッジョブです」

			「クーナ、おまえもか!?」

			「女の子にとってはすごく大事なことです。私も一つ質問させてください」

			　驚きが覚めないまま、今度はクーナが質問してくる。

			　俺は頷いて質問を促す。

			「健康面に問題はないですか？　その、そういう造られた命って寿命が短かったり、普通の人間では問題にならないことが問題になったりしますか？　たとえば、食べたら駄目なものがあったりとか、今まで人間として過ごすために無理をして我慢していたことがあれば言ってください。今後は気を付けますし、もう無理をする必要はないですよ」

			「……そういったものは一切ない。完璧な命を目指して造られた存在だからな。むしろ、能力的には普通の人間より圧倒的に上だ」

			　クーナが微(ほほ)笑(え)む。

			　クーナの口から飛び出したのは純粋な俺への思いやりだった。

			「ふう、安心しました。やっぱり、旦那様には長生きしてほしいですからね。よかったです」

			「いや、それは、そうだけど、もっと他に気にすることがあるだろう」

			「ないですよ。好きな人の健康よりも大事なことなんて」

			　長い経験で人の嘘を見破ることにかけては自信があるが、クーナは本気でそう言ってくれている。

			「二人とも、俺が気持ち悪くないのか？」

			　俺の想像では、罵られることすらありえると考えていた。そうでなくとも、どこか他人行儀になることや、受け止めきれずに混乱させてしまうと。

			　だが、二人は受け入れて、それどころか俺のことを思いやってくれた。

			「ソージくん、いい加減しつこいですよ」

			「だいたい、初めからソージが普通の人間だなんて思ってないもの」

			「そうですね。あれだけ、すごいことができるソージくんですから。これぐらいで驚いたりはしないですよ」

			　俺は思わず、小さく笑ってしまった。

			　二人に嫌われることを恐れていた自分が馬鹿みたいだ。

			　なんだ、こんなふうに笑ってくれるなら最初から全部話すべきだった。

			　今の気持ち、それを一言で表す、そんな言葉があるとすれば……

			「ありがとう」

			　その一言だけでいい。

			　二人は笑顔で頷く。

			　腹の中が軽くなった気がした。

			「それでソージくん、隠していたことの二つ目はなんですか？」

			「ああ、俺がホムンクルスだってことは話したが、では誰がなんのために作ったかっていう話だ」

			「言われてみれば、父様でもそんなもの作れない……いえ、もしかしたら、あの人ならあるいはできちゃいそうだけど――ごほんっ、それは置いといて。たしかに気になります」

			「ええ、普通の人にはとても無理だもの。それにその人の目的次第では、ソージが自由に動けないかもしれない」

			　二人は俺の言葉に興味を持ったようだ。

			「俺を作ったのは神と名乗る女で、世界を救うためと言っていた。その神様は、自分には英雄を作るほどの力はないが、英雄に至る可能性をひめた、そんな才能をもった存在を作ることならできる、と言った。そして、それが俺だ」

			「ずいぶんとスケールが大きい話ですね」

			「ええ、びっくりしたわ。でも、ありえない話ではないと思う。むしろ、辻褄が合うと思えるわ。私たちを襲った神聖薔薇騎士団、彼らは世界を救うためにクーナが必要だと言った。そしてクヴァル・ベステをもった私。私たち二人をはじめとして、ソージには不思議な縁が多くあるもの。もしかしたら、それらも英雄になるために仕込まれたことかもしれない」

			　言われてみればそうだ。

			　きっと、そうなるように仕組まれている。

			　だが、そのことを不快には思わない。

			　出会いが必然だったとしても、そこから積み上げたものには真実しかない。

			　俺は俺の意思で、クーナとアンネとともにいる。

			「アンネの言うとおりかもしれない。もしかしたら、そんな俺と一緒にいることで二人を不幸にするかもしれない」

			　たぶん、俺の人生にはさまざまな困難が立ちふさがる。

			　それに巻き込んでしまう。二人を救うことばかり考えて、その可能性に今の今まで思い至らなかった。

			「何を言っているんですか。私は、その原因の一つですよ。ソージくんがいなければさらわれていました」

			「私も同じね。クヴァル・ベステがある限り、そういったことに巻き込まれるわ。あなたが気にすることじゃない」

			「むしろ、私たち以外にも、今後ソージくんに助けられて惚(ほ)れる女の子が現れる、そっちの方が怖いですね」

			「……それはありそうね。そんな子が現れたら、ソージよりも活躍して、ソージではなく私たちに感謝してもらうようにがんばりましょう」

			「アンネ、それはいい考えです」

			「おまえたちは……まったく」

			　またしても斜め上の返事だ。どこまでも二人は俺の想像の上をいく。

			「そして、まだ続きがある。俺はまだ生まれてから一年もたっていないと言ったが、知識と経験、それらは普通の人間を凌駕している」

			「はい、それはずっと不思議でした。私と同い年なのにすごく物知りで、技術も練達しています」

			「私も疑問に思ったわ。あの剣。どんな天才だって相応の努力をしないと絶対に身につかないもの」

			　二人は幼いころから鍛えられている。

			　だからこそ、鋭い。ごまかすことはできない。

			「その答えだが、この体はたしかに生まれてから一年も経っていない。だが、経験自体はもっとあるんだ。神様は最高の体を動かす魂(たましい)を選ぶために、何千人もの人間に、架空の世界で何度も人生をやり直させ、一番ホムンクルスの体をうまく動かせる存在を選んだ。それが俺だ」

			　さすがに、あまりにも突拍子がない話でクーナとアンネが息を呑んだ。

			「俺は何度も偽(いつわ)りの世界で人生をやり直した。合計時間は一六八年にもなる。偽(いつわ)りの世界といっても神様が用意した世界だ。この世界で起こり得る本物の可能性だ。だから、俺は未来を知っているし、本物の経験を得た」

			「……だからだったんですね」

			　クーナが何か思いつめた表情をする。

			「ソージくん、ずっと聞きたいことがありました。ソージくん、私と初めて会ったとき、すごくうれしそうで、でも、泣きそうな顔をしてました。それだけじゃなくて、たまに私を通して別の懐かしい誰かを見ているような気がして、ずっと気になっていたんです。もしかして、その偽(いつわ)りの世界で私と関わりがあったんですか？」

			「そのとおりだ。何度か偽(いつわ)りの世界でクーナと結ばれたことがある。だけど、一度たりとも守り切れなかった。俺の経験上、クーナは必ず殺される。俺は今度こそ、クーナを守りきると決めた。初めてクーナに会った日、懐かしくてうれしくて、泣きそうになった」

			　クーナを今度こそ守り抜く。それは俺の誓いだ。

			　この世界に来た日にそう誓った。

			「納得しました。そういうことだったんですね。でも、一つだけ言わせてください。私は私です、ソージくんが守れなかった私とは別人です。私をその世界の私と同じように見ないでください。私は、ソージくんの好きだった誰かの代用品じゃない」

			　今日は何度も驚かされる。

			　クーナの一言は深く、俺に突き刺さった。

			　最初クーナを守ろうとしたのは、彼女がクーナという存在だったからに過ぎない。

			　今の世界の彼女は関係ない。

			　だけど、それでも。

			「出会いはそうだったかもしれない。でも、信じてほしい。俺はちゃんと今のクーナが大好きだよ。この世界で一緒に過ごして、今のクーナがもっと好きになったんだ」

			「信じます。というより、今は違うってちゃんとわかっているんです。最初は私以外の誰かを見ていましたが、今はちゃんと私を見てくれています。そう思ったから尻尾(しつぽ)を許しました」

			　クーナはもふもふの尻尾(しつぽ)を揺らす。

			　そうか、俺が思っているよりもずっと多くのことを彼女は気づいていたのか。

			　まさか、クーナ越しにかつてのクーナを見ていることを気づかれていたとは思わなかった。

			「これからもクーナが尻尾(しつぽ)を任せていいと思える男であり続けるよ」

			　クーナが満足げに頷いた。あとでふぉっくすさせてもらおう。二人の気持ちをたしかめるために。

			　クーナとの話が終わると、次はアンネが口を開いた。

			「ソージはかつての世界で私と過ごしたことがあったの？」

			「ああ、一度だけ生き倒れたアンネを拾って、鍛え上げたことがある。その一度を除けばアンネは俺と出会う前に死んでいた。おそらくだけど、俺に会わなければアンネは死ぬ。何度か人生を繰り返しているけど、クヴァル・ベステを託されることが多かった。俺が、あの剣に詳しかったのもそれが理由だ。アンネが生きていれば、絶対にクヴァル・ベステを手放さない」

			　アンネは、自分が死ぬ運命だと聞いて、体を抱きしめた。

			「……そうね、もしソージとクーナに出会わなければ入学試験の会場で生き倒れて、それからどうなったか。想像するのは容易ね。そうでなくても、クヴァル・ベステを狙う輩は多いもの。あの場を乗り切っても、きっとどこかで私は死んでいる」

			　その認識は正しい。仮にあの入学試験を乗り切ったとしても、まだまだ彼女の苦難は続く。

			「私はソージに出会えて良かった。……ソージ、その一度の人生では私と結ばれなかったの？」

			「それはなかった。アンネと共に過ごした人生では師弟として過ごした。……俺と一緒にいても結局アンネは死んでしまった。アンネと一緒に過ごした人生では、俺はアンネのために、アンネの父親の真実を突き止め、公表した。そのせいで戦争になって、クヴァル・ベステの第三段階解放の力に頼らないといけない状況に追い込まれた」

			　それは、俺の記憶から抹消されていた記憶。

			　シリルとの会話でやっと取り戻した記憶だ。

			「第三段階解放のために、アンネの魂(たましい)をクヴァル・ベステに喰わせた。そして外側から俺が、内側からアンネが……両方から支配することで初めて第三段階解放が可能になった。俺とシリルさんが、クヴァル・ベステの第三段階解放を止めているのはそれが理由だよ。ないものとして扱った方がいい」

			　アンネは真っすぐに俺の目を見て頷く。

			　そして、ためらいがちに口を開いた。

			「……今の話で二つ気になったわ。一つ目は、私を生(いけ)贄(にえ)に捧げさえすれば、今すぐにでもソージならクヴァル・ベステの第三段階解放ができるというわけね」

			「アンネ、それは」

			「もちろん、するつもりはないわ。ただ、最後の最後の切り札を、手札にもっておきたいだけよ」

			「……俺はそんなことを二度とするつもりはないよ。だが、質問に答えるとするなら、できる」

			　アンネは「そう」と短くつぶやき、頷いた。

			「もう一つの質問はね、ソージ。あなたはオークレールの真相を知っているのね」

			「知っているよ。全部」

			　アンネの手が震える。そして、うつむき、絞り出すような声をあげた。

			「ソージ、あなたがそれを私に言わなかったのは、隠していたのは、それが私にとって絶望的な話だからよね」

			「否定しない。知らない方がいい話だから黙っていた」

			「それでも知りたい。昔の私なら耐えられなかったかもしれない。でも、ソージと出会って強くなった。それに二人が側にいる。だから、お願い、私に真実を教えて。どんなひどい真実でも、私は知りたい。それがオークレールの現当主としての務めだから」

			　アンネの覚悟と勇気が伝わってくる。

			　ここで話さないという選択肢はなかった。

			　俺はすべてを話した。

			　アンネは黙ってその話を聞いていた。

			　それは、エリンを裏切ったのは当時軍神と呼ばれたアンネの父親ではなく、王子だったこと。

			　王子が機密を土産に亡命しようとし、それを止めるためにアンネの父親が出陣し、王子を殺してしまったこと。

			　王子が国を売ったことで国の威信を損なうことを防ぐために、アンネの父親が自らの意思ですべての罪をかぶり、逆に王子を、機密を売ろうとした軍神を止めた英雄として祭り上げたこと。

			　これらのことを国の上層部はすべて知っている。

			　知っていて、国のために公表せず、たとえ真相を声高に叫んでも、アンネの父親の汚名が返上されることはないという絶望を、俺は話しきった。

			「そうなのね。お父様らしい、やっぱり裏切ってなかったのね。この国を守って死んだ。すべて納得したわ。お父様なら絶対そうした。お父様は最後まで誇り高い剣士だと知れて、私は安心したわ。……でも、せめて、私たちには教えてほしかった。そのことを知っていれば、お母様は自殺なんてしなかった」

			　アンネの目から涙がこぼれる。

			「アンネ、俺はかつての世界でこの話を国に話すのではなく、ありとあらゆる手段で大衆に広く公開し、アンネの父親の汚名を拭おうとした。その結果、国が混乱し隣国から侵略を受けることになった。その未来を知っている。それでも、おまえが望むなら、俺はアンネの父親の無実を――」

			「その必要はないわ。私がお父様の無実と、その勇気と誇りを知っていればいい。もう、オークレールの再興と名誉の回復は諦めるわ。お父様がすべてを失ってでも守りたかったものを壊すわけにはいかないもの」

			　俺は無性に、泣いているアンネを抱きしめたくなった。

			　アンネの夢の終わり、彼女の目指した道にゴールは最初から存在しなかった。

			　父の汚名を晴らしてオークレールの栄光を取り戻す。

			　それが可能になる日はけっして訪れない。

			「アンネ、今まで黙っていてすまない」

			「それがソージの優しさだってわかっているわ。だから、謝る必要はないの。それに、私は絶望なんかしていない。たしかにオークレールの名誉の回復はできないし、再興も諦めたわ。だけど、未来はまだある。ソージたちと一緒に、世界を救ってその功績で新しいオークレールを作り上げる。もう、振り返るのはやめにするわ、私は新しいオークレールの歴史を作る」

			　そう言い切ったアンネを見て、まぶしいと思った。

			　俺にはない強さだ。傷つき、絶望し、それでもすぐに前を向く。

			　そんな彼女が綺麗でまぶしく思えた。だから……。

			「アンネは強いな。俺はアンネの側でアンネを支えるよ。……がんばれ」

			「ええ、私は強いわ。ソージが強くしてくれた。ソージがいれば、なんでもできる気がするの」

			「私も手伝いますよ。なにせ、三人で【魔剣の尻尾(しつぽ)】ですから！」

			「クーナも、頼りにしてるわ」

			　三人で笑いあう。

			　俺の抱えていた秘密なんて、ちっぽけなことのように思えてしまったから不思議だ。

			「ソージくん、水臭いじゃないですか、今までこんな大事なことを黙っているなんて」

			「そうね、仲間で恋人なのに、ひどいわね」

			　アンネとクーナが、俺に詰め寄ってくる。

			　何か嫌な予感がする。

			「今まで黙っていた罰として、ソージくん。明日は私たちのためにごちそうを作ること！」

			「それはいいわね。パーッと騒ぎたいわ。そういう気分よ」

			「お酒の方は安心してください。ユキ姉さまの酒蔵から一番いいお酒をちょろまかして来ますから！」

			「なら、私はルシエさんとクウさんに頼んで何か副菜をわけてもらうとするわ」

			　俺が何も言わなくても、どんどん明日の宴の準備が広がっていく。

			「わかった。存分に腕を披露しよう。まずは材料の確保だな。実はな、エルシエの地下迷宮に気になる魔物がいたんだ。あれは絶対うまい」

			「……また魔物飯ですか」

			「ソージって、仕方なくじゃなくて、楽しんで魔物を食べてるわよね」

			「当然だ、魔物はうまい。明日は、いつも以上に張り切って狩りだな」

			　自然と三人とも笑みがこぼれる。

			　三人で笑って確信した。

			　俺たち三人の絆は絶対に壊れない。これから、たとえ何があっても。

			　俺はもっと二人を信じよう。何より大事なクーナとアンネを。

			「じゃあ、明日はごちそうのために、気合を入れてがんばりましょう！」

			「ええ、ついでに魔石をたっぷり稼いでランク３を目指さないといけないわね。そろそろな気がするのよ」

			　はしゃぐ二人を見ながら、俺は今まで以上の強い想いを胸に宿していた。

			　絶対にこの幸せを奪わせない。そのためなら、なんだってして見せよう。最強にだってなってやる。
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			『チート魔術で運命をねじ伏せる４』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　四巻では、クーナの実家を訪れます。

			　クーナの家族と会ったり、特訓をしたり、クーナやアンネとよりいっそう絆を深めたりと、盛りだくさんな内容になっております。

			　今まで、クーナの話でしか触れられていなかったことが、どんどん出てくるのでお楽しみに！

			　五巻では、今までの伏線が一気に明かされていきますので、そちらもお楽しみに！

			　

			宣伝

			　

			　来月、モンスター文庫様から、新シリーズである『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する』が発売されます。

			　こちらは、１Ｋの部屋ごと異世界へ送られた男の話です。異世界でもネットが通じることと、通販で買ったものが異世界に届くということ。

			　その力を駆使しながら、異世界で活躍しつつ、動画を流してお金を稼ぐというものです。

			　チート魔術と比べるとかなりコミカルな方向に寄せてみました。きっちり熱さもある作品なので是非、手に取ってやってください。

			　また今月は、同時連載中の『お菓子職人の成り上がり２』もＭノベルス様から発売されているので、そちらも是非！
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			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた青木様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			二〇一七年一月　月夜 涙

		

	
		
			月夜涙（つきよ るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一七年二月現在）

			　

			イラストレーション

			夜ノみつき（やの みつき）

			北海道在住、獣耳と銀髪とロリが好き。趣味はアニメ、ドラマ、映画などを作業の合間に見ること。最近は柴犬を飼いたいけど我慢して画像や動画を見て悶えています。（二〇一七年二月現在）
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